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第　六十號

食品の甘味料としてサッカリン使用に關する研究（第6報）

人工甘味料の槍知法

鼓師　石尾　正文　　元技師　遠：藤　與作　　技手　小幡　利勝

　白糖代用の見地に樹つ所謂サッ’カリン問題は過去に於て内外諸國とも衛生關係調査士爵の蓮用によ

り再三ならず審議したる経歴を有す．－震りと難も毎回醤學的並行政的見解の愼高論優勢なる：誌上

サッカリンは途に代用品としての資格を容認さる玉に到らす．惟ふにサッカリンは其毒性強力ならざ

ると一方使用数果の魅力無腐し難きに依り砂糖窮乏時代殊に血温に際しては本問題は屡々登生した

・るが，恐らくは將來に於ても再獲の機窓在らんか．余等は前幅迄の蓮績調査により食品の寡からざ

る種類は’ナ。カリンの適用に頼り生産上有利なる抱合の在ることを承認したると共に，使用禁止脚下

に在りても想像以上に其の潜用の形跡は食品の諸生産部面に浸潤せるを察知したり・現在に於てナッ

カリンを主とする人工甘味料の取締方針は唯だ使用禁止令の公布在るに止まり，之と蜀慮すべき・槍

’査法の指示は制定され在らす．違犯三遷は專ら技術官の個人的手腕に委任さる玉歌態なり。此の黙

に於て當事者の負捲には同情すべきもの在砂，斯る朕態に於ては法の徹底は寧ろ期待し難きを當然

とすべし今回三等はサッカリン問題の調査研究を一慮中止するの事態に三三垂．るにより右に述べた’

る指導方針の不備補修の爲め鼓に飲食物申に添加したる人工甘味料の検知方法を提案し循て以て本

：研究の牧束に充つ．，1

　連績調査の第1報に於て使用数果はサヅカリン最も優り同じく人工甘味料なれどヅルチン及グルチ・

ンは耐久性に鉄貼あるを以て貯藏食品用には適せすとの見解を披渥したり．然るに其の後に於て市

販の蒲鉾にヅルチンの使用されたるものを三見し，又左記の如くグルテンを添加したる飽は3日間

忙亘り甘康を維持することを験知したるを以て前記ヅルチン及グルテンに封ずる使用数果評は断片

　　　　　　　　　　　’グルテンを添加して調昧ゼる餓の検昧成績　（第1表）

試・　　　　　　　　　料 甘、　　　　　　　　　　　度．

種 朗白鷲馴グル緒韻 調製當日 け日劇・日暖1・日後
標　準　　餌

比　　較　　飽

20。0

14．0

0

0．05

11。0

11．0

鍵化ナシ
攣化ナヲ

憂化ナ　》
殆ド攣化ナシ

攣化ナシ
　10ξ5

嘔
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　的なる認識に過ぎす，牛貯藏食品に於てこそ該甘味料は敷果的なることを了知したり．抑々ヅルチ

’　ンは劇毒性を有する窯に鑑み之が利用は到底容認されざるものに付き被害豫防の見地より観るも今

　　日は人工甘味料網子法は正に制定さるべきの時機に在るものと信ず・

　　　丈獄上には甘味料としては前記以外にナフトールスルホン酸類に回するものあり，外國に於ては

　　Abrasto1其の他の商品名を以て市揚に供給されたる由記載あ多も，．該品は實金敷果の微弱なるもの

　　に付き我が國内の利用は未だ企圖され％ること無きに依り今回は之が調査を省略せり．師ち余焔の

　　提出する周知法は人工甘味料としてサッカリン・ヅルチン及グルテンの三種を封象となし次記の如き

　　機構に擦りて所期の目的を達成せんとするものなり．

　　　　　　無智物申人工甘味質（サヅカリン・ツルチン及グルテン）検知方法

　　　　　　　　　　液　　　　髄

　　　　　甲　稀薄澄明のものは次の方法に擦るべし

　　　1・サッカリンの試瞼

　　　槍膿約50ccを分液漏斗に取り之に苛性ソーダ溶液（1＋2）2cc及工「一テル30　ccを加へ善く振露

　　し静置したる後完全に二時暦の分離するに至りアルカリ性水溶液を第二の分液漏斗に移し第一の分

　　液漏斗中のエーテル溶液に水質許を加へ振盟して洗際し暫時静置し洗液を分取して第二の分液漏斗

　　中の液に合し（第一の分液漏斗中の液はヅルチンの試験に用ふべし）之に食盛を少量づ玉溶解して

　　殆ど飽和せしめ次で盤酸を加へて中和し更た盤酸2ccを追加したる後全液量の儀容に相當するエー

　　テルを加へて振舞し静置し完全に二郷暦の分離するに至り水液を去り残液に稀盛酸」滴を添加せる

　　聴許の水を加へて振塗洗落し洗液を去りエーテル溶液を内容約300ccのキールグール硝子壕k移し

　　60度を超えざる温に継てエーテルを蒸溜し残留物に炭酸ソーダ溶液（1＋99）5ccを加へ加温して溶

　　解し溶液の1帽2滴を無味すべし

　　　右溶液に盤酸5CGを加へ以下第2報を以て報告せる澤庵漬中サッカリン試験法に掲ぐ・る所と全く

　　同一の：方法に櫨りて試験し水蒸氣蒸溜に於ける溜出液は之を豫め五＋分定規硫酸0・3cc水20　cc及

　　メチルロー下溶液3－5滴を混和して製せる赤色の著色液中に導入すべし
　。　前記車回の際甘味を感知し且蒸溜の際溜出液溜出し始めてより五分聞以内に受器中の液黄攣する

　乏きはサッカリンの存在を徴す

　　　但し後に禍ぐる試験に於てヅルチンの存在を徴したる場合は前上の記載中エーテルを酷酸エチ～レ

　　に換べ且同溶剤に擦る浸出を二回反覆したる後のアルカリ性水溶液を用ぴて試験するを要す

　　　2．ヴルチンの試駿i．

　　　前記試験に於て第一の分液漏斗中に保存せるエーテル溶液を乾燥濾紙を用ぴて濾過し濾液を硝子

　　壕に移し蒸溜してエーテルを去り残留物に水4ccを加へ加温して溶解し溶液の2－3滴を意味すべ

　　し

　　　右溶液に硝酸第二水銀溶液：3－4滴及苛性ソーダ溶液（1＋99）1智2滴を添加し直裡約5cmの濾

　　紙にて反覆濾過し澄明なる濾灘得るに至り之を試験器移入し2認譲渡湯煎中に熱し次で少

　許の過酸化鉛を添加し更た2一》3分間加熱を織績すべし　　　　　．・．」

　　　前記六味の際甘味を感知し且加熱後に於ける試験管中の液紫紅色或は藍紫色を呈するときはヅル

　　チンの存在を徴す

、

㌧
o
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食品の甘味粒としてサソカリン使用に蘭する硯究（第6報） 3

5グルテンの試三
三旧約50ccを蒸畿皿に取り三三酸を加へて弱酸性となし之に染色用毛糸歎條（全量約19なる

を要す）を浸し屡々掩絆しつ玉重湯煎上に濃縮し30分間経過の後毛糸を取出して充分水洗し一條

の毛糸を分別し残鯨は之を全部1％のアンモ昌ア水10cc中に浸し再び重湯最上に加熱し液の最早．

アンラ昌ア臭を磯せざるに至り加熱を止め冷後之を検乱すべし

前に分別せる一條の毛糸を試験管に容れ璽酸0．1cdを添加せる水ちceを注加して之に浸し管を氷

水申に冷却し且二二しつ去其の内容物に亜硝酸ソーダ溶液0．3ccを滴加し冷却を申縄すること無く

10分間放置したる後毛糸を取出し水洗して試験管に容れ水5CGを注加して之に浸しベタナフトー

ルナトロン溶液5ccを添加し2－3分聞作用せしめ再び毛糸を’取出して水洗し室温に於て乾燥する隔

に毛糸淡榿色或は淡赤色に三色するときは其の約1Gmを二二し之を少許の硫酸中た浸漬すべし

　前記槍味の際甘味を感知し且著色毛糸の反例に干て硫酸液紫紅色に三色するときはグルテンの存

在を徴す

　但し槍日豊にしてタール色素を用ひて三色されたるものは豫め其の50ccをビーカーに取り塵酸・

2CG及亜鉛屑0．59を添加し重湯煎上に加熱して殆ど脱色せ．しめたる後之を濾過し其の濾液を蒸磯

皿に容れ毛糸を浸漬し前記の試験を行ふべし

　染色用毛糸　毛糸25分を取の之にアンモニア水4分及水400分を注加し屡々門守しつエ30分間・

45度の温浴中に放置し毛糸を搾取し之を二回に亘り前記アンモ昌ア性水溶液を更新して反覆浸出し・

次で新に製したる2％の石鹸暦日に30分野温浸し鼓に得たる毛糸を逐…欠温湯及冷水を以て洗際し

πる後室温に顧て乾燥し調製すべし

　　　　乙膠櫃のもρは次の方法に擦るべし1　・　・

　1．サッカリン及ヅルチンの試験

　検磯馴75ccを内容約500　ceのマイエル屡に取り水200　ccを加へて稀繹したる後之に黄1血堕溶

液（3＋17）及硫酸亜鱒液（3＋7）各5～10ccを順次に添加し肝試藥を力nふ晦繕く混和し30‘

分間静置し沈近を乾燥濾紙を：用ひて濾過し其の濾液200ccを分液漏斗に取り之に苛陸ソーダ溶液

（1十2）5cc及エーテル1006cを加へ以下前記甲第1．號及第2號に掲ぐる所に從ひ試回すべし

　2．グルテンの試験
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ら
　　前記甲第3號に掲ぐる所に準肥すべし’
　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　じ

　　　　　　　　シロップ歌の物質

　楡艦を水を以て二倍に稀繹し必要あらば漉過し藪に得たる液を用ぴて前記濠艦の項に揚ぐる方法

に從ひ試験すべし

　　　　　　　　固　　　　髄1

　　　　甲　澱粉質ならざるものは次の方法に擦るべし　、　　　　　　　　・　　　　　　’

　1・サッカリン及ヅルチンの試験

　槍艦約859をビーカーに取り之に五倍量の温湯を加へ屡々擁拝しつ玉30分間60、度を超えざる

濫浴中に放置し必要あらば温に乗じて歴漉し冷後浸液若は漉液の200ceを取り（残液はグルチγの

試験に用ふべし）之を内容約500ccのマイエル壕に容れ黄血盛溶液（3＋17）表硫酸亜鉛溶液（3＋

7）各5～10ccを順次に添加し各二二を加ふる毎に善く混和し30分聞静置したる後素話を乾燥濾紙
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を用ぴて濾過し其の濾液100ccを分液漏斗に取り之に苛偉ソーダ溶液（1＋2）3cc及工ゐテル50　ce

を加へ以下前記液髄甲第1號及第2號に掲ぐる所に從ひ試験すべし

　92回目テンの試験
　’前記試験に予て保存せる浸液若は漉液より其の100ccを蒸酸皿に取り前記液腱甲州3號に掲ぐる　　　’

所に從ぴ試験すべし　　　　　　　一　　　　　』　　　　　　　　．，

　　　　乙　澱粉質のものは次の方法に擦るべし

　楡謹約｝859をゼ』カーに取り5倍量の濫湯を加へ重湯煎中に加熱して殆ど糊化したる後之をビー

カーに容れたる儘温浴申に移し其の内容物の温度．55度を示すに至りヂアスターゼ1gを和し次で

屡々三拝しつ玉同温度に於て1時聞放置し温に乗じて漉過し蝕に得たる漉液を用びて前記固骨豊甲に

掲ぐ．る所に從ひ試験すべし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　賓験之部
　前記旧知法に於ける試験方針は第一段階として供試食品より人工甘味料を分別抽出するに方リ

ナッカリンは酸性溶液よリヅルチンはプルカウ性溶液より各之をエーテルに移行せしめ，‘’グルテンは

毛糸の性能を利用．して撰繹的に之に吸着分別せしむるの手段を採用し，第二段に於て各甘味料に特

有なる野性反慮に撮りて其の存否を鑑別するの手法に鴨る，．思郷一段に於ては供試物より’抽出操作

に便利なる水浸液併も淡稠なる溶液を調製するを可とし，濃稠なる試料に曝しては次記の如き操作

に擦り膨め適質の水溶液：を作製すべき手段を講ずるの要あ噛軌

　1・淡稠なる水浸液の調製　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　甘味料の抽出操作芝してエーテル虞理若くは毛糸染著法を行ふに供試食品中に在りて之等の操作

に適せざるものは蛋白質・脂肪乃至澱粉の含量多きものなり1試料より水浸出液を製出するに蛋白

及脂肪の爽難過多にして濃稠なる溶液を生じたる場合には之にカーレーの沈澱剤を添加して浸液の

淡平岡を執るべし．但し沈澱剤はグルテンを吸着する性能を有するを以て該試験には沈澱劃を供用

すべからす．一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　』　　』　‘　　，

澱粉の含量豊富にして温浸液の糊朕を呈するものはヂアスターゼを作用せしめて之を糖化し浸液

の母国化を試む。當操作の影響に就きては次記試験の結果其の被害絶無なることを認知せり．

　　　　　　　　　　　　ヂアスタ世事の作用に擦る影響試験成績　（第2表）

試　山

番　號

1

2

3

4

5

6

試 料

試翻矧 添 加 量（9）

サッカ9yiヅルチン［グルテン

2％澱粉糊液
’　　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

0．002

0．002

0．002

0．002

1
障1・

0．004

0．004

添　　加

島　　件

成 績

味昼試制難鷹

2．毛糸のグルテン吸著作用に就て

糖化後　廿味稽顯著『

糖化前　　同　上
面イヒ五畜　　†1亀味ヲ有ス

糖化前　同　上
糖’化後　少ヲク甘味ヲ有ス

糖化前．同上・

　十

同　上

　一

同　上

　十

同　上

　グルテンは一種の色素なるを以て毛糸に染著するの性質を具有す．試みに其の被吸牧野を試験せ

るに次の結果を得たり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

卓



食品の甘味料としてサツカ可ン使用に臨する研究（第6報） 概

毛糸のグルチy吸著試験成績　（第3’表）

試料
番　號

1

2

3

4

5

6

7

試 料

染聡鮭チ謝下川の惣毛糸（あ
20

20

20

20

20

20

20

0．01

0．02

0．02
＼

0．02

0。06

0．05

0．05

0，002

0．004

0．00↓

0。004

0．01．ヒ

0．01

0．01

1。0

0．2

0．5

1．0

0．1

0．5

LO

グルチyに
封ずる毛糸
の倍数

試　　験　　成　　績

酵5下上毛糸の染、蕩

500

50

125

250

10

50

100

±

十

十

十

70卍80

70’》80

70鐸80

30（’40

60’》70

70（’80

備　　考

グルテン検
知の鋭敏度

旧染著加熱時間は一様に15分間とす．

5000

5000

2000

2000

2000

　染著率は通則どして染浴量・染浴の組成・染料の用量師ち此の揚合に於けるグルテンの濃度・毛糸

の使用量旧染浴加熱時聞等の適當なる用法に頼り良否を決定す．本試験に於ても試料第2號の第3，

及第4爾號に比し，叉第5號の第6及第7號に比し能率の低下せるは右の諸事實の影響する所なる

も就申毛糸使用量の多寡に係れり・『而して表中の成績に於て毛糸の使用：量は染浴量：20『cに1封し

1．09にて染著率は略80％の得量を與ふるによ砂右1．09を以て本検知法に於ける適量と認めら　～

れ，本法の銃十度はグルテンの5000分ノ1含量程度或は絶土量に於て其の0．0049を限度とせり．

　3．．諸種食晶に就ての試験成績　　　　　　　”　　　　　一

試料i 試 料

番＝號

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

名

サ　イ　ダ　一

門

ソ

〃

〃

〃

〃

油

ス

探取量

素量（100分當り）・

，㍗鋼辮㌻
150cc

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃・　』

‘〃

無色シ『ロツプト2δce

〃

〃

〃

〃

〃

著色シロップ

　　　〃

蒲　　　　　鉾

　　　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

189

〃

0．004

0．002

0．004

0。004

0．008

0．008

0．01

0．004

0．004・

0008

0．008

0．02

成 績

サッカ
サ　　ン’

咽購

ナ

±

十．

±

十

十

キー1

ヅ　ル

チ　y
グ　ル
チ　　ン

賞味二二甘味反回
　i　　　　l

十　　一

十　　一

十　　一

一・@十

十　　・一

十　　一

一　　±

一　　十

十　　十

十　　一

十・

十

十

十

十 十

備 考，・

灘讐騰襲簾灘方法

1．8

1．0

1．8

2．0

1．8

2．8

2．0

4，0

2．8（サッヵり

4．o演チ。）

2．5

3．2

甘味料に
封ずる試
料の倍数

　　　　驚，。器

箆澱難9標』準

　〃　　　50000

　〃　　　25000

　〃　　標　準

　〃　　　25000

　　　　標　準

　　　　25000

　　　　12500

　　　　25000

　　　　12500
　　　　12500

醗色庭理標　準

　〃　　　　5000

沈澱捌　　　　標　準虎，　理
　〃　　　10000



6 石　尾・逡　藤・小　幡

18

19

曾0

21

22

23

24

25

26

写7

28

29

30

31

32

　　〃
　　　〃

小　　豆　　飴

ギ　ャ　ラ　メ　ル

カスデラ菓子
・い

天

●も

　〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

嬬

〃

羅

〃

　

18g及
209
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

0．012

0．006

0．01

0．01

0。01

0．012

0．006

0．01

．0．04

0．05

0，05

十

±

十

十

十

十

十

十

十

十

十

±

十

十

十

十

±

十

十

十

十

十

2．4

3．2

3．0

5．0

5．0

6．0

9．2

9．2

〃

〃

糖化及沈
澱齊腱理
〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

〃

、

　8333

　8333
市販品幽

成　績
同　上

同　上

同　上
16666

910000

16666’

10000

　2500

　2000
10000

　2000
潔　準
10000

　本四の成績より試験方法の鏡敏度は試料食品の口歌なる丁合はサッカリン’及ヅルチン共に25000分

ノ1含量程度のものなることを了承し試料のシロップ状なる揚合は爾甘味料と竜其の限度をユ2500分

ノ1に低下し其の二二なる揚合はナッカリγ及ヅルチンに在りては10000分ノユ程度，グルテンに在

りては2000分ノー程度，荷蒲鉾の如き凝固性蛋白よりなる特森食品に在りてはナッカリン及ヅルチ

ン共鏡：二度は8000分ノ1程度なり．但し二二の浸出方法を行へば（第4報塗下）限度は固より三

三す．

　右の結果を使用敷果の見地より観察するに食品の液駅なるものサ。カリン及ヅルチンを旧知限度に

使用したる丁合は概略ナッカ．リン使用に在りては白糖の2．0％溶液に二二する甘度を有し，ヅルチン

は略白糖の3．5．駕溶液に匹敵す，シロ’ップ状食品の工合は前者は白糖の3．0％溶液に，後者は4．5％

　　溶液に，固状食品の二合は前二者は甘度に於て3・0％溶液に，グルテンは6．0％溶液に二丁し（グ

ルテンの2000分ノ1含量のものと5000分ノ1含量のものとは奏二三に於て著しき相違を有し，

5000分ノ1含量に於けるもの玉二度は僅かに白糖の2．5％溶液程度に激回する事實あり，第1報参

照）蒲鉾の8000回転1含量のものは其の三度に於てサ・カリンは白糖の45％溶液・ヅフレチンは

5・0％程度なり．然るに白糖の三二は之を溶液として使用する揚合は3．0％を以て其の最低有敷限度と

なし，固妖食品に添加する場合は前記の倍量を使用するに非ざれば甘味補給上有利ならぎる事實存

するを以て本法の鋭敏度は楡査の目的を達成するに充分なり．荷蒲鉾は之が製造に：方り人工甘味料

と白糖とを混用すること無き・を以て甘味原として人工甘味料を使用するときは概ね8000分ノ1含

：量を超過すべし．

　　　　昭和16年：ユ2月
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鑛泉の鯛媒．作用に關する研究（第4報）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ伊香保温泉の鯛媒作用に就て

技師服部安藏 技手藤井清次

　　　　　　　　　　　　　　　　内　　容　　概　　観

　伊香保温泉の相当能力を試験しれるに其の作用は主としでFe”とMn”に基因し著しく強烈なる

縄Fe●’に依る作用は湧出後空氣に接鯛すれば比較的短時間に消滅するを以て同温泉に於けるが如

く開放式引湯法による各族館の浴糟内の鑛水の鯛媒作用は僅に残存ぜる：Mn．●のみによるものにし

て源泉の約3分の1以下に減易寧ること翠め野冊水脚療上に利用する1こは密閉式導水法の

準用の極めて必要なることを痛感せり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　　言

幡羅紘・伊香躍泉の分析成績蹴て」（わの題下麟告し灘泉は酬欝間の経過乱．
くは邊水時に於ける室氣との接燭等によりて遊離炭酸の逓散叉は亜酸化態鐵の酸化鐵に攣化する等

のために泉質に著しき’攣化を與ふるを以て其引湯には密閉式導管を採用し可及的導管中に於ける無

位との擁和による酸化作用を避けて浴槽中に導入することの極めて重要なることを述べたり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ
　今回更：に其燭媒作用に就き試験したるに其作用は：Fe”とMn”に原因し：Fe’●の鰯媒作用は胚n’●

に比し著しく強烈にして比較的短時間内に沿失するもMn”の作南は比較的長時間持績するを以て　　’

浴槽内に於ける鯛媒作用は主としてMrr．に依るものにしてFe”は殆ど之に關與せざることを認．層

めたり依って影画の鑛泉の慮用の完壁を期せんが爲めには前回報告に於けると同様に密閉式引湯法

の必要を愈々痛感ぜり其成績次の如し・

2．検水に封ずる概読

　槍水は前回報告に於けると全く同一場所より採酌せるものにして第1號泉よの第6號泉に至る6

箇にして其泉質等に賊する必要條項を摘録表示すれば次の如し．

泉 名　比論場所i泉 質1拙・則・ヒ話劇耀矧恥Mバ
第1號
（飲

第2號

第3號
第4號

第5號
（吹　上

第6號
（大

（第2鐵漿湯）

泉
湯⊃

泉

泉

泉

泉
湯り

泉
堰）

甲湯元584番地湧｝琵

甲湯元582番地湧出

甲湯元580番地湧出

甲湯元577番地湧出

甲湯元574の1
　　　　番地湧出
字上の山573
　　　番地先探酌

土類含有弱石
膏性苦味泉
土類含有弱石
膏性苦味泉
土類含有炭酸
鐵泉
土類含有弱石
膏性苦味泉
土類含有弱石
膏性苦味泉
土類含有弱石
膏性苦昧泉

　44

　49

47．5

　50

41

47

5．60

5．20

6．10・

6．20

5．40

5．60

0．00168

0．00148

0．00129

0。00209

0．001874

0●001765

0．2978

0．2164

0，3436

⑦．2663

0．5157

0．2373

0．0063

0．005209

0．01039

「0．002545

0．009535

0。006222

痕跡

痕跡

痕跡



∫

8
服　部・藤　井

3．試験方法及成績

9

駈　燭媒作用め定性的鑑識法として既報（2）の方法に基き直接源泉にて採腐せる新鮮鑛水に就きフ．ノー

　ルフタリン反慮，ホルムアルドオキシム反回乳ペンチヂン反目及クレンケ反慮を槍し次でカメレオ

　ン滴定法（3）による燭媒性物質の過酸化水素分解能力を試附せり其成績次の如し・

　　，甲　翌旦作用の呈色反庶試験成績　　　　．　　・　．

泉　 名

第1號泉

・第2號泉

第3號泉

探酌後放

置時間

o

r

直　後
10　分
20　分
30　分
60　分
120　分

180分
24時間
48時間
72時間

直　後
10　分
20　分
30　分
60　分
担0分
180　分

24時間

48時間
72時間

i細書
1

20’ ｪ
30　分
60　分
120 分

180　分

24　11寺　隅」

48時間
72時間
直　後
10　分

フエノ・一ルフタリン’反磨

三蝉吟i憂；鶴甲

痕

痕

痕

痕

痕

跡

航

跡

航

跡

微痕跡
微痕跡
微痕跡
呈色ゼす
呈色せす
痕　 跡

痕　 髄

胚　 跡

微痕跡
微痕跡
微痕跡
微痕跡
呈色也す

濃紅色
濃瓶色
濃紅色
濃；紅色

濃紅色
淡紅色
微紅色
微．紅色

微紅色
微乳色
紅　 色

紅　 色

微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
紅

紅

ホルムアルド

すキシム反慮

痕　 跡

追痕跡
極微痕跡
極微痕跡

極微痕跡
極微痕跡

呈色ぜす

　　6

微痕跡
徴痕跡

微赤色
微赤．二

二赤色
微赤色
微赤色
微赤色（稽淡）

微赤色（稽淡）

微色赤（穂淡）

微赤色⊂蝋様）

微赤色r稚r淡）

微赤色
微赤色
微赤色
微赤色
微赤色
微赤色（稽淡）

微赤色（稽淡）

微赤色（稽淡）

極微赤色
極微赤色

　　議麗
徴紅色隠赤色
微紅色
微紅色
微量色
微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
紅　 色

、紅　 色

微赤色
微赤色
微赤色（梢淡）

微赤色（禾肯淡）

微赤色（丁丁）

微赤色（稻淡）

微赤色（梢淡）

極微赤色
極微赤色

ベンチヂン．

反　 鷹

微青色
痕． @跡
痕　 跡

呈色ぜす

極微青色

痕　 跡

呈色付す

微青色
痕　 跡

痕　 跡

呈色せす

痕　 跡

呈色ぜす

グレンケ反慮
38．・保存f室温・保存

藍　　色
藍　　色

町藍色
微藍色
徹藍色
趣微藍色

呈色せず

藍　　色
面　　色

調　 色

面　色
淡藍色
微藍色
痕　 跡
（420分⊃

呈色ぜす

藍

藍

小

勢

藍

色

色

色

色

色

淡藍色
呈色ゼ．す

藍　　色
藍　　伽

藍　 二

藍　　色
〕藍　　色

町藍色
淡藍色
微藍色
微藍色
（480分）

呈色せす

藍　 色

藍　 ’色

：藍　 色

藍　 色

藍　　色

淡藍色（360分）

微藍色（420分⊃

痕　跡
（480分）

呈色せす・

監

藍

藍

藍

．〕藍

藍

色

色

色

色

色

色
（8時間⊃

微藍色
（18時間）

呈色ゼす

藍　 色

度　　色



鍍泉の鰯媒作用に關：する碍究（第4報） 9層

＼

第4號泉

第5號泉

第6號泉

20　分
30　分
60　分

120分
180分
24時間
48時間
72時間
直　後
10　分
20　分
30　分
60　分

120分

180分
24時問
48時間
72時間

直　後
10　分
20　分
30　分
60　分
120－ ｪ
180分
24時間
48時間
72時間

微痕跡
微痕跡
微痕跡
痕　 跡

呈色ぜす

微痕跡
微痕跡
微痕跡
微痕跡
殆ど呈色ぜ

呈色せす

痕　 跡

痕　 跡

痕　 跡

微痕跡
微痕跡
微痕跡
微痕跡
殆ど呈色臥
す

呈色せす

紅　 色

紅　 色

紅　 色

微紅．色

微紅色
微紅色
微紅色
微紅色
紅　 色

紅　 色

1紀　 色

紅　 色

紅　 色

微紅色
微紅色
血紅色
微紅色
極微紅．色

紅　 甲

掛　 色

紅　 色

淡紅色
淡紅色
淡紅色
微紅色
微紅色

灘匿

．1

極微赤色
極微赤色
極論幸色
極微赤色
極微赤色
「極微赤色
極微1赤色

極微赤色
極微赤色
極微赤色
極微赤色
極微赤．色

極微赤色
’極微層赤色

極微赤色
極冠赤色
趣徴赤色
極微赤色
極微赤色
趣微赤色
極微赤色
極微赤色
極微赤色
趣微赤色
極微赤色
極微赤色
極微赤色
極微赤色

痕　 跡

呈色ぜず

微青1色
痕　 跡

呈色ぜす

　　乙　カメレオン渦定法による鯛歯性物質のH，0，分解能力試験成績

1．探酌宣後の検水に就きて施行せる成績

藍　 色

微藍色
呈色ぜす

：藍　 色

藍　 色
〕藍　 色

淡藍．色

深藍色
微藍色
痕　 跡
（240分）

呈色冠す

叢　色
藍　 色

藍　　色

淡藍色
淡藍色
呈色ゼす

藍　 色

藍　 色

淡藍色
微藍色
呈色ぜす

慮i．

藍

藍

離

塁

色

色一
色

色

色
（10時間）

淡藍色（20時…間）

呈色ゼす

藍

藍

藍

藍

色

色

色

色

淡藍色
微藍色
呈色ゼず

泉　 名

第・一

一｛

試験著手

後纏邉時
間（t）（分）

0

30

100

210

0

30

100

210

H202分解能力試験
最：初の

H202量
　（の
21．98

21．99

t時問後の
残存li202
量（a－x）

巨頭の％量

’21．98

17．40

16．00　　　1‘．

』13，40

21。99

17．70

16。70　’

『15．50

9100．00

79．16

72．79

U0。96

100．00

80．49

75。94

70．49

t’時間中に

分解ゼる
H202％量

t時間中に　一次反健i
分解ゼ’る　速度恒数
Hユ02％量　　　⊂K1◎3）

　ol

酬
1：：：l

l：鶉

　0
20．84

27．21

37。04

　0
19．51

24．06

29．51

pH：

　0
3，383．．

1．379

1．023

　0
3．473

1．19遵

0．723

6．OI

6．9

7．6

7。6

5．8

6．7

7．4

7．6
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聯泉

鎮1號泉

第6號　、泉

　0

30

100

210

　0

30

100

210

　0
30

100

210

　0
30

100

210

21．90

21．85

21。90

21．85

21．90

16．20

15．60

13．80

21」851

17．30

16．60

1520

21．90’

16190

15．90

14．00

21．85

17．30

16．80

15．30

100．00

73．97

71．23

63．01

100．00

79。18

75．97

69。57

100．00

77．17

72．60

63．93

100．00

79．18

76．89

70．02

　0
26．03

2。74

8，22・

　0
20．82

321

6．40

　0
22。83

14．571

8．67

　　0

20．82

2．29

6．82

附記t’はt時刻より次回のカメレオン液滴定時迄の経過時間を示す

2．採酌後72時間維過（密栓）せる槍水に就きて施行せる成績

　0
26。03．

28．77

36．99

　｝0

20．82．

24。03

30．43

　0
22．83

27．40

36．07

　　0

20．82

23．11

29．98

　0
4．363

1．573

0．954

　0
3。383

1．194

0．751

　　0←

3．750

1．390

0。925

　　0

3．383

1．142

0．737

6．1

7．0

7．移

7．6

6．4

6．7

7．5

7．6

5．5

6。4

7．5

7．6

6。4

7．5

7．6

7．6

旧 名

謙輔／

第囎｛

襟輔｛

　　　　　試験著手後1
　　　　　の経過時間1

⊂t）（分）

E202分解能力試験
臨盤（3
　　幽

　0
30

100

210

　0
30

100

210

　0
30

100

210

　0
30

100

210

　0
30

100

210．

22。00

22．00

21．70

22．00

21．92

ヒ時間後の
残存H202
量　　（a－x）

22．00

21，40

20．60

19．30

22．00

21．10

19。90

18。32

21．70

20．80

19．00

17．00

22．00

21．60

21．00

19．95

21．92

21．58

20．90

19．85

同左の％量

100．00

97．27

93．64

87．73

100．00

95．91

90．45

83．27

10爆00

95。82

87。56

78．34

100．00

98．18

95．45．

90．68

100．00

98．45

95．35

90．56

t’時間中に

分解ぜる
H202％量

t時間中に
分解ぜる
H20z％量

・1

2．731

3．63

5．91

　0
4．09

5．46

7．18

　0
4．18

8．26

9．22

　0
1．82

2．73

4．77

　、0

1．55

3．101

　　ヒ
生79 p

　0
2．73

6．36

12．27

　0
4．09

9．55

16．73

　・0

4．18

12．44

21．66

　0
1．82

4．55

9．32

　　0

1．55

4．65

9。44

一次反鷹
速：度恒敗
（K103）

　0
0．400

0．285

0270

　0
0．603

0．435

0．378

　　0

0．613

0．557

0．与05

　　0

0．263

0．202

0．202

　　0
0。227

0。207

0205

1

霜
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第舗lii鮒継i’．灘i；ii耀i；；1．

　前記県外作用の呈色反慮試験成績に於てはフェノールフタリン反慮中取キ・シダマゼ反慮は第1號泉

町：も強くして第2號泉，第q號泉，第3下墨及第4號泉の順序に僅に減弱し第5三三は最竜微弱な、

’リバーオキシダーゼ反慮はホルムアルドオキシム反慮と共に執れも72時間経過のものに於ても呈

色せりペンチヂン神慮は第1號泉及第3號泉最も著明にして第6馬蝉及第2號泉之に亜ぎ第4號泉

及第5號泉は最も微躬なりクレンケ反慮は第2號泉，第5號泉，第1壁泉，第3號泉及第6號泉の

順序にして第4號泉は最も徴弱早り又ベンチヂン還郷クレンケ反慮等の：Fσ’に和する反慮は比較的

短時間内に滑失しフ．ノー・レフ列ン反映，永ルムア・レドオキシム反購の恥・に旧する鷹は長

時間持績せり．

　次にII202融解能力試験に於て210分聞に於て分解せるH202の総鬼無を一括して表示すれば

i欠の如し一　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　㌦
、

第1號　泉
第．2號　泉

第3號　泉

第4號　泉
「第5．號　泉．

第6號　泉

操酌直後の検水（％）72時間経過後の桧水（％）

39．04

馳29」51

36。99

30．43

36。07

29．98

12．27

16．73

21．66．

9．32

9．44

13．58

同左差分（％）’

26．77

12．78

15．33

21．11

26．63

】6．40

　前表に示す如く採酌直後の楡水に就き・て施行せる成績に於では第1號泉は最も多量ρH、0。を分

譜第3坦々號泉第4搬郷號泉，第2嶽の順序唾減せ奴72醐（密栓）鶴後
の槍水に就きて施行せ・る成績に於ては第3號泉は第一位を占め1第2號泉，第6號泉，第1號泉，第

5町明，第4號泉の順序に遁減せり又一次反慮速度恒歎の成績も圖示の如く前記H202の分解量に

一致し其作用は搾れも試験著手後30分乃至100分時に予て最：も野饗なるを以て急激なる下降曲線

を示し爾後の210分野は極あて綾徐なる曲線を示せ層り，この成績を呈色反毛の成績と比較して考察

するにFσ’は比較的速に釧網媒作用を携帯するものの如く從って，断罪直後の検水め成績底Fσ●と’

Mn”の共同作用に依るものにしで72時間経過後の軍水の成績はM：ガ軍糧の御里作用に依るもめ

と．認め得べし依って其差分は：Fげ●のみによる鰯媒能力と認めて大過なかるべし

　墜ちFe”の作用は第1號泉及第5平泉は聖者殆ど相等しく最も彊烈にして第3號泉之に嗣ぎ第6

號泉，第3號泉と次第に遁減し第2號泉は第1號泉の2分の1以下の歎値：を示せり・

　以上の成績を看れば第ユ温泉より第5十三に至る5箇の源泉を合流せしめ密閉式によりて引湯せ

る第6號泉に於ける：Fe”の鯛媒作用は著しき酒面を示さざる帰一は斯種の鑛水の引湯には將來極め

て重視すべき顯なりと信ず．
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，

　　5．00

　　450

　　4ρ0

　　350
・1慧五〇σ

　　2．50
、1尺

躍Z．0σ

9
エ1．50

　　1．Dσ

　　O．50

　　　0

＼

＼　1甲　　　　’＞02甲

＼

210分

轍＿＼鞭一＼

1＞05甲　ハ妙6申

ゆ

〃04乙　戸》05乙　　ノVO　6乙

　　　　　　　　　　　コ甲は探酌直後，乙は探酌（72）時間経過後の成績を示す

　　　　　　　　　　　　　　4・浴槽中の高水の鰯媒作用に隔て

　前回の報告（1）に於て第6號泉を開放三態にて引湯するときは泉質に著しき攣化を及ぼすごとを某

族詰め内湯に就きて二二ぜり其1部を摘録すれば次の如し．

i遊離炭酸 Fe・・ 1・H（比色法22。）
エヒ電導度（18。）

　　　第　　6　　號　　　泉　　　　　　　0．2373　　　　　　　　0．006222　　　　　　　　　5．60　　　　　　　　0。001765

　　　某旅館内湯　　痕跡　　検出ゼす　　 7．70　　0．001440

　　
前回（1）試験せると同一浴槽に就き濾過前後の槍水に就き燭媒能力を試験したるに其成績次の如し，

　　　某族館内湯に就きて施行せる成績

202分　　解　　能　　力　試　　験

泉　　　　名 pH

II試験著手1後の輕過

條ﾔ（分ノ
@（t）

最初のH202．

ﾊ（a） （a－x）
1

クレソケ

ｽ　　確i

ホルムア

泣hオキ
~・ム反慮

伺　　　　　上
　　（濾過後）

7．70

7．70

　0

30

100

210

　0

30

100

210

17．70

17．70

17．70

17．10

16．70

16。30

17．70

17．20

16．80

16．40

100．00

96．61

94．35

92LO9

100．00

97．18

9壬．92

92．66

　0
3．39

2．26

2．26

　b
2．82

2。26

2．26

　0
3．39

5．65

7．91

　0
2．82

5．08

7．34

　　0痕　跡　微赤色
0．500

0．253

0．170

　　0痕　跡　微赤色
0．416

0．227

0．i58

鮒記某族館内湯の浴槽を午後5時27分に試験に著手せるものにして検水は著しく汚染ぜり荷ほ検水

　　　は流出口に於てはグレソケ反回微青色を呈し10分経過後には呈色ぜざる1：到れリ．



鑛泉の鰯媒作用に關する研．究て第4報） 13

　前表に示すが如く呈色反慮に於てはクレ’ンケ犀慮は痕跡にしてホルムアルドオキシム反慮は微赤

、色なるを以て浴槽内に於ける燭媒作用は主としてMn”に基因するものと認め得べく其程度はH，02，

分解能力試験成績より考察するに源泉（第6號泉）の約3分の1以下に減弱せるものと想像せら

る．　　　　　　　　　　　　　　　　1

ψ

本研究に封ずる囑託長谷部俊彦君の協力を謝す

1・．

q生試験所彙報

　　日本衛生イヒ學會誌

2．　・衛生試験所彙幸艮

　　日本衛生イヒ學會言志

3．　衛生試験所彙報

　　日本衛生化學會誌

　　　　　　女

第45號・昭和10年

猷

第7巻・＼第1號・昭和io年

第　58　號．　昭禾0　17　年

第：13巻・第6號・昭和16年
第　53　號．　旧雇禾0　15　年

昭和17年11月

第　12巻．　第1　號．　H召禾0　15　年

甲

あ

q　‘

、

、
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鑛泉の鯛媒作用に朝する研究（第5報）

　　　　人工温泉の鰯媒作用に就て其1

技師服部安藏

　　　　　　　　　　　　　　　　内　容　概　翫

　職時下に於て錨地療養至難の患者叉は天然温泉利用不可能なる大陸の職野に於ては人工澁泉とし

て卓越するものを得ば其の償難曲からざるべきを信じすごるを以てFe”及Mn”を夫々主禮とする2

種の天皇温泉に模しす詣る人工温泉を調製し其鯛媒作用機構を砺究の結果Fe’●を虫歯とゴる．ものは其

の作用速1こ溝滅するを以て之を人工調製して利用することは不可能なるもMn”を主要とするもの

は其の強談能力比較的強くして或程度の利用債値を認め得れり・

1．緒 言

1温泉の馨療的高山は其の所在地の季候，風土等の還境に依りて支配せらる玉ものにして軍に泉質

のみによりて左右せらる玉ものに至るも職時下に於ては蒋地療養至難の患者叉は大陸の職地に在り

て絶品に天然温泉の利用不可能の場合に於ては人工温泉にして其の作用卓越せるものを得るとせば

馨療上の債三三からざるべきを信じたるを以て本研究を企圖せるものなり・
　　　くユラ
　前回の報告に於て船原温泉恵比壽湯は輩純温泉に屡し楡水1kg中の固形成．彌量0・51499にして

：Fσ00．0066189，・Mn’○痕跡を含有し其鯛媒作用は主として：Fσ●に基因し比較的短時聞に減弱するを

、以て一次恵雨速度匿藪は念激なる下降曲線を示せり，又門川温泉はヨード，プロム及塵化土類含有苦

味性強食盛泉に幽し槍水1kg中の固形成分総量22．729にしてFσ・はα0004419及Mn”は0．

0088589を含有し其の燭媒作用は主としてMn”に基因し其の作用は安定にして時間の経過に件ぴ

て低下することなく或一定時間は却って上昇を示せり，今回叙王の目的貫徹のため從來の研究に於

て鯛媒作用の主膿と認めたるFダ叉はMバを含有せざるもの叉は並等を各軍凋に或は合併して添

加せる人工鑛泉を調製し其の鯛媒作用を回し稽興味ある成績を得たるを以て次に之を報告す．

●

2．人工船原温泉に樹する試験成績

　供試人工般原温泉は営該温泉の盤類表に基き各盤類11中の含量に從ひ秤量せP但し珪酸は計算：量

の珪酸ソーダを朋ひ・Ca（HCO3）2及Mg（HCO3）2は夫々Ca　CO3：及MgCOsを使用し痕跡量

のMn・・は炭酸マンガンとして内水1kgに封し0．01　mgを添加せり，之等の盤類に蒸溜水を加へて

11となし約10分聞CO・．樋入し炭酸三重炭藤瞳し％る後N・・．CO・溶液にてpHa4とな
し之を窒素瓦斯氣流中にて10分間煮沸し此際不溶性物質を析出する時は速に之を分別し更にpH6・4・

に補正し之に就き試験せり．
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　：Fσ●及Mが軍猫の燭媒能力は既に第ユ報に於て報告せるところなるも之が爾地の盤類と共存せ

る場合の作用を検せんが爲め人工船原温泉の外に夫れより：Fゼ及．M：ぬ・・を共に映除せるもの及Fσ・・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、．戊はMバを夫々鞍に蝕回せるものを調製レ之旧きて試験勧・．　、

検水種別

人工船原温泉

／

入工船原温泉
中Mn●吸Fe”
を引出ゼるも
の

人工船原温泉
中Mn●●を訣
古せるもφ

＿泉／

試験著手
後の経過
時間（分）

　（t）

　0
30

60

120

180

240

　0
30

60

120

180

240

　0’

30

60

120

180

240

　0

30

60

120

180

240

　0

30

60

120

180

240

E202分解能力試瞼
最初のH2
02：量（a）

20．18

21．24

21．24

20．63・

23．65

↑時間後の

残存H202
量（a－x）

20ユ8

19．92

19．8与

19．78

〕9。74

19．61

2ユ．24

20。95

20．86

20．75

20．70

20．70

2124

20．95

20．86

20．76

20．67

20．67

20。63

20．36

20。18

20．09

20，00

20．00

23．65

21．68

20．26

17．84

］6．96

16．00

同左の％：量

100．00

98．72

98。36

98，01

97．82

97．17．

100．00

98．63

98．21

97．69』

97．46

100．00

98．63

98．21

97．75

97．32

100．00

98．69

97．82

97．38

96．95

100．00

91．67

85．67

75．43

71．71

67．65

t’時間申に

分解ぜる
正【202％量

　0
129

0．35

0．35

0．19

0．65

　0
1．37

0．42

0．52・

0．23

　0
1．37

0．42

0．46

0．43

　0
1．31

0．87

0．44

0．43

　　0

8．33

6。00

10．24

3．72

4．06

t時間中に
分解せる
E202％量

1一沐ｽ磨
速度恒数
（K1031

　0
1。291

1．64

1．99

2．18

2．83

　0
1．37

L79

2．31

2．54

　O
L37

1．79

2．25

2．68

　0
1。31

2．18

2．62

3．05

　　0

8．33

14．33

24．57

28．29

32．35

　　0
．0．190

0．120

0．078

0。052

0．052

　　0
0．197

0。130

0．083

0．061

　　0

0．197

0．130

0．082

0．065

　　0

0．190

0．158

0。096

0。075

　　0

1。223

19120

1．020

0．8021

0．790

pH

6．0

6．1

6．1

6．2

613

・6．3

6．3

6．3

「6．3

6．3

6．4

6．4

6．2

6．3

6．4

6．4

6．4

6．4

6．0

6．1

62
6．3

6．4

6．4

6．1

6．2

6．2

6．2

6．含

6．4

附記t’はt時刻より次回のカメレオン液滴定時迄の趣過時間を示す．
o

●

1
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．ノ

@こ　　　　　3．人工門川温泉に封ずる試験成績
　　　　　　　　　　　　　ノ
　　．前翻原温泉燃けると同一方激働て調製し地CO購激てpH　75≒なし之に就き試

　　’験せり．

ノ

検水種別

人工門川温泉

人工門川濫泉
中Mn“及F6●●

．を訣除ゼるも
の

試験著手

後の経過
時間（分）

　〔t〕

人工門川温泉

霞編峡

人工門川温泉
中Fe鴨を角丸除

ぜるもの

● 、

　0

30

60

120

180

240

300

360

　0
30

60

120

180

240

300

360

　0
30

60

120

180

240

300

360

　0
　30

60

120

．ユ80

240

300

360

E2・02分解能力試騙
最初の琉
02量（a）

i・8溺

／

18．48

19．04

19．04

t時間後の
残存H202
量a－x）

18．85

17．45

16。10

13．81．

11．20

9．40

7．84

6．47

18．48

18。01

17。57

16．85

16．10

15．弓01

14，72

14．20

19．04

18．01

16．60

14．40

12．43

10．80

　9．64

　8．74

19．04

17．64

16．33

13．95

11．93

10．20

　8。83

　7．33

同左の％量

100．00

92957

85．41

73．26

59．41

49．87

41．59

．34．32

100．00

97．46

95．08

91。18

87．12

83．33

79．65

76．84

100．00

94．59

87．18

75．63

65．28

ξ56．72

49．08

45。90

ioO．00

92．65

85．77

73．27

　62．66

53，57

46．38

38♂50

t’時間中に

分解ぜる
H202％、：量

　0
7．43

7．16

12。15

13．85

9．54

8．28

7．27

　0
2。54

2．38

3。90’

4．06

3，79

3．68

2・8薦

　　0

5．41

7．41

11．55

10．35

8．56

7．64

3．18

　　0

7．35．

6．88

12．50

10．61

9．09

　7．19

　7．88

t時間中に
分解せる
H202％・量

一次週鷹
速度恒数
くK103）

　0
7．43

14．59

26．74

40．59

50．13

58．41

65。68

　　0

2．54

4．92

8．82

12．88

16．67

20。35

23．16、

　　0

5．41

12．82

24，37

34．72

43．28

50．92

54．10

　　0
　　　〆7．35

14．23

26．73

37．34

46．43

53．。62

61。50

　　0
1・112

，1。123

1．127

1．250

1。254

ユ．266

1．286

　　0
0．373

0．367

0．334

0．333

0．330・

0．329

0．318

　　0
0．807

0．993

1．011

1．029

1．026

1．O12’

0．939

　　0
1．106

1．111

1．126

1。128

1．130

　1．140

　1．173

・pH

7．4

7．5

7．6

7．8

7；9

8．0

8．2

8．5

7．4

7．6

7．7

プ．7

7。8

7．8

7．9’

7．9

7．5

7．6

7．7

7．9．

7．9

8，0

8．3

8．5

7．5

7．・8

7．8

、7．9

8．0

8。1

8．3

8．5

、
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　　・一　●．鯨の麟綱噸脇聯（第5報）
・’

Pり

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、1
　　　　　　　　　・’・・．582・銘．・・α・・’・．　・　・　乳・
　　　　　　　　　30　．　　　　　　　　　　　　19．72　　　　　91。38　　　　　8．62　　　　　8．62　　　　1．305　　　　　7。0

　　　　　　　　　60　　　　　　　　　　　　　　17．83　　　　　82．58　　　　　8．80　　　　　17．42　　　　　1．378’　　　　　7．0

　　　　　　　　　120　　　　　　　　　　　　　　14．18　　　　　65．71　　　　16．87　　　　34．29　　　　1．520　　　　　7．0

早川．醜． Q． @　11：ll　ll：1嵩1駕欝：霧器．；：ポ

　　　　　　　　300　　　　　　　　　　　　　　4．44　　　　　20．57　　　　1G．01　．　　79．43　　　　2290　　　　　7．3．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’1
　　　　　　　　360　　　2融’12鈴　8・騒　87・質　2・532．7あ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．001　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　715　　　　　　　　　420　　　　　　　　　　　　　　　　1．17　　　　　　5。42　　　　　6．81　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　94．58

　　　　　　　　　　　　、　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　一一

　　　　　　　　　　　　　4・試験成績に陣する考察　　．．、

し騨作用噸㈱間①．申織る恥の興黒羽ρ如

検 刻 め 種 別

人工、’
D原温泉！

人工鯨畠中物’汲Fe”嶽二十もの

試験時間
くt）（分）

24Q

180

塒間中・分脇H蝉奄

「2．83

2．54

pH：
、身・．

r

6．4』

6．4
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エ8 服 部

　　人工船原温泉中Mn．．を昧除ぜるもの

　　人工船原温泉中Fe．．’を訣除ゼるもの

・　　天　然　船　原　温　泉

　　人工門川温泉．
　　人工門川温泉中耳n●’及Fe’●を敏せる’もの

　　人工門川溜泉中Mn●●を訣際ぜるもの

　　人工門川温泉中Fe”を駅除也るもの

　　天然門川温泉

180

180

240

・360

360

360

360

360

2．54

3．05

32。35

65。68

23．16

54．10

61．50

87．77

6．4

6。4

　6．4

・1 V．5

　7．5

　7．5

　7．5

　7．5

　　　　前表中人工船原濫泉の成績を看るに240分時間中に分解せる過酸化水素の総％量は2，83％にして

　　　天然温泉の32・35％に比すれば10分の1にも達せす特にムエn●’及Fσ●の添加による著しき作用を

　　　詔むる能はす恐らく斯種の鑛泉の鯛媒作用の主膿たる：Fσ’の作用は旧聞的に清滅するものと思考し

　　得べし．

　　　　次に人工門川温泉に在りては360分間に65．68器のH，02を分解し同時間中に於て天然温泉の分

　　・解せるHρ2緬量の87．77％に封し約74．83％に達する良好なる成績を示せり，但し本成績中興味

　　　ある鮎はMnl’：及Fビ不含のものに返ても相當著しき作用を示し之に槍水1kg申Fe（HCO3）2と

　　　して0・0014059（：Fσ●としで0・0004419）添加のものに於ても前記穴工船原温泉の場合と異り著し

　　　く強き・鯛媒作用を未し叉検水1kg申Mn（HCO3），とし℃0ρ28539（Mn’．として0・0088589）添

　　　加のものは更に著しき作用を示したるを以て虚者の綜合作用に於ては各面猫のイ’オンの作用より考

　　　ふれば天然温泉に近き強烈なる燭媒作用を示すべき理なるも叙上の如き成績を示したるは第1報に

　　　於て報告せるが如く鐵叉はマンガン化合艦を夫々飼猫の全山として試験せる揚合と異り各種の盤類

　　　との共存に於ては水溶液のpHと共に慶類相互間の誌面なる關係にま夢て影響せらるるものと認め

　　　得べく之に關しては次報に於て詳述すべし．

文

1．　　衛生試験所彙報　　　　第　58　易虎，　昭禾「1　17　年

　　日本衛生化學會誌　第13巻．第6暁。昭和16年

　　　臓召非n　17　年　12　月

、
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鑛泉¢）鯛媒作角に回する研究（第6報）
　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、

　　　　人工温泉の鯛媒作用に就て其2

技師，服部安藏
も

内　容　概　説

　墨壷温泉の燭媒機構を醗究の結果從來鯛媒作用の主禮と認めれるFε”及Mn　O’以外にMg．●及

Ca●’は特に重炭酸盛としてアルカリ性溶液に於ては意外に強烈．なる鯛媒能力を有することを験知ぜ

り．この事實は土類泉に封ずる從來の認識を根本的に是印するの必要あると同時に人工温泉調製要

素として極めて重観すべきを痛感ゼし甥こり・　　　　　　　・

1．緒「 言

　塵壷温泉の鯛媒作用は極めて彊烈にして：Fσ’による作用の沿滅後に於ても或一定の張度を持綾し

この作用ば保存によリアルカリ性を増すに從ぴ次第に増大し一旦極限：に達したる後徐々に減退せりし

依つでこの原因を追究の結果轡型燭媒作用泉の主艦と認めたるFσ’及Mn”以外にMg’●及（冶　．

も埋骨き燭媒能力を有し殊に其重炭酸盤はアル‡り性（pH　9・0附璋）溶液に於ては驚く8き張き燭・

媒能力を有することを認めたり．

　次に人工塵壼濫泉の鯛媒能力を槍したるに：Fσ’の作用は到底天然温泉に及ばざるもMg●●及Cバの

作用は顯著且つ安定にして之を炭酸ソーダアルカリ性（約pH　9・0）とせぱ驚くべき彊烈なる鯛媒

能力を磯即するを以てこの事實は向後臨床實験的確誰と相侯ちて從來の土類泉に劃する認識是正の

必要生すべく叉人工鰯媒作用泉の調製要素として重覗すべきを痛感せり．無試験経過次の如し．’

・2．試験成績
　塵壺濫泉は長野縣輕井澤町字長倉2148番地に在り自然湧出泉にレて24’時間に於ける湧出量は

1166h1にして源泉温度は34を示し泉源にて採回せる鍍水は無色澄萌にして微に1絨味を：有し微弱ア

ルカリ性反慮を呈す其pH値は峯18。に於て7．05（比色法）を示し比電導度は18。に重て0．

002215なり分析の結果アルカリ泉に屡す其の成績次の如し．　　　　　　　　　　　　　　　　　　’

　本鑛水1k9中に含有する成分飾罫分量

　t！f　オ　．ン　表

　　　カ　チ　　ナ　　y

　　カ　　リ　ウ　ム　K・

　　ナトリウムNa・
　　アムモ呂ウムNH4・

　　カルチウムCa・●

　　マグネシウムMg●’

　　9

0．0242

0．2880

0，0006

0．05259

0．0415

イオン濃度％

　　1．69

　　20．11

　　0．04

　　3．67

　　2。90

ミ，バル

0．6201

12．52

0．03333

2．626

3．412

’

ミリ・バル％

　　3．17

　63．87

　　0．17

　13．40

　17．41

〆

、
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、

　　’一　第　．　1　　　鐵’Fσ．　　　0．008163　　　　　　　0．57　・　　　　　　02924　　　　　　　　1．49

　　　ア・レミニウ・Ar・’・沿・・87　　・m　　・．・963　　．・．49

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　計　　　19・69　　100・00
　　　　’ア　ニ　オ　ン

　　　ク　　ロ　　一　　ル　　C1’　　　　　0．1880　　　　　　　　　13．12　　　　　　　　　5．302　　　　　　　　　27．05

　　　硫　．　　　　　　　酸　　SO’ノ凄　　　　　0．1617　　　　　　　　　　11．28　　　　　　　　　　3．366　　　　　　　　　　　17・17

　　　ヒ．ドロ．炭酸HCO3’　0・6670　　　46。56　　ク」0．93　　　　55．78
　　　　　言ヤ　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．433　　　　　　　　　　、100．00　　　　　　　　　　19。60　　　　　　　　　　　100．00

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ミ　”　モ　ル　．

　　　棚　酸　（メタ）　H802　0．0024　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0。05477

　　　珪酸⊂メタ）H2SiO30。1426　　　　　　　　　　　1．826
　　　　通　　　　　　言セ　　　　　　　　　　　　　1．57β　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．881

　　　遊　　離　　炭　　酸　　CO2　　　　　0．05748　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．306

　　　　合　　　　　計’　　　　　　　　　　1。635　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．187

　　　以上言成の分量に基き算定するに本鑛水は其ρ集成に於て11セ9．中次の盤類を含有する溶液に概略

　　相當す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　9
　　　．クロールカリ．ウ＼ム　K：Cl　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O．g463

　　　ク・一ルナト．可ウムN・q　　　　　　　　　　　O・2717

　　　甕転瞬1げ盤馬　　　　　1：器．．噂
　　　グロールアムモニウム　NH4C1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．001783

　　　重炭酸カル砂ム〔C・（HCO・⊇・〕　　　　　　　　、9．2128
　　　重i炭酸マグネシウム　　〔Mg（HCO3：）2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（不2495

　　　重炭酸亜酸化鐡　〔Fe（HCO3）2〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．026

　　　燐酸アルミニウム　　〔A12（HPO4）3〕　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0．005496

　　　棚1　酸HBO・・　　　　儲　　　　0・0024
　　　珪　　　　　　　　酸．II2Sio3　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0壁0工426

誉・．．遊離言擁・窃　　　　1：ll弘　　・
　　　　　、萢　　　　　言十　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1．635

：1繊水団き探酌直後蹄栓叉は開栓の搬時間経過敏回せ・鰯三二謝鰍の如し

　　　　　　　　　、　．

　　　　　●

、

、 、



v．η t

■． m　．

ノ

鑛泉の鰯媒作用1こ關する薪究（第6報） 21

覧

検水種別
麟最初め
間、し分H202量
　（t）　　（a）

塵壷温泉探酌直
後のもの
　　（無色澄明）

　　　　　　　r

鵬離鯉

朧水一
議講：｝

同上検水を9日：
問密栓

二幅翻
【

臓嚢顯

の
r徴に白色沈塗．
析出）

同上検水を21日
間密栓’．
（但し開栓計4回
せるもの）
（徴しこ白色沈窒

析出）

H202分解能力試験

0

30

6σ

120

180

240

300

360

　0
30

60

17．70

t時間後の
残存h202
：量（a－x）

17。70

14．30

12．97

10．66

9．04

8．29

7．10

6。50

同苗％：量

100．00

80．80

73．28

60．34

51．07

46．84

40．11

t’時間中に

分解せる
H202％量

t時間中に
分解ぜる
H202％量

0

19，20

7．52

12．94

9．27

4．23

6．73

3．39

　　0

6．85

8．58

10．83

7．71

4．39

　0
8．47

691

11．81

6．72

7。83

　　0

1

0

19．20

26．72

39．66

48．93

53．16

59．89

63．28

　0

一次反鷹
速度恒敬
（K：103）

　　0

3」090

2、250

1．．835

1．621

1．373

1，322

1．．208

　0
1．235

1210

1．100

1。000

0る920

　0

グレ’ンケ

120

180

240

　0
30

60

120

180

240

　0

30

60

120

180

240

　0

30

60

120

180

240

0

30’

60

120

180

240

21．90

21．85

2L62．

21．28

21．45

21．90

20．40

18．52

16．15

14。46

13。50

21。85

20．00

18．49

15．91

14．44

12．73

21．62

19．00

1728

14．17

11．70

10．33

21．28

19．00

1720

14．06

11．76

9．97

21．45

19．46

17．75

14．77

12．76

11．05

36。72

100。00

93．15

84．57

73。74

66．03

61。64

100．00

91。53

84．62

72．81

66．．09

58．26

100．00

87．88

79．93

65．54

54．12

4ア．78

100．00

8929

80．83

66．07

55．26

46．85，

100．00

90．72

82．75

68．86

59．49

51．52

12．12

7．95

14．39

11．42

6．34

　0
10．71

8．46

14，76

．10．81

8。41

　　0
9．Σ号8

7．97

13．89

9．37

7．97

6．85

15．43

2626

33．97

38．36

　　0

8．47

15．38

27。19

33．91

4174

　　0

12．12

20．07

34．46

45．88

5222
0

10．71

19．17

33。93

44，74

53。15

　0
9．28

17．25

31．14

40L51

48．48

反．　慮

1283

1．210

1ユ50

1000

0」978

　　0

1．870

1．625

1531

1．480

1。420

　0
1．636

1．540

1。500

1．430

1．400

　　0

1．408

1．370

L350

1．252

1．2σ0

淡藍色
同　上

pH

微藍色’

痕　　跡

呈色也す．

呈色ぜす

7．05

7。1

7。1

7．1

7。2

8．2

雪

1

〆
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服 部

．．ﾋ壷温泉を援酌
後27日間密栓
貯藏ぜるもの
　　し無色澄明）

同上槍．水を14日

間蜜栓

二三！
（微こ白色沈塗
壁田〕

盤壷温泉を探酌
後10日間密栓
貯藏後目栓の儘
3．日間放置ぜる
もの（微に白色
沈’壁析出）

同上槍水を開栓
の儘13目問放
1置ぜるもの（少
量の白色沈塗析
出）

勘・．

　　　著量の白色沈糎
　　　析出〉

　　0
’

　30
　60
　120

　180

　240

　　0

　30
　60
　120

　180

　240

　　0

　30
　60
　120

　180

　240

　　0

　30
　60
　120

、180

　240

　　0

　「3σ

　60
　120

　180

　240

　．0

　30
　60
　120

　180

　2裏0

21．65

2L58

21．52

21．12

2L40

21．30

21．65

20．48

，19．54

18．09

1．7．01

16．74

21．58

19．46

17．88

15．30

12。92

11。00

21．52

19．20

1．7．35

14。20

11．80

　9。93

21．12

19．29

17．68

15．26

13．29

12．37．

21．40

19．75

17。70

14．98

12．89

11．03

21．30

18．97

17．．26

14．27

11．81

10．26

100．00

9歪．60

90．25

83．56

」78，57

77．32

100．00

90．18

82。85

70．90

59．87

50．97

100．00

89．22

80．62

65．99

54．83

46．14

100．00

9L34

83．71

7セ．26

62．93

58．57

100．00

92．29

82．71

70、00

60．23

51．54

100．00

89．06

81．03

6ア．00

55．45

48．17．

　　0

δ。40

4．35

6。69

4．99

1．25

　　0

9．82

7．33

11．95．

11．03

8．90

　　0

10．78

8．60

14．63

11．16

8．69

　　0

8。66

7．63

1L46

9．32

4，36

　　0

7．71

9。58

12．71

9．77

8．69

　　0

10．94

8．03

14。03

11．55

7．28

　　0

5．40

9．75

16。44

21，43’

22．68

　　0

9．82

17．15

29．10

40．13

49．03

　　0

10．ア8

19．38

34。01

45．17

53。86

　　0．

8．66

16．29．

27．75

37．07

41．43・

　　0

7．71

17。29

30．00

39．77

48．46

　　0

10。94

18。97

33．00

44．55

51．83

　　0

0．802

0．745

0。651

0．582

0．465

　　0

1．440

1．360

1．244

1237

L219

　　0

1．650

1。560

1．50壬

1．450

1．400

　　0

1．313

1．288

1．175

1．120

0。968

　　0

1。493

1．372

i289

1．222

1．200

　　0

1．680

1．523

1。450

1。425

1．322．

呈色ぜす 7．2

7．5

8．5

7．5

8．2

8。8．

附　記　ガはt時刻より次回のカメレオン液滴定時迄の経過時間を示す・

・1前表の成績を看るに採酌直後の瞼水に在りては著明にクレンヶ反面を呈し且つH202分解作用張烈

なる．を以て其の鰯媒作用はFe”によること明瞭なるも採酌後180分経過せるものはクレンク・反鷹

陰門示し館著しき囎能力を示し且つ採酌後5日聞密栓購しクレン叛避く陰性の塗永に



、
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於ても彊き燭媒能力を示し之を試瞼の都度開栓するのみにして其他の場合は総て密栓して保存した．ド

るに時闇の経過に件ぴ徐々に其の作用を増大し採酌後9日経過時に於ては最高た達し其後次第にア

ルカリ性を増すに件ひ其の作用徐々に減退を示せり叉採一三27日闇1回も十一ナること無く密栓

歌態にて保存せる槍水はpH　72にして二二能力比較的弱きも之を室氣と撹和の後再び栓塞して14

日闇保存せるものはpH　7．5となり著しく其の作用を増大し之をNa2CO。溶液にてP：H8．5となすと’

きは更に其の作用を増大せり叉採酌後密栓保存の槍水を一三の儘自由に室氣に接平せしむれば次第

に白色の沈軍を析出しこれ亦アルカリ性の増大と共に著しく其の燭媒能力を槽進せり・

　以上の成績を綜合して考ふるにFビの意志能力は比較的短時心内に溝失するを以て泉質次第にア

ルかり性に攣移するに從ぴ比較的著しき鰐媒能力を賦締するもの．はFσ．以外の物質に因るものと思

考せざるべからすこ．　　　　　　　　　’　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　今槍水1kgを開放容器中に容れ1週聞放置するとぎは淡褐色を精び回る白色沈壁を析出す依っ

て之を濾肌辞したるd・1は殆ど完杢蹴降しC・●醗量の郷・％・Mぎ’は同じく輝吻．

を示せりこの事實に徴すれば：Fe’．以外に鯛媒作用に關卜するもめはMg”及C認’に回るやの感を

懐かしめたるを以てCa●．及Mg’．の炭酸塵及重炭酸塵の水溶液を調製し其の鰯媒能力を検したるに

次の成績を示せり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　亀．．

．検水種別

CaCO3溶液
　（調製直後）

’熱｝

試験著手後

経過時間
　（分）
　（t）

　0
30

60

120

180

240

　0
30

60

120

180

240

　0
30

60

120

180

240

H202　　分、　解　　能　　力　　試　　験

最初の
H202量
　（a）

t時間後の
残存廿202
量（a．一x）

21。35

21。50

31・30

21．35

21．35

21．28

20．90

20・70

20．58

21。50

21．50

21．50

21．25

20．90

20。75

’21．30

19．42

18．90

17．40

17．10

16．25

同左％量：

　100．00

　，100．00

　99。67

　97．89

　97．00

　96．39

　100．00

　100．00

　100．00

　98．84

　97．21

　96．51

’　100．00

　91．17

　88．73

　81．69

　80．28

　76．29

t’時間中に

分解ぜる
H202％量

　0
　0
0。33

1．78

0．89

0．61

　0
　0
　0
1。16

1「B63

0。70

　0
8。83

2．44

7．04

1．41

3．99

t時間中に
分解ゼる
H：2壱％量

　　0

　　0

0．33

2．11

3．00

3．61

　　0

　　0

　　0

1．16

2，79

3．49

　0
8．83

11．27

18，31

19．72

23．71

一次反鷹
速度．恒数

rKIO3）

　　0

　　0
0．025

．0．078

0．074

0．1066

　　0

　　0

　　0

0。042

0．068

0．064

　　0

1．490

0．865

0．731

0．530

0。490

1PH　1

7．3

7．1

9．8

以上
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、
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　　　　　　　覧

　0、

30

60

120

180

240

2L40 21．40

19．72

18．85

17．39

17．00

16．24．

100．00

92．14

88．08

81．26

79．43

75．88

　0
7．86

4。06

6．82

1．83

3．55

　　0
　7。86

11．92

18．74

20．57

亀24。13

　　0

1．520

0．920

0．751

0．550

0．500

9．8

以上

　以上の成績に依れば炭酸カルチウム溶液は共鰐媒作用極めて微弱なるも炭酸マグネシウム溶液は

強きア彫カリ性を示し梢強烈なる鯛媒能力を示せり．

．次に塵壼温泉に於けると同量の重炭酸マグネシウムを含有する溶液及重炭酸カルチウムを含有す

る溶液を夫々計算量の炭酸マグネシウム． y炭酸カルチウムに淡酸ガスを通入して調製し下等を夫々

軍猫に或は爾者の混液の燭媒能力を甘したるに次の成績を示せり．

検水種別
試験著手後． H202分解能力試．．験
経過時間：最：層初の　t時間後の
響［H・£・、量嚢薦：，o・

L・欝鯉／

　　（HCO3）2昌0．24
　　959含有

し

同上
10％N誌2CO3溶
液にてpH6．7と
す

同上
（pH：7．3と》ザ）

洞上
（p正18．2とす）

〔

ノ

～

　0

．30

60

120

180

240

　0
30

60

120

180

240

　0

30

60

120

180

240』

　0

30

60

120

180

240

21．62

21．70

21．60

21。50

21．62

21．55

21．40

20．50

18．45

‘15．70

21．70

21。10

20．22

18．10

14．72

11．03

21．60．

20．84

19．82

14．00

7．20

4，00

21．δ0

19．40

15．50

9。88’

5．10

2．08

同左％量：

100．00

99．68

98．98

94．82

85．34

72．62

100．00

972生

93．18

83．41

67．83．

50．83

100．00

96．48

91．76

64．81

33．33

ユ8．δ2

10α00

90．23

72．09

45。95

23．72

　9β7

t’時間中に

分解ゼる
H202％量
　　0

0。32

0．70

4．16

9。48

12．72

　　0

2．76

4．06

9．77

15．58

17．00

　　0

3．52

4，72

26．95

31．48

↓4・81

　　0

9．77

18．14

26．14

22．23

14．05

t時間中に一i突反癒
分解ぜる速度恒数
H202％量　（K103）

　　0

0．32

1．02

5．18

14。66

27．3S

　　O

2。76

6．82

16．59

32．17

49．17

　　0

3．52

8．24

35．19

66。67

81．43

　．0

9．77

27．91

54．05

76．28

90．33

　　0

0．050

0．075

0．191

0．382

0．579

　　0

0。407

0．512

0．657

0．937

1．225

　．O

O．520

0．623

1．570

2．651

3．051

　　0

1．487

2．368

2．813

3．480

4．225

pH

5．4

6．7

73

8．2



．「 @　　　、． ．　　　　　　　、

跳。、す⊃

Ca（HCO，》溶液

　　（調製直後）

綴水1kg中Ga．
（HCO3）2　＝0。21

279含有

同上
10％Nム2CO3溶1

液にてPH6．3と
す

同上
曳pH7。Gと寸）
　　h

同上
（pH9・3と㌧ず）

覧

ゼ

灘混璽！

鵬喪。，c。、．il

饗　o
戟l

　　0

　30．．

　60

120・

180．

2⑳
　　ρ

　30

60

120

180

240

　　0

　30

　60

120

18Q

240

　　0

　30

60

P120

180

240

　　0

30

臼0

120

180

240

　　0

30

6Q

120

180

240

　　0

30

60

120．

180

240
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21．30

21．62

21．60

21．40

21．32

21。50．

21．60

21。30

17．04

12．00

　2．02

　1．30

0．40

21．62

21．60

21．50

21．20

20」87

20．23

21．60’

21。40

21．10

20．02

18．88

17．13

21．40

21．07・

20．67

19．14

15．53

11．57

21．32

18．60

15。38

10．79

7．01

6．54

21．50

21．40

21．10

20．12

17．98

13．68

21．60

21．10

19．．90

1：7．20

13．75

1ユ．70

100．00

80．00

56．34

　　9。48

　　6．10

　　1．87

100．00

99．91

99．益4

98．06

臼6。53

93．57

100．00

99．07

97．69

92．69

87。41

79．31

100．00

98．46

96．59

89．44

72．57．

54．07

100．00

86。77

72．14

50．61

32．88

30．68

100．00

99．53

98．14

9窪．58

83．63

63，63

100．00

97．69

92．13

79．63

63．66

54．17

　　　　0

20．00

23。66

46．86

　3．38

　4．23

　　　　0

　0．09

　0．47

　1．38

　　1．53

　2．96

　　　　0

　0．93

　1．38

　5．00

　5．28

　8，10

　　　　0

　1．54

　1．87

　7．15

16。87

18．50

　　　　0

1323

1｛．63

21．53

17．73

　2．20

　　　　0

　0．47

1139

　4．56

　9。95

20．00

　　　0

　2．31

　5．56

12．5G

‘15．97

　9．49

’　　　　」

　　　　0

20．00

43．66

90．52

93．90．

98．13

　　　0

．0．09

　0．56

　1．94

　3．47

　6．43．

　　　0

0．9＄

　2、31

　7．31

12．59

20．69

　　　0

　1．54

　3．41

10．56

27．43

45．93

　　　0

13．23

27。86

49．39

67．12
　　　ダ

69．32

　　　0．

0．47

　1。86

6．42

手6・37

、a6・37

　　　0

2．31

7．87

20．37

36．34

45・83

，、

　　　　　0

　　3．22δ

　　4．150

　　5．105

　　66747

　　7．192

　　　　　0

　　0．．013

　　0．043

　　0．072

　　0．085

　　0．120

　　　　　0

　　0，137

　　0．170
　　　ノ

　　0．242

　　0，325

　　0．420

　　　　　0

　　0．222．

　　0250

　　0．405

　　0．772

1ヤ』

@1．112

　　　　　0

　　2．053

　　2．36δ．

　　2．465

　　2．68ポ

　　2．852

　　　　　0

　　0．066

　　0，135．

　　024ρ

　　0．430

　　0．860

　　　　　0

　　0．340

　　0．5b3

　　0．825

　　1．．090

　　1．110 ｝

25

、

9．0

5．．1

6．3

7．0

9．3

5．8

　　「

7．0

，．　℃

‘’． D1
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26 服 部

同上
（pH9・0とす）

　0

30

60

120

180

240

21．50 21．50

20．34

19．22

ユ9。00

12。30

9．20

100．00

94．60

89．40

88．37

57。21

42。79

　0
5．40

5。20

1．03

31．16

14．42

　0
5．40

10。60

11．63

42．79

57．21

　0
0．800

0。812

0。828

1．347

1。536

9．0

　前記成績を看るに重炭酸マグネシウム及重炭酸カルチウムは共に炭酸々性に於ては共の濁媒能力

微弱なるも中性に近づくに從ひ次第に其の作用を塘大しアルカリ性に於ては極めて強烈なる能力を

腰揮し其の作用は総て時闇の経過に俘ぴて次第に増大し所謂反慮速度恒藪に於て上昇曲線を示せり

又マグネシウム盤とカルチウム盤との作用を比較するにマグネシウム盤はカルチウム璽の約2倍の

強度を有するものの如し更に鞭壼温泉に於けると同量の重炭酸マグネシウム及重炭酸カルチウムを

含有する混液の鯛媒作用を看るに各軍猫の能力と大差無き．ことを認めたり。

　次に人工盤壼温泉を調製し同時に夫等の人工濫泉中二Fe”を含有せざるものに就き試験し次の成績

を得たり．

検水種別

ト馨．手覆i

経過時間．

　⊂分）

　（t）

1

、

人工騒盗温泉
調製直後のもの
　稗白濁し其の
　濾液は1時間
　後禍色沈璽析
　田

同上論水を密栓！

して24時間保存
厄．るもの

　赤褐色沈壁及
　浮游物を著量
　析田其の濾液
　は殆と無色澄
　明

同上検水を密栓
して48時間保存
ゼるもの
赤褐色沈壷析
　掛濾液は殆と
　無色澄明

H202分解能ガ試験

　0

30

60　，

120

180

240

　0

30

60

ユ20

180

240

　0

30

60

120

180

240

最初の
H：202量
　（a）

21．70

21。75

21．70

t時聞後の
残存H202
量（a－x）

21．70

20．50

19．50

18．20

16．69

13．76

21。75

20．10

18．20
の

15．09

11。81

　8．81

21。70

20．15，

18．42

14．62

11．80

　8．25

同：左％量

100ρ0

94．47

89．86

83．87

76．87

63．41

100．00

92。41

83．68

69．38

54．29

40．51

100．00

92．86

84．88

67．37

54．38

38．02

tノ時間中1こt時間中1．こ

分解せる分解ゼる
H202％蜀H202％量

　σ
5．53

4．61

5．99

7．00

13．46

　0
7．59

8．73

14．30

15．09

13．78

　　0

7．14

7．98

17。51

12．99

16．36

継0
　5．53

　10．14

　16。13

　23。13

　36．59

　　0、

　7．59

　16．32

　30．62

　45。71

　59．49

　　0
　7．14

　15．12

　32．63

　45．62

　61．98

一次反巌
速度恒数
（K103）

　　　0

60．823

　0．㌘73

　0．636

　0。635

　・0．825

　　　0

　1．133

　1．290

　1．325

　1．472

　1。635

　　　0

　1．073

　1．187

　1．429

　1．470

　1．750

グレ’yケ

反　　癒l
　　　　I

pH

藍．・　色

淡藍色

微藍色
痕　　跡

呈色ぜす

．微藍色

痕　　跡

呈色ゼす

呈色ゼす

6．1

6．3

7．1
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人置塵壷温泉．
調製直後のもの
　直ちに褐色沈
　堂析出

同上検水を密栓
して24時間保存
ゼ、るもの

肌色沈董析禺

Fe’．不含の人工

店舗明・ P

同上検水を密栓
して24時間保存
ぜるもの
　（無色澄明）

同上検水を密栓
して48時間保存
ぜるもの
‘（無色澄明）

鶴法網
　溶液1＝P正17・0＜

　とす
　（無色澄明）

　0

30

60

120

180・

240

　0

30

60

120

180

240

　0
30

60

120

180

240

　0
β0

60

120

180

240．

　0・

ε0

60

120

180

240

　0
30

60

12q

180

240「

21．55

21．50

21．98

21．70

21．60

21．60

’21。55

19．22

17．78

16．20

13．52

，10．80

21‘D50

20．03

18．42

15．22

12．44

9．64

21．98

21．52

21．10　』

19．00

16．80

14．00

21．70

21．10

19．15

16．40

13．80

　9．40

21。60

20．50

18．97

15．90

13，00

　8．91

21．60

19．99

18．48

15．51

12．34

『8．79

100．00

88。26

82．51

75．17・

62．74

50．12

100．00’

93．16

85．67

70．79

57．86

44．84

100．00

97．91

96。00

86．44

76．43

63169．

100．00

97．24

88．25

75．58

63．59

43．32

100．00

94．91

87．82

73．61

60．19

41．25

10000

92．55

85．56

71．81

57．13

40．69

　　0

11．74

5，75

7．34

12．43

12．62

　　0

6．84

7。49

14．88

12．93

13．02

　　0

．2．09

1．91

9．56

10．01

12．74

　「0
ヨ．76

　8．99

12．67

．i1．99

20．27

　　0
　5．09

　7．09

14．21

13．42

18．94

　　Q・

　7．45

　6．95

13．79

14．68

16。44

　0
14・74

17．49

24．83

37．26

49．88

　　0

6．84

14．33

2921

42．14

55．16

　　0

2．09

4．00

13．56・

23．57

36．31

　　0’

2．76

11．75

24．42

36．41

56．68

　　0

5．09

12．18

26．39

39．81

58。75

　　0
　7．45

14．44

28．19

42．87

59．31

　0
1．659

1。390

1．033

1．125

1．250

　　0

1．025

1。120

1．250

1．320

1．452

　　0

0．307

0．295

0．527

0．648

0．816

　　0

0．407

0．901

LO14

1．092

1．514

　　0

0．757

0．942

1．110

1．225

1．600

　　0
1．125’

1．128

1。200

1．350

1．628

微藍色
痕　　跡

呈色興す

呈色せす

7．0

7へ．

6．0

6．3

6．8

7．0、

．」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，
　前記成績を看るに人工塵壼温泉中炭酸酸性『（pH　6・1）のものは調製後約．1時間はクレンケ反慮を

呈しFe・・不含のものにしてpH　6つの人工温泉に比し約2倍の能力を示Pクレング反慮滑滅後の作

用は藤壷殆ど同一なるを以て：Fげ・の燭媒作用は極めて短時間に沿失し其作用も天然温泉に比して著．

しく劣ることを認めたり叉含二人工温泉を密栓レて24時聞保存すればpH　6・3となり：Fσ．は極め1

て僅に残存するに止り大部分の燭媒能力は重炭酸マグネシウム及重炭酸カルチウム．によるるのと認
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．められたり更に之を48時藺保存するときは．pH　7．1となり：Fe●．の作用、は全く沿滅しMg”及Cグに

よる燭媒能力は相當彊きことを認めたり．

　人工盛壷温泉を炭酸ソーダ溶液にて天然温泉と同一水素イオン濃度たるpH：7．0となすときは薗

に褐色沈窒を析出しクレンケ反慮は30舟以内に殆ど浩失ぜり從って最初の30分以内に於ける鰯媒

作用はFσ●によるものにして其後のものは專らMg”及Cゾによるものと認め得べく事實本泉を

24時間密栓保存し：FeO’清滅せる槍水はpH　7．0に於ける鐵不転の人工塵壺飛泉の作用と殆ど同様の

．燭媒能力を示せり，又天然温泉は：Fゼの有無に關せす時闘の経過に俘ぴ其の作用を減弱するを以て

反感速度恒数は下降曲線を示したるも人工温泉は之に反し時間の経過に伴ぴ鯛媒能力を壌堕するを

．以て上昇曲線を示ぜり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　3．総　　　　　括

　前記試験成績に就き之を総括して考察を云ふれば次の如し．

1．塵壺温泉は強き鯛媒能力を有し採血直後の新鮮蒔には：Fe・・の關諒すること明瞭なるも其の沿滅
レ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

後に於ても相當画き作用を示し審議盛時聞の経過に伴ひアルカリ性を増すに從ぴ漸次出山能力を増

大し極限（探酌後密栓保存9日）に達したる後再び減退を示ぜの．

21盤壼温泉の検水を貯藏中化玉池化を生起して沈塗を析出する成分は：Fσ’以外にカルチウム及マ

グネシ季ウ塵の存することを験知レたるを以て試にカルチウム及マグネシウムの炭酸六六重炭酸盤

の流玉能力を検したるに炭酸カルチウムは極めて微弱なるも炭酸マグネシウムは梢強．き作用を示せ

’り叉重炭酸マグネシウム及重炭酸カルチウムは共に炭酸酸性溶液に煽ては其の作用微弱なるも中性

に近づくに從ひ彊度を増しアルカリ性に於ては極めて亡き金壷能力を示せり．

3．重炭酸マグネシウムと重炭酸カルチウムとの品玉能力の強さを比較するにマグネシウム盤はカ

ルチウム盤の約2倍の強度を有する竜のの如し而して爾者の動画の作用は各電猫の能力と大差無き

ごとを認めたり．

4．人工盤面温泉と天然温泉との燭媒作用を比較するに人工温泉のFσ・の作用は天然温泉に比し

著しく劣弱にして直に沿滅せり叉人工温泉のMg（HCO，），及Ca（HCO、）2による作用は比較酌顯著

且つ安定にしてよく長時間の保存に堪へため，筒ほ爾者の鰯媒作用に於て著しく異る鮎は天然温泉の

反回速度恒激は時間の経過に件ひ減弱するを以て下降曲線を示したるも人工温泉は時間の経過に件

ひ増大し上昇曲線を示せり．

5・前述の如くCa（HCO3）2及M9（HCO3）2を主成分とする土類泉特にアルカリ性土類泉は彊き

燭媒能力を有し其の作用の比較的安定なる事實は：家庭を馨療上に転用するた際し極めて重覗すべき

貼にマて更に之に制する臨床的研究と相侯ちて從來泉質上比較的輕醸せられたる土類泉に野する認

識を是齢し更に人工温泉の構成要素として利用することは極めて肝要なりと信ずるものなり．，

　　　本實験に航し助手山崎英子君の助力を謝す　　　　・　、

　　　　昭和17年12月
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　　　　　　　　　鉱泉の鯛媒作用に關する研究（第7報）’．・

　　　　　　　　　　　　　鳥取縣下温泉の鰯媒作用に就て

　　　　　　　　　　　技蛎服部安藏　技手武．田義道

　　　　　　　　　　　二手藤井清次拗手柴　明雄　　8

　　　　　　　　　　　　　　　　　1．緒　　　　　言　　　　　　　　　　　　　　　’・

　i嚢きに鳥取縣温泉観光組合の依頼に依り同下下の温泉に就き臨地試瞼：施行中のと！ころ昨年を以て

一一其の試験の完了を見たるを以て其の鰻媒作用試験成績を一r回し次に之を輯告す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．検水に話する概計

　三水は纏て直：接源泉に於て探酌せる新鮮鑛水に就き前報に於て報告ぜξと同一1：方法に依りて施行．

せるものにして其の泉台源泉位鵬泉質，泉温水素イオン濃度（pH），ラドン含量及直接麟

作用に關係するFσ’，蜘1’，Mg（HCO。）2　Ca（HCO、）2の含量を一括表示すれば次の如し．

番　號

、泉　　　名 源泉位置　　泉　　質

@　　［

・泉

ｷ
　ラドン　　検　水1kg中．の　含　：量　　．

吹u蟹…論い蛭1M・・H咽伍・晦

1

2

3

4

5・

6

「7

8

9

10

鍵二階1；；；1：i篶

同　　　　　　上
（i新濫泉　　　同市東品治村17同　　’　上・34．57．10

　ホテルの湯）

同・長鋤・一298構鑛芒隔1…

同，高認・赫277の・簑馨藷旛…1…

膿蒙騨綱鷺1：：：：1：：：：l

l’ F鍵盤駕無芯：：：1；：1：1

0．79

2。26

1。01

1．27

0。93

1。70

0．54

6．30

5．47

　　　　
0．000988　　　　　　－

o．QOO224，　0。00033

0。002403　　　　　－

0．qσ4816　　　　　』

0．0019290．000109

0．006224　0。00044

0．0002240．000264　』

　　　　
　　　1・

‘｝．000761　　　　＿

0．001308　　　　　　－

0．000168　　　　　　一

OgOO6898

0．006176

　0．1106

　0．2668

0．06631

0．03699

・0．1357

　0．0552

　0．2939

　0．1399

’0．6581

0．5635

0．3883

0．6291．

o・窄414

0，101δ

0．3672

0．1644
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o

11

12

13 P同

14

15

i6

17

’　　18

’

19

20

21

22

23．

’24

25

26

27

28

29

30

31

32

’33

34

35

伺　　　　．　上、同郡同村大字申奥
｝　（忠成の湯）i寺青木438

淫　津　温　泉同調淺津村題字上

（湖上の

蜷湯ｳ・
關

同

国

（北澤の睡り

金　温　、泉
　（上の湯）

　　　　上
　（縮の湯）

朝　温　泉
　　⊂岩湯つ

　　　　上
⊂外谷365の湯⊃

同　　　　　1上

目4の3

同郡矢逡村大字關
金1229

同郡同村同大字關
金1231

同郡三朝村大字三
朝字雫畑943

同郡里村同大字圏
谷　365

同蔀同村同．大字学

（天然巖窟の湯）下河原302

同　　　　上国郡同村同大字字
　（療養所源泉）i寧畑93P　’

同．　　　　上面郡同村同大字
　　　（花の湯）　　　　　　’851

　　　　　上1同郡同村大字下上面

同（白狼のｹ職村脚田
　（第4號源泉）摩土手下174の2

同　　　　　上同寸同村同大字梁

同麟の繧P74の2
（山団匠共同．

　　　　浴揚、
吉　岡　温　泉
　　（長者の湯）

同　　　　　　上

製郡同村同字梁瀬
　　　　　　144

氣高郡吉岡村大字
吉岡西上町660

同郡同大字東下町
（下湯）［143

濱　村　温　泉同郡同正面村大字
　　（清鈴の湯）．勝見字輻田尻642

同

国

同

同

　（なぎさの湯）

同　　　　　　上
　　　（鷹の湯）

勝　見　温　泉
　　　（鷺の湯）

皆　生　溢　泉
（第1號源泉井）

同　　　　　　上
　　（松壽の湯）

　　　上
（姫の湯）

　　　上
（濱の湯）

　　　上
（鈴の湯⊃

　　　上

目郡同村大字濱村
字海老田62

同都同村大字軍馬
五反田50の9

同期同村同大字同
字51の1

同郡同村同大字同
字　　　　　55の2

同説同村同大字同
宇46の1

　ア　

同門同村字勝見26

西伯郡輻生村大字
皆生1750の85

同風同村同大字
　　　　1759の1

同

同

同

上

上

上

軍純濫泉

同 上

弱食盛泉

軍純濫．泉

アルカリ泉

弱食塵泉

アルカリ最

弱食盤．泉

同

国

同

上

上

上

輩純温泉

同 上

食餌含有石膏
性苦味泉

弱食塵泉

同

同

同

同

上

上

46．5

6δ．0

6．90．　6．27

7。20

64．0．7．10

48．3、 7．50

47．0．7。50

64。0．6．80

53．6

76。0

72．0

7．10

620

6。60

69．06。75．

。。。。2241。。。。33

5．76・　0．00104．

3．9810。00107

31．12 0．00012

33．030．006305・

34．500．000167

15．05

42．88

130．45．

l

i
i
［

0000537

0．000305

0．000292

ユ11．86．0．000168i

55．06．1012938．0．000168．0．00011

0．01725

0．04667

．0．8696

0．2239．　　　0．1531

0．00315

0．004206

0．01445

0．02102

0。02418

0．01419

0．02778

0．05667

0．05375

0，1046

0．1099

0．2001

0．1099

0，1158

0．08049　　　0．03959

53ρ・6・7029，8倒0ρ002240．00044■0・1318

58．56．30　　37，39

58．0

55．0

41．5

6．20185．67

7．55，　2．32

7．45．　2。12

40．5　7．30
　　1

　　1

69．07．30

上§2．α7．30

上

石麿性苦味泉

鯉化土類含有
苦味性食馳泉

軍純温泉

66．0

58．0

83．5

35．7

33．57

29．32

0。000168　0．00033

0．000224．0．00033

0．000905

0，000467

0．000833．

0。000168：0．00022

6．32．0．0002240．000066

6。14

16．12

7．30．　6．16

7．50．

7．35

1 7．98

0．000168　0．00011

0．00028

0．boO224，

　1
1．3910．000312

0．000551

8。50　　2．320．000364
　1　　　　．1

0．00022

0．00011

0．000218

0．1078：

02399

　　　　0．047531　　　0．1569

0．001883　　　0．07839

0．001354

0，09573

0．02021

0．06898

0．07778．　　　0．1743

0．05543

0．07646

0‘1147

0。06204

0．01049

0。008858

0．08883．

0．01211

0．06698

0．1977’
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3・試　験　　成　績

　　　　　　　　　ロ前記鑛水35種に就き採酌直後に施行せる燭媒作用試験成績次の如し．

番

號

1

2

3

4

5

泉 名

園　井　温　泉、
　（岩井541の湯）

同．’　　　　上
　　（御井憩の湯）

鳥　取　温　泉
　　　（一の湯）

同
（薪温泉ホテ

同

　上　ノ

　　　1
ルの湯）

　　　上
（長生の湯）

r
l

試験
著手
後の
経過
時間
（分）

くt）

H202分解能力試験
最初の

H202

：量ぐa）
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　　　（3）　前表中ゼはt時刻より次回のカメレナソ液滴定時迄の経過時間を呈す・
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／

／

　　　　’　　・　　　　　　　4．試験成績に封ずる考察．

　前記鰯媒作用の成績より試料時間（t）中に於て分解せるH、02の総％量と燭野作1用に直接關附

する槍水中のMn●●及：Fe．’の含量を4種の呈色反慮と共に紹括表罫すれば次の如し．

番

付

、

泉

σ

名 泉　　質 PH
Mn●●叉は『e”

（1kg申のg量⊃

・僕轟繍』離糊・25

・吋梶Cの誘L上・・σ

・鳥取i．端鵡畢辮真・…

・堅新温泉編1薯攣蠣…

・同 i長生嚇鋸顛舗…5

；1、慧認1難灘・；：：：

・束碧鵬誘1二食齢…

’9同 i遊仙の誘繋駕㈱・…

i5同㈱瀞　上腿
・・6三朝 |！弱，鰹泉・…

・1：捻翻黙1：：1：

1g兼ｯ～一蕊i弱鰹泉q60

Fe・・

Mn・・

Fe・・

Mロ・・

Fe・・

Mh・・

Fe・・

Mロ・・

Fe・ノ

Mn・・

Fe・・

Mn・・

Fe・・

Mn・・

Fe・・

Mn鱒

Fa・・

Mn・・

Fe・・

Mn・・

Fe・’

Mn・・

Fe’．

Mn・・

Fe・・

Mn・・

Fげ・

Mn鱒

Fe●・

．M貝・・

Fe・・

Mn・・

Fe輔
Mn・・

Fe●●

Mn・・

Fe・・

Mrユ・・

0．000988

0．000224
0．00033

0．002402

0．004816

0。001929
0。000109

0．000224
0．00044

0．000224
0．000264

0．00076

0．001308

0．000168

0．000224
0．00033

0．00104．

0．00107

0．00012

0．00035

0．000167

0．000537

0．000305

0．000292

試　験
時　間

（分）

　（t）

t時間・

中に分
解回る
H202
総％量

呈　　色　　反　　癒

フエノρ

ルフタリ

ン曲解

240、

240

．240

240

240

240

240

180

240

240．

240．

240

240

180

240

2窪0

　1
：：／

　1

180堰D

。。81・呈鮒

。、，1｝器勢至

・5・9・践色噸

1；：：ll灘

：藩欝

・蠣璽
：：：：鵜羅

3．881D呈色ぜす

　　II同　上
2．921D呈色ぜす

。、3｝鰻

1：鴛鞭麗1

2．33D呈色ゼす

。、。1鰍

1．10D呈色ゼす
　　ll同　上、

ホルムア

ルドオキ

yム反磨

呈色せす

極微赤色

呈色ぜす

呈色せす

極微赤色

極微赤色

極微赤色

呈色せす

呈色ゼす

呈色ぜす

極微赤色

呈色ぜす

呈色苞す

呈色せす

呈色せす

呈色ぜす

呈色ゼず

呈色せす

呈色ぜす

べγチヂ

ン煙死

グレンケ

舌早

呈色せす

呈色d：す

呈色ぜす

極微藍色

呈色d：す

呈色冠す

呈色せす

呈色せす

1痕　跡

極微藍色

痕　　跡

微　　藍

痕　　跡

極微藍色

極徴藍色

趣微藍色

呈色せす趣微藍色

呈色ゼす極微藍色

艶せす灘色

　　　1

呈色ゼす極微藍色

1麗帳台

呈色せす．痕　　跡

艶ゼ]跡
呈色ぜす痕　　　　　　跡

呈色拝す痕　　跡

呈解すm痕　跡
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20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

32

33

3毎

35

同（花嚇…　腺

同（雌の訪弱世代
同　　　　　　上
　　　　　　　同　　　　　上
　（第4號源泉）

同、簾の湯～・　上

㌦晦共嚇・　上

吉＆謡講鞭温泉

同　（下訪鞭温泉
濱　村　温　泉食下含有石膏
　　（清鈴の湯）性苦味泉

同（川蝉弱鯉泉
同　　　　　　上
　　　　　　　同　　　　　上　　　（濱の湯）

同・i鋤蕩1同　上
田　　　　　　上
　　　　　　　同　　　　　上　⊂なぎさの湯）

同　　　　　　上
　　　　　　　同　　　　　上　　　（鷹の湯）i

勝　見　　　（轟誘三三棘

皆生温泉璽化土類含有
（第1號源泉井）苦味性食盛泉

同（松壽紙雛泉

蕪ii

：：：：縢i

7．56

7．45

7．45

7。30

7．30

7．30

7．05

7．30

7。40

735

8．50

￥1：：

悪1：：

￥1：：

￥1：：

聖：：

￥1：：

聖1

奮
Mロ・・｝。。．．

醜：

　エユ　1。。．．

lMぼ’

。．q。。、681

。。。。、議

0．00011

0．000224
0．00044

ヌ．000168

。1δ1謙

0．00033

0・000905

0．000467

0。000833

0．000168
0．00022

G．000224
0．000066

0000168
0．00011

0．000028
0．00022

0．000224

0．000551
0．00011

0，000312
0．000218・

0．000364

120

30

240

240

180

240

180

240

30

180

240

120

60

240

240

2崔0

・：：：；il灘

副D艶響
　　1同　　　　　　上

1．09

6．46

0．54

0．54

0．86

艶也ずし鱒

呈色ぜず

一時赤色

極微赤色

D呈色せす
1同　　上

D呈色ゼす
1同’　上

P極微紅色
：1　　　　－

D極撒紅色
1　　　　－

D極微紅色
il　－

11　－

il　－

1痕　　跡1　跡
ll雛絶ト

1同　　　上1

極微赤色

呈色ぜす

呈色ぜす

呈色せす

二面赤色

極微赤色

極微赤色

2．12P微紅色’

0．531D極微紅色

3．8gD呈色ぜす

26．3rD痕

極徹赤色

呈色ゼす

呈色ぜす

　　　　　　　痕　　跡

5．25⊃呈解す1呈解す
　　　　　　［

呈色ぜす

呈色旧す

呈色ぜず

呈色ぜす

呈色ぜず

呈色ぜす

呈色せす

呈色せす

呈色ゼす
　　　：1！

呈色せす

三色せす

呈．色鷲す

呈色ゼす

呈色ぜす

痕　　跡

痕　　跡

緻敷藍色

極微藍色

極微藍色

極微藍色

極微藍色

極徴藍色

痕　　跡

亟微藍色

痕　　跡

1極微藍色

極微藍色

極微藍色

痕　　跡

呈鮒燕ｭ跡

　前記試験成績に就きて考察するに其の鯛媒作用はFσ●のみによるものと：Fe●’とMn’．の共同作

、用によるものとの2種に大別し得べく其の強度は：Fe”量又はFσ●とMn●’の紹量に略比例し

：Fσ・輩猫の丁合は多少の例外あるも概して検水1kg中井0．31D9以上を含有するものは比較的旧

き燭媒能力を示し其の作用は既述の如く採酌直後に於て最強にして醜聞の経過に俘ぴて速に減弱す

るを以てK：103値曲線は下降を示せり叉MかとFげ’との共存液に於てはこれ亦多少の例外ある
も’

TしてMn・6として楡水1kg中約03　mg以上含有のものはMn？’め特性に基く比較的強き能力

を畿早し其の作用は時間の経過k件ぴて次第に増大するを以てK103値曲線は上昇を示し野水1kg

中Mn”門下α2　mg以下の如き耀に於ては其機能微弱にして上昇曲線を示さす・

　以上の成績中隅．媒作用：Fe．’叉はMn’●含量に一i致せざる除外例中にはpHによる著しき影響を

認め得べし印ちMn・・とFe’●を含有する第6號泉（pH　675，　Fe”0，000224，Mn”0・00044）第7號泉

（pE　7．35，　Fe・．0．1）00224，　Mh－0．000264）は共に240分間に於ける：H、02分解総量前者は：26・09後

者は26．88にして強き・能力を未すも第24三三（pH　62∩，・：Fσ！0℃00224，　Mp’●0・00033）は240分

聞に於けるH20，分解総量僅に0．57に・過ぎざるが如きは一見矛盾の観を呈するもこの事實は從來
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ち
の實験成績帥ち鯛媒作用はpH　620の如き酸性に於ては微弱にしてpH　6・75｝pH　735の如き・中性

に近きか又はアルカリ性に於て彊烈となることによりて説明し得べくこの黙はFσ’輩猫の揚合に

於ても同様にして第35號泉（pH　8．50，：Fσ’0．000364）は240分間に於けるH：202分解総量5．25

を示し其の約倍量のFσ●を含有する第8號泉（pH　7。0，：Fσ●0．00076）．は240分聞に於けるH、02

分解紹量1．03を示せる例に於ても前記MnO’の場合と同様にpHによる影響として説明し得べく
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ更に個々の成績を孜細に襯察すればpHによる著しき影響を認め得べし．

　家に鱗媒作用とラドンの關係を看るに第19號泉及第24號泉の如きは本那温泉申屈指の強き放

射能作泉なるにも拘はらす鯛媒作用に全く影響無き瓢より考察するにラドンは鯛媒作用に全く無關

係なるものと認め得べし．

5．線 括幽

　前記成績を纏括すれば次の如し．

　1．鳥取縣下の温泉35箇に就き其燭媒作用を試験の結果其の作用は：Fσ’箪濁又は：Fe．’及Mn・

の共同作用によるものにして其の作用を概括するに多少の例外あるも：Fe●．の揚合は槍水1kg申約．

0．3mg以上を含有すうものは其の作用比較的強烈にして其のK101値曲線は．下降を示しMn’●及

：Fσ・の共同作用の揚合はMn’．として検水1kg中約0．3　n〕9以上を含有するものはMn●．の特性

に基く比較的強き薄絹能力を磯挿しK：103値曲線は上昇を示すも検水1kg中M穿’量約0・2　mg

以下に於ては其の作用微弱にして上昇曲線を示さざることを認めたり．

　2．前記除外例申鰯媒作用Fe”：及Mn鴨の含量に二致せざるものはpHによりて著しく影響せ

らるることを認めたり．

　3．ラドンの存在は鯛媒作用に全く無關係なることを認めたり・

以上の實験幽し興に於て画の便宜襖へられたる鳥取縣麟生課の中林技師米田及乾爾技

手に謝意を表す．

　　　　昭和18年1月30日

、
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コルク代用栓の性能試験に關する報告

技師服部安藏
ノ

囑託　鹿間嘉久三

内　　容　　概　　観

　本報告はアベマキ，杉材，水松及高梁等を原料とぜるコル〃代用栓の藥用栓としての性能を試験

ぜるものにして其成績に徴すればアベマキ製品の約32％は水剤用栓として稽使用に堪ゆべきも開

栓の際崩捜し易き等の訣黙を有し荷ぽ改良の余地多音を思はしめれり又杉材及水松製品は共に密栓

釈態不良にして殆と使用に堪えす高梁製品は水郵用栓として不適なるも固龍用栓として債値あるこ

とを認めれり

商工賓総務局主催の不足物資會議の席上コルク代用栓を藥用栓として使用したる揚合の性能に關

し試験方委囑せられたるを以て日本コルク工業組合聯合會，1商工省工藝指導所及大阪工業試験所よ

り邊付に係る供試品に就き試験を施行し次の成績を得たるを以て之を報告す．

1．供 試 品

供試品の種別及其の参考事項次の如し．

　1－28號　日本コルク工業組合聯合會提供品厚さ7分狸6分のアベマキ生堅搾壕栓

　29號　商工省工藝指導所提供品厚さ7分径7分　杉材バラフイン虞理

　30號同上 厚さ7分径7分水松材パラフィン塵理

　31號同・上　厚さ7分径7分水松材パラフ・fン及流動パラフィン塵理
　32－37號　大阪工業試験所提供品厚さ7．分径7分　高梁製品

2．試　験 方　法

（1）耐水及耐藥品性能試験

　．A　蒸溜水及酷酸に封ナる試駐
　　　　　　　　　　　　　　　　ロ
　　最初簡軍なる豫試験を行ぴ之に合格せるものに就き本試瞼を施行せり其の方法次の如し．

　　（甲）豫　　試　　験

　　　内容約6D　ccの硝子壕に著色せる蒸溜水及局方酪酸を夫々50　cc宛容れ可桧栓を用ひて密

　　栓し之を白紙上に倒置し1書夜間放置し内容液の滲出朕態を襯察せり

　　（乙）本　　試　　験

　　　内容約600ceの硝子屡に著色せる蒸溜水及局方酷酸各500　ceを容れ硫酸紙を介して可槍

　　栓を用ぴて密栓し之を白紙上に1箇月聞倒置し内容液の滲出状態を検し同時に開栓の際栓抜

　　器を用ぴて壕栓の崩壌状態を楡せり
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　：B　アルカリ一三アルコールに封ずる試験

　　内容約60ccの硝子壕に局方アルコール又は1％苛性カリ液を夫々50　cc宛容れ可楡栓を

　用ひ・て密栓し之を1週闇倒置して内容液の滲出状態及壕栓の侵蝕歌態を観察せり

（2）煮沸試験
　　　　　　●
　水剤用栓を沸湯中にて2－3分聞及30分間夫々加熱し溶出航の有無及崩壊朕態を観察せり・

（3）防濃力試駐‘

　高梁製栓は試験の結果水剤用栓として到底使用に堪へざることを認め元るを以て専ら固骨豊用栓

として使用したる際に於ける無漏力を検せり其方法上の如し．

　内容約60ccの硝子屡に碁石形苛性カリ10箇を投じ可検栓にて密栓し水分の吸牧による苛性

カリの潮解及液化の程度を襯回せり．

3．試　験　成　績

前記試験法に基きて施行せる成績次の如し．

（1）耐水一三藥品性能試験

’

試ゴゴ

験

番

號

1

2

3

4・

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

．15．

16

蒸溜水及酷酸に封ずる試験

豫　　試　　験

蒸溜水　　酷　二

一と異駅
なし

同　　上

異歌なし

同　　上

戸　　上

田　　上．

同　　上

同　　上

　徽に滲．欝

　す

殆ど異歌
なし

同　　上

同　　上

異状なし

』同　　上

髭　　上

同　　上

椥こ滲串

伺　　上
　　，
異歌なし

同　　上

州　　上

同　　上

同　　上

徴に滲田で

同　　上

同　　上

同　　上

同　　上

異状なし

同　　」＝

同　　上

目　　上

本　　試　　験

蒸溜水靴工

殆ど印画
なし

滲出す

異歌なし

同　　上

戸　　上

同　　上

同　　上

野蝕す

滲出す

同　　上
殆ど異朕
なし
異欺なし

滲出す
同　　」二．

同　　上

異歌㌃し

同　　上

滲出す
異歌なし

同　　上

異釈なし

滲臼：iす

同　　回

内　　上

1％力可

液の試験

アルコールの

試 験

　　　　接艦面乾燥後白
著しく侵i・色となり著明に
蝕・芭ちる　パラフィンを溶

　　　　田す

同

同

同

同

同

同

一同

同

同

同

同

同

上

上

上

上

上

上

上

上

上

、上

上

上

同上著名

同　　上

同　　上

同

調

同

同

同

同

同

同

同

工

同

同

断

同

同

上

上

上

上

上

上

上．

上

上

．上

上

上

上

上

上

煮沸試験

獅栓（蒸溜水）

1．ク月後の

朕　　　　態

2－3分にてバラi
・イソを溶附i栓抜可能なる
30分にて脆荊とiも下4a崩壊す
なる

同

同

同

同

同

同、

同

同

同

同

．同，

同

語

同

．同

上

上

一上

上

上

上

上

上

開栓の際崩壊
し栓抜不能

’（1）に同じ

同　　　　上

同　　　　上

同　　　　上

同　　　　上

（2⊃に同じ

同　　　　上

上門　　上
．上1同．　　上

上（1）に同じ

上　同　　　　上

上　同　　　上

上　同　　　　上

上　同　　　　上
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17

18

19

20

21

22

23

24

25

26

27

28

29

30

31

コル
クi封

照品

僅徽に滲
學す

冶ど異歌
なし

同　上
同　上
玉　上

向上
同　上

生なし

同　上．

同　上
同　上
同　上

同　上

穿微鰺出齢酸蝕

微1こ滲出u謎璽侵

異訣なし’

僅微1こ滲出
す

殆ど異朕な．
し

同　上
同　上
同　上
同　上
同　上

二品なし

同．

同　上
同　上
聞　上

微に滲出す．

微に滲毘し

　　I
Iゼらる

著しく滲出i

漏話ごし

滲出．す

同．

同　上

国　上
国　上
同　上
殆ど異般な
し

同　上
同　一
同　上
滲．出．す

同　上

異朕なし

　＿⊂1）に同’じ

同　上同　上’

同　上同，E僅微
同　上（1⊃に同じ

同．　上同　上
同　上同’上
更　上同上著明

響異馳同．上

同　上（1⊃に同じ

同　上同上著明

同．　上同　上
滲．出す H。姦

　　庖隆劉
　　滲出．し液僅
　　微に青攣し
　　接面面鼠色

　　同　上’

蝋なし隼微鳶色

接鯛油平燥後白

色となり著．明に

パラフィンを溶
出す

同

同

訓．
同　．

同

同

日

．同．

同

同

同

面乾燥後白ト同

　　同

　　同

．上

上

上

上

‡

上

上

上．

上

半

上

上

’上．

上

異厭なし

2－3分にてパラ
フィンを溶萬す
30分にて脆蕩と
なる

岡

同

同

同

同

仁

同1

同・

同

．同『

同、

同

同

同．

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

上

国歌なし

（2）に同じ．

同　　上

．同　　上
（1）1．こ同じ

同　　上
同　　上
（．2⊃1こ同じ

（1）唄じ．

同．　上
上　．E
同　　上
（2）に同じ　’

騨可騨竣

同．　上

目　　上

口　 上「

（2）防引力試験

1 2 3 4 5 6 7

　32　　　表面漁潤す　表面滋潤す　微に潮解す　一部液化す　一部液化す・液化稽著明　液化稽著明

　33　　　微に瀬解す　同　　　上　一部液化す　液化稽著明　同　　　上　液化著明完全に液化す

　34’　同　上巳　上顎　上、液化稻著明同　上同　上殆ど液化す
　35　同　上呂　上同　上等　上同　上同　上同　上
　36　表面滉潤す同　上微1認朝解す微に潮解す同　上同　上液化著明・
　37　同　上国．　上同　上一部液化す同　上液化稽著明液化稽著明
…獺品鰻化・・蕎騨微に漏魏讐1こ翻響に癖騨微に潮、同　上・　上

　　　　　　　　4・試験成績に勤する考察

前記高高績高き之を骸するにアベマキ螺高高麟撃墜局方懸翻至高合1朔
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・’ ﾔ倒置するも滲出せざるものは供試品28種中3號，4號，6號，7號，．13號，24號，25號，

　26號，27號の9種にして総激の32．14％に過ぎす之等の合格品と錐も1％カリ滴液によりては

　郵照のコルク栓に比し著しく侵蝕せられアルコールによりて執れれもパラフィンを溶出し其のアル

　コール接鰯面は乾燥後白色を呈し叉熱湯中に数分間加熱するにバラフ・fン1を溶出し更に30分間以

　上加熱を織績するときは脆弱となりこの脆弱化は蒸溜水を充し1ヶ月間経過のものに於ても殆ど加

　熱の揚合と同様栓抜器を用ひて開栓不可能にして之等の代用栓はコルク栓に比し著しき鉄窯を有す

　ることを認めたり然れ共今後状態の攣化によりては前記9種の合格品の如きは水剤用栓として之が

　使用もやむを得ざるに到るべきもパラフ・fンを使用せるを以てアルコール及エーテル等の溶剤用栓

　としては使用不能なり又水剤用栓として使用のものに於ても開栓の都度新品と交換の必要を生すべ

　きを以て著しく不経濟たるを冤れす三等の三三は主としてパラフィンρ使用に蹄因すべきを以て之

　が使用を膿止し更に凝結剖の研究を必要と信ず伺ほ其後に入手せるパラフィンを使用せす樹脂劃を

　用ひたる2，3の製品に就き槍するに其質堅硬に過ぎ密栓欲態梢不良の鋏窯あるも其他の條件は極

　めて良好なるを以てこの鉄鮎に改善を施せば或は良品を得べきに非るやを思峠しめたり，．　　’

　　伺ほ29號の杉材製品拉30及31號水松材製品ば密栓状態不良にして使用に堪へす．

　　次に32號一37號の高梁製品は：固骨豊用栓として極めて適當にして就中36號及37號製品の如き

　はコルク栓と殆ど遜色なき良好なる成績を示せり．、

　　　　昭和17年g月

9
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綿類似繊維試1瞼成績報告

附衛生綿代用品試験成績

技師服部安心　蝿託鹿間嘉久藏

　昭和16年1月28日付資第70號及同年2月21日付資第70號の2を以て，厚生省衛生

学資材課長より綿類似繊維に樹し，日本藥局方規定の精製脱脂綿及脱脂綿の各條項試験を施した為

揚合，其の適否に卜し調査方照會あり％り，依って之に就き試験を施行したるに・次の成績を得た

るを以て之を報告す．

1．．供試材料
供試材料は衛生局資材課より糊付に係る次記Q5種なり．

　（1）スフを原料とせる製品

　（2）　カポック製品

　（3）　桑皮を原料とせる製品

　　　　　　（以上1月28日付邊付品）

　（4）　スフ屑繊維を原料とぜる製品

　（5）ベンベルグ絹綿の短繊維を原料とせる製品

　　　　　　（以上2月21’日付邊二品）

　　　　　　　　　　　　　　2．試　験　方　法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼
　前記供試品に封しデ昭和15年6月7日付再製脱脂綿試験成績報告に於けると同一方法に依り．

日本藥局方品としての適否試験を施行し，術参考として其の比重を測定し，叉脂肪及水溶性エキス

を定量せり．其の方法次の如し．

　1比重　供試品2心39をピクノメーター中に秤取しクロロホルムを用ぴ常法に從ぴて測定せり．

　2脂肪　供試品約109に就き，ソクスレツト浸出器にてエーテルを用ひ，常法に從ぴて定量せ

　　り．

　3水溶性エキス　米國藥局方（第11版）精製脱脂綿の條項中に規定の方法に從ひて施行せり．
　　　　　　　　’
　芭口ち…欠の如し．

　供試品109を沸騰蒸溜水200ec中に投入し，5分聞沸騰を持績したる後歴搾濾過し，．更に冷

蒸溜水50ccを用ひ．，硝子棒にて刺突しつつ10分間浸出したる後歴搾濾過し，この操作を・2回

反復して得たる浸出液を蒸磯乾澗し，淺渣を10ぴに於て恒量を得るに至る迄乾燥し，秤量せり．
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3．試　験　成　績

前記試験方法に基きて施行せる成績次の如し．

番

號

（1）

⊂2）

（3）

（の

（5）

種　　別 外回

　　　　1
スフを原料殆と純
曇る製品　白色

カボツグ製箒片白
品　　　　庖

比重

蚕

1瞬一
熱湯浸液iこ封」ずる試験

1．4661中性
子押
韻す

；口出

せす

石茨

検隣
ぜ・す

還元性
不純物

制限－外

（19秒）

同
（6秒）

吸水試験

i．1194

整羅…讐友白・・52・6

　　　　　殆と純！

糠舘と麟1
ベンベル列
絹糸の矩繊殆と純1．6151
維を原料と白色
贈る製品

同一ヒ

同上

スフの屑縮色1・1、欄阯

同上 同上 同上

讐嘉1縣

槍出槍出
ぜす ゼす

検出
ゼす

浸潤迄
の時間

8秒

沈下迄、

ス

フ

試

暁間i験

同上 同上伺上

上1．

同　上
く3秒）

同　上
（6秒）

8秒

殆と浸沈下・芭

潤劃すす

8分．

3秒

9分
　30秒

3秒

同上購脚秒・秒

鮮紅色
に染色

淡紅色
に染色
す

同　上

鰭紅色
に染色
す

染色ぜ
す

分
（％）

水

分
（％）

0．22i　】2．05

0．78

4．41

o．§o

0。12．

8。02

7．72

11．84

11．03

脂

肪
（％）

水溶

性エ

キ’ス

0．23

0．荏6

同上

0．24．

0．18

0。20

0．87

0．71

0．84

0．12

藥局方
適否判定
精製
脱脂
綿と

して

不適

同上

脱脂

綿と

して

不適

同上

　　　
同上祠上

同上

適

同上

適

4．試験成績に劃する考察

　前記供試品5種に就きて施行ぜる成績を考察するに，第1號品は其の外観殆と純白色なるを以

て，藥局方の規定に適するものと看恥し，』スフ試験の條項を除外せば本品は藥局方睨脂綿の規格に

．近きものと認め得へきも，運元性不純物は制限を超過するを以で，精製脱脂綿の規格に適合せす．

　第2下品は門門白色を呈し，其の外観藥局方の規格に合致せす，且つ還元性不純物は局方の限

度を超過，吸水力は全ぐ認め難く，幽幽は精製睨脂綿の限度（0．3％）を遙に超過し，又参考と

して施行せる水溶性エキス（米國藥局方に於ける限度は025％なり）も亦著しく多量なるを以て，

本品は：到底藥局方丁丁綿に適合するものと認め難し．

　第3號品は微友白色にして藥局方の規格に合致ぜす，叉熱湯浸液に封ずる各試験項目は悉く規格

た犠鰯し，且吸水力不良にして友分水溶性エキス著しく多量なるを以て，本品も又藥局方脱脂綿に

適合するものと認め難し．

　第4號品は殆と純白色にして特殊の光澤及燭感を有するも，此貼を寛恕し藥局方の規格に適する

もめと看徹し，第1號品と同様にスフ試験の條項を除外せば，藥局方睨脂綿の規格に梢近きものと

認め得べきも，還元性不純物及次分は限度を超過するを以て精製脱脂綿の規格には一致ぜす，f苛水

溶性エキスは著しく多量にして，米國藥局方の制限を遙に超過せり。

』1
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　第5號品は殆ど純白色にして，鯛感は本來の脱脂綿に比し梢滑澤なるも，各試験項目共藥局方の

規格に抵回せざるを以て・睨脂下国精製脱脂綿の規格に適合する竜のと認め得べく，．且水溶性テキ

スも亦二三藥局方の限度を超過せす．

　街本報告提出以降，

施行せる試験成績を，

　　　　　附　衛生綿代用品試験成績

喀和16及17雨年度に予て，衛生局より照會に係る衛生綿代用品に就きて

各品種別に一括考示すれば次の如し．

種

別

紙

綿

製

品

ス

フ

　　番1

　1外
號1

’尿浸［

熱湯浸液に．封ずる試験

観 1離擁素
　　「

吸水’試験

（1）

（2）

（3）

（4）

（、5）

白色綿類似紙

純白色類似紙

同　　　　　　　　上

同　・　　　　　上

殆と純白色綿類似紙

（6）

1・・）

1（9）

（10）

（11）

（12）
1．

　．

　　t微蛋白石
中性
　　濁

同上　同　　上

川驚蛋白

　　殆と塗化
同上
　　なし
　　微蛋白石
同上
　　日

晒［（8）

入

絹

製

品

葦同

勢生

編
維目

溢㌧

品

（13，

（14

（15）

（16）

1（17）

純白色目類似・稚多
量の糸屑を混入す

殆と純白色にして綿
に類似ず

純白色綿に類似し光
澤を有す　　　　［

純白色綿に類似し稗1
光澤を有す　　　　1

純白色鯉に類似し微！

に糸屑を混入す

純白色綿1こ類似し稽

光澤を有す

純白色綿にi類似し僅1
微に光澤を有す　　1

同上

同上

同上

同上

1同上1石濁

同上t殆・塗化

同上1同

調’ @上

落と・憂化

なし

同　　上

微蛋白石
1濁

1僅徴蛋白
　て

iなし

［　　上

1

純白色綿に類似し僅’

撒に異物を混入す

殆と純白色綿に類似
す

純白色綿に類似す

純白色綿に類似し少
許の糸屑を混入す

純白色にして少許の
綿塊　を言忍も」　』

同上

．同上

同上

同上

同上

徴蛋白石
濁．

同　　上

同　　上
＼

僅微蛋白
石濁

同　　．1二

硫　酸

殆と塗化
なし

同　　上

図微蛋白
石濁

殆と攣化
なし

同　　上

蛋白石濁

殆と憂化
なし

同　　上

図微蛋肯
石濁

殆と憂由
なし

微蛋白石
濁

殆と骨化
なし

蛋白石濁

殆と攣化
なし

徴蛋白石
濁

殆と塗化
なし

蛋白石濁

石　友

殆と攣化，

なし

同　　上

微蛋白石濁・

同　　上

蛋白石濁

微蛋白石
濁

同　　上

浜と憂化
なし

僅微蛋白
石濁

殆と嘉酒
なし

同　　上

書　　上

蛋白石濁

撒蛋白石
濁

同　　上

殆と憂化
なし

蛋白石日

面物騙繍
向性不忌中下

露隈外
L25秒1

同　　上
（29秒）

同　　上
（16秒）

同　　上
σ分10秒）

同　　上
（1分5秒）

浸潤
ぜす

2秒

瞬間

同上

2秒

沈下
ぜす

5秒

．3秒

9秒

5秒

　　　　　1茨
スフ　分
試験
　　i（％）

1．01

0．26

0．66

G。22

1．40

同・上1
σ9秒）

同　　上
〔35止り

同　　上
（3分35秒）

　　　　　　1

（1分35

・・秒122秒灘

，秒、2嘉上

瞬間2秒伺　上

、灘】・秒・秒1轡

制限外瞬間5秒

塩湖睡・秒

　　　　1　1

同

旨

上

上

上

127

0．63

0．79

073

0．93

0．46

iO。ユ3
　■

／水．

分

⊂％）

9。37

9．68

11．76

10．G9

9．89

7．94

・12．72

15．88

11．83

9．73

15．92

10．99

制限外
k44秒）

同　　上
（33秒⊃

同　　上
（3分10秒）

同　　上
（1分5δ秒）

同　　上
（2分10秒）

　　　．「
同上10秒同
　　1　［

7分’8分．ｯ
　　一
3秒8秒同
　　一
瞬間7秒同
　　ll
同上p2秒1同

上

上

上

上

上

1．92

0，58

0．59

2．03

0．10

la38

1；：ll

：：見
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附記・f苛’12號品はヨードカリ， ヨー1ド溶液に依り暗褐青色に染色せられたり．

　　　　　　　　　　　　　　　昭和17年12月

＼

、



！

2・6一ヂクロール・フェノール・インドフェノール

溶液の保存性に就きて
　　　　　　　　、

技師小川俊太郎　技手小幡利勝

内　　容　　目　　：i欠

1　緒　　　　　　　言

2　文　献　の　検　討

3實　　験　　成　　績

1．緒

4’

5　交

6　試

言

験

語

献

法

　ビタミγCの理化學的定量法として現今迄報告され在るものは何れも皆アスコルビン酸の強力な

る還元性を利用せる方法にして，此の中一般に慮用して相當の確實性を有し且簡軍なるものは，2・6

ヂクロール・フェノール・インドブエノーノレ色素を利用する法なり．

　而して本色素を利用する法ば1927年Tillmans1）が始めて本色素がビタミンCにより還元され槌

色する反鷹を定量に利用し其ρ後H：arris　Bessey2），藤田3）Kirk・Tresslr等によ’り種々改良され且追

回も提案せられたり．

　本法に利用する2・6ヂクロール・フェノール・インドフェノーール2．6－Dichorphenolindophenolは攣色

白pH　4・2（赤）～pH：5・21（青）を有する色素にして還元型ビタミンC蚕包夢て定量的に而も瞬碍

に還元され無色のロイコ型に面するものなり．

C6HsO6十〇：C6H：2C12：N。C6　H：40Na・＝C6H606十（H：0）C6H：並CI2　NH・C6　H幽40Na　　　　　　　　　I

Vitam三nC（：Bl飢l　im　alkali，：Rot　im　s菖ure，）　　　　（Farblos）　　　　　　　　　　　　’

　然るに本色雨漏：の調製法言其の力債保有性に饗しては確たる定説無く各人各様今日に及ぶ．

　　　　　　　　　　　　　　　　　2．文献の検討

本色素液の調製旧記力三保有性を從來の報告に付きて考察するに第一表の如し．

第　　一　　三

番號

1．

2．

3．

4．

5．

報　　告　　者

Bessey4）

↑iUmans5）

藤　田6）

Mindlin7）

Borsook8）

色素液調製法．
濃度・・9％・瞬1し液性・・H・

50・

16～17

1～2

2・5

幽ユ・6

水

水

水

水

水

6－8

力　　償　　保　　有　　性

使胴欄国貯藏．減
5

28

1

21

10

遮　　　　　光

氷　　室　　内

遽光氷室内
氷　　室　　内
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　　帥濃度に付をては最高，50mg％より最低1脚2　mg％迄あり，溶剤は何れも水を：用ひ其の1夜性は

：Bessey（燐酸緩衝液を使用）以外は中性のま玉使用す．

　　次に其の力債保有性に付きては遮光或は氷室内に貯藏するを普通としBesseyは調製後5日聞は

使用可能と云ぴ他に最長28日闇使用可能なりと稽するものあるも何れも時日の緯過すると共に滴定

　絡宋窯が赤色より無色へ攣化せすして赤色～幣赤褐色～無色となり不明瞭化し絡には使用不可能な

　りと結論せり，

　　更に其の力債の減少に高し1940年にStone　9）が色素の中性水溶液を撮氏二度に貯藏せる揚合

　（濃度153mg男）調製當日の力試を口00とせぱ2日目には9738，4日目に嫁96り7，8日目には

　93．46に減少し，20度に貯藏せる揚合には2日目には90，19，4日目には34・31，8日目’には73．20に減

少せ・一報乱・の揚漏し翻・してヂオキナン（・・一・D…hy1・…y・・〈艦＝器1＞・）

　を用ひ四三酸々性の下に保存する時は著しく其の力便保有性を増張せしめ室温に於てすら1ケ月日

「に98．63（濃度146mg％），3．5ケ月，目に95．20，或は2．5ク’月目に97．95（濃度ユ47　mg％），或は2ケ

　書目にgag7（濃度ユ．46mg％）に低下するに過ぎぎる事を記述せり・

　　從來保存性に乏しと見倣されたるインドフェノール液にして斯くの如く長期間保存出來得るものと

せば實際上便釜する庭：甚大なるもStoneの實験は相當高濃度の色素液に關してのみ行はれ後述する

　が如き余等の要求する程度の濃度に於ても果して同様の結果が現る玉や否やは一慮検討するの要あ

　るを感じたり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　，　　3．實験成績’

　余等の實瞼に供したる色素液の調製法拉室温に：放置せる揚合の力償減少の状況を表示すれば第二

表の如し．

　　　　　　　　　　・　　　　　　第　　二　　表

試験

色素肝調製油
溶解性

力 債 減　　　少　　　の　　　歌 況

叢色素騰，捌酬塗解 ㍊訓… 滞日隔日1昌日闇冒二日1舗日闇一

ユ錠翔

2　〃

3　〃

4粉末

5錠剤

6粉末

7　”

8　”

9

10

〃

〃

2

2

2

2

2

2

40

40

40

40

水

〃

〃

〃

〃

〃

〃

ヂ才キ
サン

〃

〃

氷酷乱悪　溶

メタ燐酸　〃

氷酷酸　〃

メ寡燐酸　〃

メタ燐酸

氷酷酸

〃

〃

〃

　　
色素は易
溶メタ燐
酸は難溶
易　　溶．

100

0

100

100

100

100

100

100

100

100

　（6．69）

（調製直後攣化し始む）

0

0

91．75190．67

98．，31㈱

　　1
98．33．

71。62

99．02

99．52

97．2生

98。56

99．oo

（6乳67）

95．31

9生．86

46．68

87．30

93．70

97●22　96927

98。64　98。63

88。31・ 77．22

98．5≦　一

　1
98．4397．88

　し

S4．79

97．35

70．43

87．94　一

96・0094．51

87．eg

93、26 （s2・59）
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　　註　表申数字を括弧にて園みれるものは滴定絡末黙②不明瞭となりすごるものを意味す・，

　前表に擦るに・

て1）色素としては市販の粉末色素と錠剤とを使用せり．

（2）濃度に付きては余興はビタミン滴定に藤田法（3）を探与せる爲2mg％の野合（第1～6號）と

更に溶剤にヂオキナンを用ぴたる理合滴定時ヂオキナンがビタミンCとの反慮に障碍を與ふる事を

避くる必要上ヂオキサン量が滴定液量の20分ノ1以下になるが如き濃度の40mg％の場合（第7～

10號）を撰定せ’り・

・（3）溶剤としては從來の報告の水（第1＾》7號）箆にStoneの推賞せるヂオキナン（第8～10號）

を用ぴたり．　　・　　

液性として峠酸性（第174・號9號及10號）拉中性（第5～8號）の二種と』酸幽七に使用

する酸としては硫酸塵酸等の鑛酸類は色素写れ鎖骨豊と反越する故之等を除外し．定量操作中組織よ

リビタミンC抽出に用ひるメタ燐酸（第2，4號及9號）蚊Stoneの報告せる氷酷酸（第1，3號及

10號）を採用せり・．

　但し酸性溶液に於て遊離の色素は2mg％程度の低濃度の揚餅には水に溶解するも，40　mg％程

度の高濃度に於ては難溶にして，反之ヂオキナンに於ては遊離の色素は良く溶解するも，其の塵は難

溶にして且メタ燐酸もヂオキサンに難溶なり．

．（4）右の各條件を考慮し調製せる色素液を後記試験法に擦り色素液を後記試験法に擦り色素三一

定量を採り之に含量既知のビタミンC溶液を滴潤し其の色素液一牢量に封ずるビタミンC章を求め

之より求め％る調製當日に於ける色素液の力債を100とし之に封ずる爾後の力債を算出することふ

せり．

て5）第．1～4號を通覧するに錠剤，粉末共に酸性水溶液に於ては何れも2日目乃至3日目に力債

は零となり母様水溶液は使用不適當なるを知る．第1號も2日目には終末貼は不明瞭と成れり．

（6）　中性水溶液の揚馬には第5及6號を比較して観るに錠剤溶液の力債は速かに低下す．
（7）第6及7號批位する縞厳の第7號の力債磯分緩徽低下≠軽罰實はS・。。，の

成績と余等の成績とを比較する揚合にも同様認めらるム現象なり。

（8）　ヂオキサン溶液に就て翻るに第8號の中性ヂオキナン溶液は意外にも保有性に乏し．・之は余

等の使用せる市販ヂオキナンの不純なりし爲ならんか．

（9）ヂオキナンの酸性溶液は遙かに安定にして第9號のメタ燐酸々性のものは7日間，酪酸々性

溶液は約21日間使用し得たるも約1ケ月後にぽ漸次絡末瓢：不良と成れ、り．

4．結 語

　以上の成績を総括するにインドブノールはStoneの述べたる如く酷酸々性ヂオキサン溶液中に

於て相當長期間安定にして且つ本成績の示す所に依るに其の力債の次第に低下し最後に於て滴定絡

末鮎は不明瞭化する如き鮎あるも約1ケ月の保存に堪へる事判明せり．

　勿論本成績をStoneの報告と比較する解合其の力債の低下速度大なるも實験成績（7及8）に干

て述べたる如く此の成績の相違は色素液の濃度と溶剤め純度に基因するものと考へらる．、

　結論として斯くの如き力債低減を生する以上嚴密に論ずる揚合色素液の力債を使用都度再楡定す

＼

／
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るの繁は依然として避けられざるにもせよ多数の試料を槍定せんとする際等本溶液の使用に依り便

釜する所砂からざるものありと信じて疑はす・

5．文 献

1．　J．Tillma粥；Chemesche　V－Best．　Metbod（1939）79　F．　Gstinler．

．2．0．A．　Besseア；J．　Biol．　C｝1em．103（1933）687

3・藤田：東京薩事雑誌　第58年第23二一194i4頁

4．　O．A．　Bessey：（2）

　　　　　　む5．、J．　T；11mans：（1）

6。　藤田　：（3）

7．　R．L．　Mindlin：」．　Biol．　Chem。122（1937一一38：）673

．8．　H：．Borsook：」．：BioL　Chem．117（1937）237

9．　1．StoBe＝Ind’Ehg．　Chem．　A臨L　Ed．12（1940）415

6．試　　験　 法’

1．インドフェノール原液

　’色素粉末約40nlgを内容100　ccの硝子嘆に容れ新に蒸溜したるヂオキサン（沸窯101【一1102℃

市販のヂオキサン500ccを蒸溜しその初溜液及終溜液各　50　cc宛を除きたる申間溜出液）100　cGを

加へ更に氷酷酸iρeを添加し硝子棒を以て色素塊を善く磨弊しつ蕊15分間激しく振温し’色素を充

分溶解させたる後乾燥濾紙を用ぴて濾過し濾液を褐色共回付硝子屡に容れ室温叉は氷室内に貯ふ．

2　メニタ燐酸ガ（溶液

　メタ酸（HPO。）1分を水49分に溶解す，本論は氷室内に保存しユ0日目に1回作製す；

3滴定用インドフェノール溶液

　前記イン・ドフェノール原液（1）／ccを肖り之にメタ燐酸水溶液（2）20　ccを加へ稀繹す・

4　20分定規ヨード液雄澱粉溶液・

　11中純ヨード6．34659を含有する液にして用に臨み日本藥局方規定iO分定規ヨード液500　cc

を水を以て11に稀兆す．本液1ccは純ビタミンC（C6HsOF176）4愈ngに適感す・

　　C6HsO6＋2J＝C6116e6＋2HJ　標示藥として日本藥局方規定澱粉溶液を用ふ・　　　　　“

5　標準ビタミンC原液
　純ビタミンC5011〕9を秤リメタ燐酸水溶液（2）を以て溶解し全量を100　ccとす・

6　稀繹ビタミンC溶液

　標準ビタミンC原液（5）10ccを採りメタ燐酸水溶液（2）を追加し全量を100　ccとす・

7標準ビタミンC原液（5）を採り　20cc分定規ヨード液（4）を滴加し青色を呈するに至り（標．

示藥澱粉溶液）其の沿費量（cc）〔a〕を門地次の次の式より標準ビタミンC原液1cc申の純ビタ

ミンC〔b〕の量：を算幽す．

、

！
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ノ

　　　　　　　　　　　　　1
　　　bmg＝4細g×a×一万　　　　　　　　　　　　　　　　、一、
．8　滴定用インドフェノール溶液（3）の力債楡定

　．滴用イ．ンドブェノール溶液（3）に稀繹ビタミンC溶液（9）を滴加しインドフェノール色素の赤色

脱色するに至り其の沿費量（cc）〔c〕よ．リイ’ンドフェノール原演（1）1ccにi封ずるビタミンC量〔d〕

を次の式にまり算出す．．

　　　・（m・）一・（m・）・・×誌一　　．．∫　　　　．．

＼

〆

．＼

＼

’．

奮

●
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ビタミンA製品に面する調査

製品のビタミンム含量と保存性（第1報）

技師小川俊太郎　元三手近　藤 稔

　　　　内　容　目　次

　　　　緒　　　　　言

第1章　試験　方　法

第2章　試　験　成　績

　　　1　市販品に關する試験

　　　2　保　存　試　験

　　　　結　　　　言

緒 言

　日本藥局方鱈場油拉諸種の肝油製品は從來所謂ビタミンA及D割として國民保健上重要なる

役割を果しつ玉ありしが殊に最：近の即時重態下に在りて其需要も頓に増加し國民的百里剤として釜

々其地位を高めつXあるは極めて注目に値する事實ならん・然るに市販製品の品質に封しては從來
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　共兎角の風評ありて殊に其ビグミγ含量に就いて殆んど信を置くに足ら歩と酷評する黒風少から

す．　　　　　　・　　一

　斯玉る事々の存する．とぜぱ上述の如き事情に鑑み眞に由々しき問題にして製品の良否は一つに其

生理的奴力邑Pちビタミン含量の如何¢擦り噺ぜらるべきものにして之が取締又は標準贋格の設定等

も叉ビタミン含量を基礎として決定すべきや明白なる以上此貼に關する調査の緊喫なる夙に識者の

等てく認むる所なり．次にビタミンは外界よりの刺戟に封し鋭敏に反慮するものなるが故に製造直

　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ後含有し居りたるビタミンゑが製品の陳醤化するに件ひ市場を轄々する間或ひ．は減少するの催れ無

きや減少するとせば其程度果して幾何なりや等の鮎も之又等閑に附し得ざる問題なり・昨年三余等

は市販に供されつ玉ある各種肝油製品を逐次購入し其ビタミンA含有量を調査し併ぜて右試験品の’

保存申に於ける経時的の数力減少駅態を時を追究せり．　本試験は現に其主要なる部分を績行中にし

て加之忽忙の爲め調査事項に就き不備なる勲多々あるは甚だ遺憾とする所なるも之等に關する報告

は績報に於て漸次追加すること玉し現在迄得たる成績を一三総括し蝕に報告せんとするものなり．

　　　　　　　　　　　　　　　第一章試験方法

　一般にビタミンA含量を測定する：方法として現今所謂動物試験及理化學試験の二者在るも肝油叉

は其製品を試験せんとする揚合後者に擦る方遙に便なりとす．

　抑もビタミンなる名構は引回生物に樹し特定の生理作用を褒現する一群の化合物に覇し與へられ

・％る名四なるが故に其の敏回忌定に際して動物試験の必須なるは敢へて論を侯たざる所なるも動物

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　試験は實施の複雑にして且誤差範圏の大なる貼に於て遠く理化學試験に及ばざるのみか試験完了迄

に要する時の荏再たる到底本法により念遽なる調査を限られたる日藪に行ふ二が如きことは望むべく
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も非ざるなり。　　　　　　　　　　層　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　』　　　’‘

　從って理化學試験を以て駄卸複雑なる動物試験に代換せんとするは今猫諸學者の庶幾する所にし

てビタミンAに就いても此窯に關し既に諸多の研究酸表せられたり・此目的は遣憾乍ら現今も未だ

完全に達成せられたりと云ふ能はすと難も本調査の劃照となす肝油及其製品に聾しては殆んど成功

め域に達し就中樹下スペクDレによる定量：法は1934年度國際聯盟保健部に於て各國三三の是認す

る所となり次で1936年中堕罪局方へ牧載せらる玉に至れ，り．

　本試験に於て實施せる定量法は大概上掲の方法に準擦し細目に渉少て若干の改良を加へたるも．の

にして其原理を略述すれば次の如し．

、ビタミンA叉は肝油の如きビタミγAを含有する物質を純アルコール溶液となし其吸牧スペクト・

ルを槍するに紫外線部（325旬328mμ），淀特有なる吸牧極大を認む．此吸牧の彊度は溶液のどタミン

の濃度に良く比例するを以て逆にこの吸牧の彊度を測定するを得ぱ之より當該溶液中のビタミンA

の濃度を算出する事を呼べし．今純ビタミンAの純アルコール溶液（濃度i％）を作製し　1cmの

陽暦となし之に3撃皿μの部分彊さIoなる光（紫外線に富むもの）を當て透過し卒れる光の328　mμ

に砕ける強さを再び測定したるに1に減少し居りたるものとせぱ328mμに於ける吸牧の彊さは次・

式に依りて表はすことを得べし之を吸光係数（：Extlnktions　Koe伍zient）と潤す．

　　　　　　　鴫一1・9十

　上記の條件に於ける本係歎の値は1600にして傍々動物試瞼に基く純ビタミン1A19の有する数力

を國際軍位を以て表示すれば2，560，000なるを以て任意の試料に付得たる吸光係歎の即値に1600を

乗ずれば求むる再試瞼品の有する剛力（國際軍制）を算出するを得るものとす．（何となれば2560000

÷16000＝1600）

　　　　　　　　　ノ　次で上蓮の原理に基く余等の施行せる定量方法を詳述すれば次の如し

（1）豫　　試　　験

　二二29（叉ぽ不才化物の適當量）を営門し純クロロホムを加へて全量10ccとなし楡液とし次に

二野0．2ccを取り液暦1cmの比色槽に容れ目凹化アンチモン溶液2ccを加へ直ちに下思混和し三

盤化アンチモン溶液（三鞭化アンチモンの純クロロホルム飽和溶液）添プ」口後30秒に曾て呈する青色・

をロビボンド標準青色硝子板と比較し同一色度を示す青色硝子板のロビボンド歎値を讃取す。・但し

此試験に於て試料の呈するロビボンド野営が4～6の門守に非ざるとき槍液の濃度を適宜攣更し試「

験を反覆す・　　　　　　　　、　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一

　上記の数値より次式に從ぴ青色値‘（Blue　Value）を算出す．

　　　　　　　　　　　　200×L
　　　　　　　青色値＝
　　　　　　　　　　　　　a

　上式中aは検液1cc中の試料のm9激，　Lは讃臥せる青色硝子板のロビボンド数値とす．

　本法は肝油製品より得たる油分若しくは不鹸化物に適用することを得べし．

　上述の試験に於て得たる青色値より次式に從ぴ試料19中のビタミンA含量（額際蝦蟹）を推

測す．

　　　青色便×30＝試料19中のビタミンA含量（國際輩位）
（皿）本　　試　　験

曳
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豫試験に於て試料19中のビタミンA量1萬虚位を超ゆる揚合は左の如く本試験を行ふ（以後

三際軍位を輩に軍位とli各稻す）　　　　　　　　　　　　　　　　　　，

　1（イ）肝　　油

　均等なる試料の定量をメスコルペン内に秤旧し純アルコールを以て溶解し定量に稀繹し之に就き

カールツァイス式分光光度計を用ひて波長328mμに於ける吸光度を測定し之よゆ吸光係歎を算出

し鼓に得たる値に1600を乗じて試料19中のビタミンA：量（1．E．）を求む．

　　（ロ）肝　　油

　豫試瞼に於て試料19中のビタミンA量1萬三位未満なる揚合は次の如く本試験を行ふ

　試料19をエレンマイヤーコルベン内に霜取し新たに製したる2分定規アルコール性カリ油液

10ccを加べ約5分聞煮沸し全液澄明となるに至り20　ce水を添加して稀繹し全稀繹液を分液漏斗

内に移すべし．次で之に毎回　20CGのエーテル（過酸化物を含有せざるもの）を加へ，振盧抽出を：

反覆すること3回に及び各エーテル抽出液を合併し之を順次に水20cc，2分定規カリ液．10　cc及水

20ccを融て乳濁せざる様注意しづ・振盟麟し更に2回水10　ccを脚民て強く振回麟し次でエ

ーテル溶液を無水芒硝を以て添水したる後炭酸瓦斯を導入しつム≠一テルを溜去し残渣を炭酸瓦斯

氣血中にて冷却し直ちに純アルコールに溶解し一定量となし以下（イ）と同様に操作して定量す・

　但し上記のイ，ロ各試験に使用せる純アルコールは赤め分光光度計を以て検し波長328mμ附近

に吸湿を有せざる事を確めたり．

　2肝油製剤

　（イL）膠　　球

　膠球数箇を小形シャーレ内に採り其全：重量を求め之より膠球1箇の箏三重：量を算出す．次で上の

膠球を小形シャーレに容れたる盤水浴上にて少しく暖め温に乗じ鋏を用ぴて外側の膠皮を切開しエ

ーテルを用ぴて注意しつ玉点く油分を抽出し以下常法に擦りて全油量を求め之より1箇漏りの含油

量を算出ず・次に新たに血球10箇を採り前回様にして切断し漏出したる油の一定量を扇取し直ちに

前掲1の（イ）叉は．（ロ）に擦りて定量す．　　　　　　・　　　　．　　　　　　　．、

　（・）糖衣球錠，ゼリ∴の如きもの

　（2）の（イ）に準虚して一箇の季均重量を求め次に共数箇を採りて（1）の（のに準嫁して不鹸

化物を得て之に就き定量す．

（皿）　計　　　算　　　例．

　試料の0．01％溶液を厚：さ4cmの一瞬に去て吸光度を測定し1・0なる値を得・たのとせば之より試

料のビタミンA含量を算出する三次の如し．　　　　．　　　　　　　　　　　　　　’噂

　　　　　　　　　0．01％
　　　　　　　：E　　　　　　　　　　　　＝1．0
　　　　　　　　　4Cm

　　　　　　　E盗一1×一読L25一吸光職

　　　　　　　25×1600＝40000冷々軍位／19

　　　　　　　　　　　　　　　第二章試駿成績

　　　　　　　　　　　　　　　　（1）市販晶に愛する試験

●
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　昭和16年3月中市揚に於て購入せる市販肝油及其製品に就き直ちに施行したる試瞼成績を一括

すすれば第1及第2表の如し．

（イ）　試料の外観其他　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／

　本調査に使用せる試料は維計23種にして，包髪，外観，一包装の内容量と内容の状態等覗察の結

果を表示せぱ第i表の如し．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　1　表

番痢騰2　外　’観、　明白甕1のi外　・　襯
　　　　　9　　性　　　 歌　　　　 粒i　性　／　　歌
・に…厩騰攣撚簸謡憲夢色 ・・ v画燗，囎耀膿・牧・

2 250
コルグ栓付褐色曝CO2ガスヲ充ス
黄色汕分ニシデ微量ノ類白色沈澱
物ヲ認ム　　　　　　　．

・2 P・。・1造形隙羅鵬争論・牧・

・3 P 85｝蝋 同　上

・1…i灘馨鵬雛ム ・4 P・・5［膠球・ 同　上

・1…1十干縢讃二， ユ5 堰c1膠球； 同　上

5 …殿罐鯵講撃ム ・6 P ・・ ?`嚇コル〃鮒褐縷二

・1…憾孟翻讐講撃ム ・7 ・・ C鼠羅馬髄撫牧・
7 …院ζ翼翼麟講ガス ・8 P ・・瞬，螺鮒融癬牧・
　　　　　　　　　　　　　　　　コル〃思付禍色壕二牧ム・1
　　　500　　　　　淡黄色澄明ノ油分ナリ

・g ・・ 我P球， 同　上

　　　　　コルグ栓付無色」曇内牧ム・1
　　　100　　　　　澄黄色澄明ノ油分ナ1〕

・・ ｢…膠球・ コルク栓付褐色壕二十ム

レ粒 21 …膠球・聡蝋色撫牧・

　　・・1…1齢螺栓子鯉・牧・　221…1…・…箱入・

（・）ビタミンA含量　　　　　　　　　　　　　　　　’
　次に第一章に掲げたる試験方法に基き求あπる試料のビタミンA含量を表示すべし・此際参考の

爲の球上品詐りてはその直撒は1ケの午均一鵬げ且ビタミンAの公騨位を定量蝉．

と併記して比較の便に供したり，共結果は第二表の如レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第　　2　二

番　號　　球　　の　　直　　径 巨・の画一医稔高位厨・・

1

2

3

．4

5

cm

y含量

9 　　　1・E．／き

　　　呈示セズ

400カールプライス軍事

　　　呈示セズ

　　　　〃

　　　　〃

1．E．／9

22848

12288

　3235

　5760

　2909

、
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6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20

21

22

　　　　cm
　　　　1．1cm

　　　　O．8cm

長径1．3cm短径0．8　cm

　　　　1．1cm

　　　　O．8cm

　　　　O．8cm

長径1・3cm短径0．8cm

　　　O。75cm

　　　　O．8em

　　　　O．8cm

　　　O．85cm

　　　O．8cm
長サ1・4・m厚サ16m，

　9
0．70

0．36

0．46

1．15

0。28

0．44

0．21

0．29

0．22

0．諺2

0．23

2．48

ノ

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　　〃
　　1・E、／粒

　呈示セズ

　　3600

　　　〃

　　　〃

　　　〃

　　4000

　．呈色セズ

　　5000

　　5000

　　5000

　　3000

　　5000

　　5000

翔

㍊

1欝
2：1；

1麗

糊
震l1

5822｛

6464
3301

慧

　本試料中に膿血後滴嘗の期間を経たるものも有るべく託って後出保存試験の項に於て結論する

如くこの期間に於て其ビタミンA含量を或程度喪失したる結果新製品に比し含量の低下せるものも．

あるべし．本試験に隔ては斯かる事由に基く減量の有無は一切顧慮することなく店頭に於て顧客に

手交せらるべき盤面に有りし品を購入し直ちに開田其一部に就きビタミン含量を調査したるものな’

り．

　第1表を按ずるに外観，包装，内容の朕態等に關し特記すべきことなし・自ilち何れも市販品とし

て遜色なきものと認む，i欠に第2表を通覧するに公稻軍位帥ち自製品に劉するビタミンA含量を

公表するもの誠に蓼々たることは最も注目すべき事實にして此種の製品は僅々8種を出です・　ビタ

ミン製品にして共含量を公表せす叉ぱ公表し得ざれば抑も何を以てか其品質を保誰せむとなす哉．

　次にビタミン含量に就て見るに肝油に在りては6號のユ3701．：E／9を最低とし最高一計の22848

LE．ノ9に至る間甚しき懸隔ありと錐も大部分3000～60001E・／9なり・

　ビタミンAの1日所要量は5000乃至10000三位，豫防量は3500軍位程度なりと見倣さるる

嚢故に上の雫均含量を有する製品は1日虚方量1～39を以て1日の所要量を償ふに足るべく從っ

てビタミンA量に妬しては充分許容すべき品質を有するものと考へ得べし・

　肝油球共他の製品は便宜上1粒當りの含量を算出せるが第10號乃至22號中，12顎汲14號

の如きは10001．E．／9に過ぎざるも他ぽ1粒3000～6000擁壁にして上記のビタミγA所要量と比

較するに之叉充分良質なるものと見倣し得べし．但此等の内市販有名品としての18號の如き・叉

三民學校児童に封し，汎く授與されつムありと云ふ，13號23號の如き何れも高三位製品として

推賞に値するも反之10號，11號の如き甚だ有名品なるにも拘らす共の含量比較的低き崎撞目町値

・すべし．

　　　　　　　　　　　　　　　　　（2）保存　試験
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　　肝油及其製品中のビタミンAが時日の経過と共に漸減する事は殆んど衆知の事實にして本現象が

　光，熱，酸素（塞氣），等の綜合的影響に基くことも幸く承認されたる所なり・今回余等の行へる

　實験は斯かるビタミンの遍減現象に画する原因を究明せんとするに非す，，之に臥する報告は他日に

’譲り寧ろ肝油叉は肝油製品が店頭或は室内に可及的普通の制禦にて放置保存されたる揚合抑々如何

　なる程度にビタミγAの減少を誘致するやを實験的に調査せんと企てたるなり・叙の如き方針を以

て保存性を槍したる理由は推ふに市販の製品にして製歩射顧客の使用に供せらるる迄理想的なる保

存法の下に保存せらるるが如きことは極あて異例に属すと見倣し得ればなり．

　　（イ）試料　今回の調査に供したる試料を大別すれば次の如し．

　　　　　　　　　イ，肝油及肝油濃縮物
　，
　　　　試　　料ロ，（イ）に比して草野位の市販肝油　　　』　　　　　・

　　　　　　　．　ハ，肝油製品’
　　　　　　　　　　　　　　　し　本試料の・1部には上掲第2章（1）の試駄供したる僧門三三し共他必要礁じては雛者よ

1り入手したる肝油を採用せ軌　但し後者に回して原料肝閉門びに採油に増する諸種の野臥を詳にす

る能はざりしを以て之等が試験成績に及ぱす影響は窺知し得ざるも之等肝油は悉く市販品の原料と

して提供され居るが故に市販品同様の性質を有するものと諒堕するも大過なかるべし．

　恒　保　存　方　法’

　・入手したる試料は前述の如く保存試験に入るに先立ち其ユ部を採りて第1章に掲ぐる方法により

　ぜタミン含量を計測し次で其残部を以下述ぶる如き方法により保存放置せ’り，　但し各試料を保存用

’硝子屡へ充填，不活性瓦斯充填の有無，褐色壕採用の有無，栓塞法如何等は一男ならす（後表参照）

　ハ　試　験　成　績

　各試験成績を表示すれば次の如し（第3表乃室第5表）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　第1回淺量調査試験は四四開始後門』1ケ年を間みしたる昭和17年3月中に行へり．

　：先づ保存槍骨豊，包装，容器を開き内容の状態例之洞濁，沈窒，「凝固物の有無，敗守則，平骨味，

二二生の有無，膠球の軟化，糖衣球の破壊，糖衣への縛め浸潤共等をも稔し次で唐び第i章の試

験法に準擦してビタミンA．の定量を施行したるに共成押下の如し．』

　（i）　外観其他

　試験の外観其他覗察による成績を観るに肝油は概ね攣敗せる模様なきも肝油製品中には徽を畿生

し文は腐臭を認むる等若干異朕を呈たるものありき．（第3表参照）

　（ii）　濃厚肝叉は肝油濃縮物のビタミンA含量：

　本試験は遮光の有無，炭酸ガス充墳の可否を調査せんと企思したるものなるも試料の量的關簾に

．制約せられ同一試料を採用して一貫せる比較試験を施行する能はざりき．（第4表参照）

　表を按ナるに

　1．無色罎内に容れたる第1號，第．3號及第6號は何れも減少率大にして孚均5．1％なり．

就申第1號に耳栓を用ぴ且密栓せざりし蔑めか減少率は80％を超へ之に際し第3號及第6號は

共栓曝入りにして夫々38．7％及26．2を減じたるに止まる．

　2．第2號及第7號の如く無色曝に容れたるも上部室隅に炭酸ガスを充填後保二存せるものは減

少甚だ少なく後者に6％の減少を見たるのみにして前者には殆んど全ぐ攣化無し．

1
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　3．褐色壕に貯へたる第8號及第10號に於ては前者7．7％後者62％の減少を見たり・

　4．褐色壕に容れ2．と同じく炭酸ガスを浦したる第4．第5．第9・及11の各回に於ては第4號

に於てのみ9．5％の減少を見たれども他の試料に在りては其減少率3％を超今たるものなし・就中

第5號は極めて高点位肝油なるにも拘ら歩全く攣化せす，・反之’9．5％の減少を見たる第4．號のみ

が比較的低晶出の濃縮出たりし事は興味ある蜀照なりとや云はむ．

　（iii）　三軍位の市取肝油のビタミンA含量

　本試験は製品を市販包装の盤保存したる揚合のビタミン含量の気化を窺知せんと欲し最初の試料

探取後置原品通りに（製品によりては再び炭酸ガスを填す）栓塞包装し保存ぜり，外温は室温にして

特に遮光せざる箇所に放置せり㌧（第5表参照）

．表を按ずるに何れの肝油に在りても相當の減少率は最高2427％（第3號）より最低10・85％（第

4號）に跨り其平均16．32％なり，箇々の試料の保存状態は壕色，’不活性瓦斯充鎭の有無等相違す

る鮎あるも減少率に封ずる影響著大なりとは認めす，此窯は第4表に於ける結果とは些か趣きを異

にせり．

　惟ふに市販品も貯藏保存中本試瞼に於けると同様の状態に放置さるるものと見倣し得可きを以て

三期闇申にても幾莫のビタミンを喪失すべきや概ね推察し得べし．

．（vl）’市販肝油製品のビタミンA含量

　市販肝油製品の種類拉びに組成は雑多にして本試験は眞に其1部を取扱ぴたるに過ぎざるも其成

績第5表第10號以下の如し．

保存方法は全く（iii）に同じ

　表を按ずるに何れの品もビタミンの減少甚だ僅少にして最も大なるものも18％強（第10號にし

て只1種に過ぎす．

　他は（第14．15．及18の各號）漸く1％を超ゆるに止まるのみ．

　就中膠嚢製品の如きは氣温の上昇したる際軟化し油の浸潤し干る催れありたるにも拘らす良く敏

力を保持せり，．

第　　3　表

書剃・ケ鞭1・於け・㈱勲

1

2

3

4

5

6．

7

8

9

10

11

異臭味ナシ

同　　上

灘　　上

微二褐色ヲ帯ビタル凝固性物質ヲ罎馬蝿滞留ス，異臭味ナシ

異臭味ナシ

催微ノ沈塗生ズ，異臭味ナミγ．

異臭味ナシ

同　．　上

同　　上

腿ロスルニ稽々腐臭ヲ褒ス

ー　　　　　　　　　　　　　　　　　　　＼　．
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．12

13

14

15

16

17

18．

19

20

21

22

白徽表面ヲ覆フ

白徹ノ畿生ヲ認ム

微二特異ノ響町ヲ有ス

口歌ナ》

腐臭ヲ有ス．

撒二腐臭ヲ有ス

異歌ナシ

同　　上

同　　上

巴　　上

同　　上

　　　　　　　第4…表 （密栓とあるは軍に氣密に墜栓し7こるのみにして封蠣を雄さす）

略

號

A
A
B
C

D
E
E
F

F

G
G

外

類黄色　小量ノ沈澱物ヲ認ム
　　　　　　　　　　　も
類黄褐色多量ノ沈澱物ヲ認ム

黄色　多：量ノ沈澱物ヲ認ム

淡黄色透明

鐙褐色透明

鐙黄色　少量ノ沈澱物ヲ認ム

同　　上

鐙黄色　微量ノ沈澱物ヲ認ム

同　　　上

i類黄色　少量ノ沈澱物ヲ認ム

同　上　多量ノ沈澱物ヲ認ム

内容量

　9

15

15

6

2．

2

5

5

2

2

30．

70

保 存 方 法

コルク栓付無色壕二塁ヲ． [ス
同　上（炭酸ガス富浦）．

共栓付緑色壕二撮要ス
共回付褐色二二殆ド充滴ス炭酸ガス
充満
同　　上

共栓付無色壕出圭ヲ充ス

同　上（炭酸ガス充溝）

共栓付褐色堤二殆ド充満

同　上（炭酸ガス充満）

コルク栓：付褐色壕臼蓋ヲ充ス

共栓付褐色曝二甚ヲ充ス
（炭酸ガス充潔）

第　　5　表

最：初ノ

含　量
1・E．／9

．72736

72736

17390

　8416
457600

103216

103216．

88880

88880

53332．

53332

13328

72720

10656

　76i7

457600

76176

96960

82048

86480

50000

51600

81．7

0．

38．7

9．．5．

0．

26．2・

6．1

7．7

零．7

6．2

3．1

〆

番　號

1

2

3

、4

5

6

7

8

9

保 存 方 法

王冠付褐色罎二容〉レ製晶ハ炭酸ガス入ル

コルク栓付褐色堤二容ル製品ハ炭酸ガス飽和

コルク栓付置色壕「．

コル〃日付緑色壕

コル． N割付無色壌

同　　上

コルグ門付褐色墨二容ル製品ハ炭酸ガス飽和

コルク栓付褐色壕

コルク栓付無色墨

最初ノ含量

　1・E．19

22848

12288

3235

5760

2909

1370．

6255

3160

5934

1ケ年後
ノ含量
1・E・／9

20000

10665

2450

5135

2450

1157

5155

2462

5038

保存中ノ．

減失量
　％

12．46

13．20

2427

10，85

15。78・

工5．55

17．59

22．09

15．10・

’
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亭　均

　10
　11
　12
　13
　14
　15
　16
　17
　18
準　均

螺栓付褐色壕二容レ，ポール箱入可

同　　上

螺栓付褐色壌二容レ，ポール箱入り

同

、同

同

上

上

上

コルグ栓付褐色羅二容レ，ホ㌧ル箱入り

螺栓付緑色壌二容ソ，ホ㌧ル箱入り

螺栓付禍色二曝容レ，が一ル箱入層り

3259

2827

982

5558

1023

2678

4980

6211

6452

2669

2525

898

5344

1008

2646

4784

6038

6452

16．32

18．10

10．68

8．55層

3．85

1．47

1．19

3．94

2．79

0・

5．62

　叙上の成績を縫面するに次の如し．

　肝油及其製品が製造後時日の経面するに件ひビタミンAを失ふベレとの豫測は正に眞實なり・今

其結果を試料の性質に從ぴて考察するに高力債肝油は叉は濃縮物等ビタミンA含量の高き試料に於

ては可及的光を遮り炭酸瓦斯を充填したる硝子壕内に貯ふ多とき室温に於ても著しき沿耗を受けざ

るものにして沿耗の最大原因は光，熱（氣温の攣化する範園に於ける）等より寧ろ酸素（室氣）の存

否なるべし，斯かる注意の下に保存した，る蘇料の1ケ年間に於けるビタミン減少率はビダミン含量

の種々なる試料8種至均約14・4％なり・

　次に前者に比してビタミン含有量少き市販肝油を製品の其儘包装状態の下に室温に於て保存する

時何れも若干量ビタミン喪失したるも此際には特に炭酸瓦斯充填の数果著明ならざりき．

　右の二二に於試料の1グ年間に於けるビタミン減少率はビタミン含量の種々なる試料9種卒均約

16．3％とす．

　更に肝油製品に在りては前者に比し概ね三三少し，此場合に於けるビタミン減少率は種々なる試

・料9種孕；二三5・6％なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　　　　　言

　冒頭せる如く余等の意圖する全試験の1部に過ぎざる本成績を以てビタミンA製品に腐する批判

をなすは時期甚だ尚早の感があるを冤れざるも成績の示す如く市販製品にしてビタミン含量及保存

性に於て鋏くる所ありと認めらるるものあるは誠に遺憾の念を禁じ能はざる所なり，蝕に一言し以

て結言に代へんとす・

、
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スルフォンアミド剤の毒性に關する調査報告

　　（第2報）本縫の毒性に聾する實験報告

　　　　　　　技師寺田　安一・黙思苗村徳衣郎
　　　　　　　．元囑託多田英二郎「元助手遊佐　愈敬　　　
　　　　　　　　助手齋藤英i欠郎

　吾等は前回當衛生試験所彙報第59號に於てスル’フォンアミド翻の毒性に關する丈鰍的考察を第1報として爽

表ぜq・今回は豫報の如く第2報として毒性に關する實験成績を糞表す・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　自

第1章　致死量虹に動物の感受性に就て

　第1節　マウスに封ずる致死量

　　第1項　弔辞に煽て

　　第2項．實験方法

　　第3項　 日岡備實験．　　　　　　。

　　第4項　實験成績

　1第2節　家兎，膿重1k9に就き29宛皮下投與ぜる

　　際の致死寧「

　第3節　鳩豊重1k9に就ぎ2g宛連日純口投與ぜ

　　る際の生存日数’

　第4節動物の感受性に就て

第2章　副作用に就て

　第1節　髄温障害

　　第1項　家兎實験

　　　第1　検膿に就て

　　　第2　實験方法

　　　第3　豫備實験

　　　第4　實験成績

　　第2項　鳩貸験

　　　第1　實験方法

　　　　　　　　　　　第1章

次　　　　　　　　　　．

　　第2　實験成績‘

　第2節　蓮動障害　、　　　　．、

　　第1項マウスに封ずる急性症験

　　第2項　鳩に封ずる慢性序歌

　第3節　胃腸障害

　　第1項　嘔　　吐

　　第2項　食慾不振

　　第3項’禮重減少

　　第4：項　其：　他

　第4節　血液障害

　　第1項　貧　，血

　　第2項　白血球百分率の攣化

　第5節　呼吸拉に血塵に及す影響

　　第1項實験方法

　　第2項　豫備實験

　　第3項實験成績

　第6節　其　　他

　　　網、　括

　　　結　　論

　　　　　　　　　　　　　　　　致死量拉に動物の感受性に就て

　前報の如く本剤のマウスに野する致死量に關する報告は：頗る三々たり．依りて之を再槍討すべく幽．

、提供されし市販品の致死量を測定し，同時に今野技師に其三三的槍索を依頼せり・

　荷他の自的を以て行へる家兎拉に鳩實験の際，其致死率麺に生存日数に依りて，奉剤に野する動

物の感受性の相異を知り得たれば，之をも共に報告す．

　　　　　　　　　　　　　　　第1節マウスに封ずる致死量
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　　　　　　　1　　　　　　第1項
吾人の實験に供せし藥品は次の如し．

1．

2．

3．

4．

5．

二二に就て

スルフアミγ（局方名）

市販品4品箆に板井技師の責任に於て化學的純粋製品・

ヂスルフアミン（新局方名）

市販品8品
アセ下スルフアミン（新局方名）
　　　　　　　　　　　●
市販品2品　・

スルフアピリヂン

市販品2品
スルフアメチルチアゾール

市販品1品

、

．術心心は衛生局より口話せられたる藥剤にして今野技師に提供せしものと同一品なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　第2項實駿方法
　20－15gの健康なるマウスを選び，本割の田面量を経口及び皮下投與せり．経口的には本剤のア

ラビヤゴム乳剤を嚥下せしめ，皮下的には本剤の塵三叉は苛圏三ソーダ溶液を背部に注射し，4日聞

．観察せり．其溶液のp：Hは次の如し・

　スルフアミン＝2．0，ヂスノレフアミン＝9．6，アセトスルフプミンニ8．i，スルフアピリヂン＝

　11，スルプアメチルチアゾール＝11．

　荷経口投與には自ら最大限度あり．20％以上の乳剤は直ちに沈澱して均等溶液になり得ざるを以

て，20％．孚L割を最高濃度とし，又マウスに1cc以上経口投與する事は無理なる故，1ceを最大限

度とし，若し20％溶液1cc投與にて致死せざる場合には致死：量測定不能なりと漸定せり・

　　　　　　　　　　　　　　　　・第3項豫備七六
　以上の實験方法の中，皮下投與の揚合其各溶液のpHが頗る高レ從ぴて其pHが致死量測定を

阻害する恐あり．依って吾人は豫め次の實験を試み％り．

　帥ちpH＝14D5，　pH＝13．07，　pH＝i2．12なる苛性ソーダ液鐵にpH＝2・02，　pH＝1・07・pH＝0・1

麗歯応漉し．之を159轍の嚇マウスに其題ゐ一麺量（本容量は吾人の實繭團

に於ける最大投與量なり）宛皮下及び艀賑内注射せし虚，第1表冠に第2表の如き結果を得たり・

　從って吾人の馬験範園内に於けるpHが藥剤の致死量測定を阻害する恐なきものと信ず＿

　　　第1表　苛性ソーダ液のpHと其毒性　　　　　致　死　率　　　　　　　100％

1　皮　下　注　射

實験

番號

1

2

3’

禮重
（9）

18．0

16．5

15。0

苛性ソーダ液
を鵬重の毒最
盛投與せし際

のpH
14．05

〃

〃

尋尊蹄

死

〃

〃

備 考

購灘≒激

4

5

6

7

8

…1
1551
14．5

14。5

14．5

1ツ07院裟三三讐

〃　生録謬農莚膿
〃　　　　〃　　毛す．後竣坦とな
　　　　　　　る　　　　　　　’
〃　　　　　　　　〃

死　率 20％
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臼1

10

11

］2

．13

15．2

15．0

16．2

15、6

15．2

12，12

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

4　15．0

5　16．5

6　15．0

7　14．8

8114β

1．07

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

．”

〃

致　死　率

離難鑓

0％ 致　死　率

2静脹．内注射

實験

番號

1

2

3

三雲
（9）

16．7

165

16．0

苛性ソーダ液1

鑛薯糠暑i輸
pH：　　　　1

備

0％

考

9

10

11

12

13

17．0

14・9

15．5

14．2

14，0

2．02

〃

〃

〃

〃

　生

　〃

　〃

　〃

過失死

14．05

〃

〃

死

〃

〃

ト射幅 致　死　率 。％

2’ﾃ　脈　注　射

致　死　率 100％

4

5

6

7

8

14．0

14．8

14．0

14．0

15．4

13．05

〃

〃

〃

〃

生

．”

〃

〃

〃

登部生存し異歌な
／し

實験

番號

　1
　2
　3

0％

マウス
燈　：重

　覧9）

斗5・6

15．0

15．4

致　死　率

鞭酸液を膿重
の弄量投．興ぜ

し際のpH

0，1

〃、

〃

輔鯖1備 考

死

〃

〃

1醐死す

致　死　率

9

10

11

12

13

152

15．2
　　1
15，7

14，6

15．01

12．12

〃

〃．

〃

”　、

生

〃

〃幽

〃　　．

〃

100％

4

5

6

7

8

0％

115．2

152

15．7

14．5

15．0

致　死　卒

1．07

’，

〃

〃

〃

生

〃．

〃

〃

〃

1
全部生存し異欺な
し

第2表．監1会遇のpH　と其毒性

　　　1皮　下　注　射

致　死　率

實剛轟蝶肇纏薪備
番新（釧際の・則

0％

9

10

11

12

13

14．0

142

15・0

14．8

15，2

0．02．

〃

〃

〃

”．

考
敷　死1率 0％

1

2

3

15．5

14．0

14．6

0。1

〃

〃

死

〃

〃

｝

洪射後2時間にし
て死す

致　死　率 100％

　　　　　第4項實験成績

10．スルフアミン

吾人の得たる實験成績は次の如し．
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第3表　スルフアミン’Nr・1の

　　　　マウスに封ずる致死率

　　　1紹　口　投與

致死率

實瞼

番號

1

2

3

4

5

禮重
（9）

16

19

17．5

〃

19．5

信豊重2091こ斐」

する経口投與
蛙（mg）

100

〃

〃

〃

〃

輔蹄

死

〃

〃

〃

〃

備

40％

考

11

12

13．

14

15

18’

19

17

16

18

40

〃

〃

〃

〃

生

死

生

生

生

翌日死す

致　死牽 20％

第4表スルフアミンNr・2の
　　　　マウスに1封ずる致死率

　　　1纏　口　投　興

．致　死　牽 100％

6

7

8

9

10

21

15．5

24

19

20

75

〃

．〃

〃

〃

死

生

生

生

生

翌日死す

．實験1灘欝2・91調
蘇i・・澱醐投與

致死　率 20％

1

2

3

4

5

16

17

17

17．5

17。5

100・

〃

〃

〃

〃

輔動

画

死

〃

〃

〃

備 考
↑

2日目に死す

　　〃

　　〃

3日目に死す
2日自に死す

11

12

13

14

15

22

16

16

16

17

50

〃

〃

〃

〃

生

死

生

生

生

翌日死す

20％

激死率

致死率

．100％

6

7

8

9

10

15．5

17．5

18

15

15．5

75

〃

〃

〃．

老

生

〃

〃

死

生

2皮下注射

2．日目に死す

致　死率

髄：重

．（9）

20％

實三

番號

1

2

3

4

5

16

16

16．5．

16

16

膿重：209二i蜀

スル皮下注射
量（mg）

60

〃

〃

〃

〃

韓露

死

〃

〃

〃

〃

備 考

二目死す

｝翌・齋

｝三日死す

11

12

13

14

15

16．5

16

18

16

1a．5

50

〃

〃

〃

〃

生

死

生．

〃

〃

2日目に死す

致　死率

致死卒 100％

20％

50

〃

〃

〃

．〃r

生

生

死

生

．死

2皮下　注射

6

7

8

9
10

ユ6

17

16

16

18

4日口に死す

1
曇日死す

實瞼

番號

1

2

膿：重

15．

14

髄2・9に封1

藁謝鰍鰯
60

〃

死

〃

備 考

當　日

翌　日
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’

ノ

3

4

5

15

15

15

60

〃

〃

〃

〃

〃

14

15

100％

18

15．5

致　死　率

50

〃

〃

〃

致　死　率 0％

15．5

14．0

14。5

15．5

・bl・7・・

50

〃　．

〃

〃

〃

死

〃

〃

生

死

當　目

4日目

翌　日

畳　2皮下注．射

翌　日

實験

ﾔ號

禮重
i9）

マウス膿重20
Xに饗する皮
ｺ注射量（m9）

韓露「

備　　　　考

致　死　率 β0％

11

12

13

14

ユ5

17

18

15

16

15

40

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

1　．15

2　14

3　14

4　14

5　13

60

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

翌日死す

　〃

　〃

　〃

　〃

致　死　率

致　死　率 0％

第15表　スルフアミンNr・3の

　　　　マウスに封スル瀕死率

　　　1　経　口　投　與

100％

6

7

8

9

10

15．5

14。0

14．0

15．0

14．5

50

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

死．

生

翌日死す

翌日死す

致　死　率 40％

實山

番號

　1
　2
　3
　4
　5

　　　彊豊重　畳豊重：2091こ封

（9）唾至醐投興 輔麟

16。5

17．昌

15．5

15．5

17。0

100

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

備

ぎ’日目に死す

　　〃

　　〃

2日目に死す

　　〃

　　　　11

考　　　12

　　　　13

　　　　1硅

　　　、　15

15．5

16．0

15。5

15．5

14．5

40

．〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

死 翌日死す

致　死　率

致　死　率 100％

20％

6

7

8

9

10

15。5．

16．0

17．5

15．0

15．0

75

〃

〃

〃

〃

生

．”

〃

〃

〃

第6表冬ルフアミγN・．4の

　　　　マウスに封ずる・致死率

　　　1経　口　投興

實輪

番號

致　死　率 0％

11

12

13

18

17．5

15。5

50

〃

〃

生

〃

〃

1

2

3

4

5

匿重
（9）

15。5

16．5

16．5

17．0

15。0

百重209に封
ずる経口投與
：量⊂mg⊃　1

100

〃

〃

〃

〃

正価

死

〃

〃

〃

〃

備 考

2日目に死す
　　〃　　〆

　　”　　、

3日目に死す
2．

坙ﾚに死す

致　死　率 100％

〆
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6

7

8

9

10

16

15．5

16。5

18

15．5

75

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

3日目に死す

2日目に死す

3日目に死す

2日目に死す

3日口1こ死す．

實特

番號

致　死　率 100％

11　16
12　16．5

重態5

　ロ151．16・5

5G

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

2日目に死す

1

2

3

4

5

盤：重

（9）

18

17

ユ8．5

16．0

15．5

畳豊重2091こ謝

する糎目投與寒露
：量（mg）

100

〃

〃．

〃

〃

死

〃

生

死

〃

備 考

3日目に死す

　　〃

20％

2日回に死す

　　〃

鼓　死率

致　死　率

2　皮　下　注　射

80％

6

7

8’

9

10

17

16

16．5

ユ5．5

16．5

75

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

〃

〃

1實二

番號

禮重
（9）
欝繍　

3日目に死す

o

1

2

13．5

16．0

3［15・0

謂1：1

60

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

敷　死　率 20％

備 考

竪日死す

4日目に死す

翌日死す

　〃

　〃

11

12

13

14

15

16．5

16．5

16

16’5

16

50

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

致　死　率 0％

敷　死率 100％

6

7

8

9

10

15．0

14．0

14．0

14。5

14．5

　　50
’　　　〃

　　〃

　　〃

　　〃

死

生

〃

〃

〃

翌日死す

敷、死　率 20％

11

12

13

ユ4

15．

．16．5

17．0

18．0

15．0

ユ6。5

40

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

　從ひて其致死率は各々梢相異すれども，實験動

物の種々なる條件を考慮せば，斯る相異を無視す

べきものならん．

・從ぴて本市販品中に不良品ありとするも，之を

共毒性と關係付ける事は困難なり．

　『2．ヂスルフアミン

　　　第8表ヂスルフアミンNr．　しの

　　　　　　　マウスにi封ずる．致死率

　　　　　　　1純，口　投　與

實験

番號

致　死　率 0％

第7表板井氏スルフアミyの

　　　　マウスに封ずる致死率

1

2

3

4

5

　　ド畳豊重一マウス彊豊重201

　　1粛に封ずる投韓蹄
（9）稗邦・（m9月

17．0

15．0

17．0

16．0

15。5

200

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

備 考
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灘死率 0％

2　皮　下　注　射

實験

亭亭

實瞼．

番號

1

2

3・

4

5

櫨：重

（9）

16．0

16．0

．15。7

14．8

15．7

マウス禮重20
91こ封ずる投韓露
與量㌔mg）

40

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

備 考

翌日死す

當目死す

　〃

　〃
　』’抄

1

2

3

4

5

盟重
（9）

16．5

14．5

17．5

16．5

15．5

マウ噛重20i
gIこ封㌧ずる投1車專蹄
與量（皿9）

40

〃

〃

〃

〃

死

〃

〃

〃

〃

備 考

翌日死す

當日死す

　”：

　〃

　〃

致・．?@率

致　死　率 100％

6

7

8

9

10

15．5

14．8

16．0

15。0

14．5

30

μ

〃

〃　．

〃

死

〃

〃

生

死

翌日死す

　〃
二目死す

翌日死す

100％

6

7

8

9

10

15．0

16．5

14．8

15．0

15．5

30

〃　’

〃

〃

〃

死

生

卑

〃

〃

翌日死す

3日目に死す．

　〃
翌日死す

致　死　寧

致　死　牽 80％

11

12

13

14．

15．

15．0

15。7

16．0

15．0

．14．5

20

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

〃

〃．

當日死す

80％．

11

12

13

・14

15

16．0

．15。0

15ρ

15．0

15．5

20

〃

〃

〃

〃

生．

〃

〃

〃

〃

致　死　牽

致　死　率

0％

20％

第9表ヂスル7アミyNr・2の
　　　　マウスに封ずる致死率

　　　■経　ロ　投與

釦0表ヂスルフア、ンN，，3の

一　　マウスに封ずる致死率

　　　1輕　口　投　與

實験

番號

1

2

3

4

5

膿：重

（9⊃

15。5

15：0

15．5

16．0

15

マウ刈鐙重20
9に饗する撹
與：量（mg）

200

〃

〃

〃

〃

韓蹄

生

〃

〃

〃

〃

備

　　　實融

考　　番鵬

1

2

．3

4

5

0％

三重
（9）

16，5

17．0

16．5

15．0

’15．0

致　死　率

マウス畿重20
giこi封ずる三韓覇
與：量丸mg）

200

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

備 考

致　死　率 0％

2　皮　下　注　射 ・2皮　下　注　射
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實二

番號

1

2

3

4

5

醗：重

（9）

17．0

15．5

15．0

15．5

15。0

マウス禮重20
gに封ずる投
與量（mg）

40

〃

〃

〃

〃

三三

死

〃

〃

生

死

備 考

致　死　率

｝當・死・

0％

6

7』

8

9

10

17．0

17．0

16，5．

15．5

15．0

150

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

死

十日死す

白日死す

欝日死す 致　死　率 40％

致，死率　辱 80％

6

7

8

9

10

115．5

15。5

17．5

15．5

15．0

30

〃

〃

〃

〃

死

〃

生

死

生

｝即死す

細目死す

60％

2皮　下　注射

實験

番號

致　死　率

．11

12

13

14

15

15．5

15．5

16．0

14．5

16．0

20

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

〃

死

翌日死す

1

2

3

4

5

燈重
（9）

15．0

15．0

15．0

15．0

15．5

マウス盤重20
9に封ずる投
興：駄mg）

200

〃

〃

〃

〃

旧離

死

〃

〃

〃

〃

備 考

｝

脚死す
｝

致　死　率 100％

翌日死す

致．死　率 40％

　本表に依砂て明なる如く，経口的には3品共致

死量測定不能なるも，皮下的には可能にして，其
・・耐食量は大腸30�高√�E
　從ひて各製品間に毒性の差異を認めす㍉

　3．ア配下スルフアミン’

第11拉に12表の如く，Nr・2は：Nr・1に比し

1梢毒力強きものの如し．

　　　第11表　アセトスルフアミソNr・1＼

　　　　　　　　めマウスに封ずる致死率

　　　　　　　1経　口　投　與

6

7

8

9

10

18．0

16．0

14。5

15．5

15．5

150

〃

〃

〃

〃

生

死

生

〃

〃

當日死す

i致　死　率 20％

11

12

13

14

15

16．0

16．0

15．0

16．5

15。5

100

〃

．”

〃

〃

坐
〃

〃

〃

〃

致　死　率 0％

實隔

番聯

1

2

6

4

5

｛澄重

（9）

16．5

16。5

15．5

16．5

17．0

r踵讐瓢輯
與景（・・）1“

200

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

備 考

第12表アセトスルフアミンN・・2

　　　　のマウスに封ずる致死率

　　　2経　口　投・與

實瞼

番號

1

2

瞠重
（9）

16．5

17．0

マウス禮重20
9にi封ずる鍵
瑛斗量（m9）

200

〃

曹露

死

〃

備 考

當日死す

翌日死す

9
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3

4

5．

16。0

16．5

16．5

200

〃

〃

〃　當日死す
〃　　i翌日死す

列〃

第13表スルフアビリヂソNr・1

　　　　のアウスに封ずる致死率

　　　1経　口　投　輿

致　死　牽 100％

6

7

8

9

10

18pO

18．0

16．0

18．5

16

150

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

〃

死

i約20時後死す

約20時後死す

實験

番地

扱　死　率 40％

1

2

3

4

5

盤重
（9）

マウス盤重
20gに封、ずる
投與：量（m9）

22．0

16．0

15。5

16．0

16．0

200

〃

〃

〃

〃

輔墜

死

〃

〃

〃

〃

備　，　考

當日死す

翌日死す

當日死す．

　〃
翌日死す

2　皮、下　注　射
致　死　率

實四

番號

1

2

3

4

5

こ口
．（9）

14．5

15．5

．14．5

15．5

15．5

マウス盤重20
gIこ封」ずる投ヰ專蹄
輿量（gm）

200

〃

〃

〃

〃

備

100％

考

〃

6

7

8

9

10

16．0

16．5

18．0

15．0

15。0

150

〃

〃

〃

〃

死

生’

死

〃

生

當日死す

當日死す

　〃

致　死率 60％

2　皮’下　注　射

致　死　率 100％

6

7

8

9

10

15．5

15．5

16．5

16．0

、15．5

　150

　〃
。　　〃

　〃

　〃

生

死

〃層

〃

〃

｝翌…

當日死す

80％

實験

圏内

致　死　率

．1

2

3

4

5

燈重マウス丁重
　　・209に≡劃’する
（9）　　投與圭嚢：（二mg）

15と0

17．5

17．5

15．0

15．5

20

〃

〃

〃

〃

韓蹄1備
考

死

〃

〃

〃

生

11

12

13

14

15

15．5

14．5

14．5

18．0

15．5

100

〃

〃

〃

〃

生

ぞ

〃

〃

〃

射目死す

激　死　率

致　死　率 0％

80％

6・5釧
7　15．0

」8　15．5

9　16．σ

・o116・0

15

〃

〃

〃

〃

死

生

〃

〃

ル

2時間後死す

　4．スルフアピリヂン

　第13蚊に14表の如くNr．1は：Nr．2、に比し

経口的には毒性強く，非経口的には稻弱き結果と

なりたるも，何に因來するものなりや詳ならす．

致　死　率 20％

11

12

13

14

15．0

14．5

14．5

14．5

10

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

』1
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・51・5・・｛〃 1〃1

致　死率 0％

第14表スルフア回ビン．N・・2

　　　　のマウスに封ずる致死率

　　　’1経　口　投　與

實瞼

番號

1

2

3

4
5

禮重
（9）

15．5

16。5

16．0

16．0

15。5

マウス十重20

9に封ずる投鯨蹄
與量⊂mg）
　　　　　1
200

〃　．

〃

〃・

〃

生

〃

〃

〃

〃

備

　　　5．スルフアメチルチァゾール

　　も灘嚇二二灘箏
　　なりき㌔

　　　　　　第15表．スルフアメチルチアソ’一ル

　　　　　　　　　のマウスに封ずう致死率

　　　　　　　　　1経　口　投　與考

0％

實瞼盟：重

晶晶．（9）

致死率

1

2

3

4

5

15

17

14

15

14

マウス艦重20
9に封ずる投
與：関しnユ9）

200

〃

〃

〃

〃

！臨錨

生

〃

〃

〃

〃

2　皮　下　注射

備 考

致死率唱 0％

貧明

番號

1

2

3

4

5

盤：重

（9）

18．0

15．0

15．0

15．2

15．5

マウス髄重20
9に封ずる投
群舞：（mg）

20

〃　’

〃

〃

〃

輔聾

死

生

死

〃

〃

．備 考 2皮下　注射

當日死す

當日死す

　〃

　〃

番號

實験禮重儲鍔毅鰯　　（9）1鰻（mg）

備　　　　考

致死率 ＄o％

1

2

3

4

5

15．5

16．5

16．0

15．5

16．0

15

〃

〃

〃

〃

12　　　死
〃　　　　　　〃

〃　　　　　　〃．

〃　　　　　’〃

〃　　　　　　〃

6

7

8

9

10

15．5

15．0

．15．0

15．5

’16．0

死

〃

〃

〃

〃

2目目に死す

2時問後に死す

2日目に死す

2時間後に死す

2日目に死す

100％

注射當日死す

致死率

致　死率

工00％

6

7

8

9

10

16．5

16．0

17．5

15．0

16．0

11

12

13、

14

15

14．8

15．5

14．7

14．8

14．7

10

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

10

〃

〃

〃

〃

生

〃

〃

〃

〃

致死率 0％

　以上を一括し共50％致死：量を表示せば次表

の如し．

致死牢 0％
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第16表r嫁實験1こ於けるスルフオソアミド剤のマウス1こ樹する50％激死量一覧表

　　　　　　　籔孚はマウス禮重309に封ずるmg量を示す

藥

品

名

輕
口

投
與

皮
下
注
射

ス　　　ル　　　フ　　　ア　　　ミ y

Nr．1

翫，1

1
Nr．3

■

100－75

約50

Xr．4

100－75

50＿40

100－75　　75－50

約50 60－50

板師
井製
投一品

100＿75

ヂスルフアミン！

Nr．1’Nr．2 Nr．3

アセト5ル1スルフア
プ　ア　　　　ソ

＞200 ＞200

3伍20h働

Nr．1

　　1

＞200＞200

30－20 200－160

筑r．2

約150

1δ0－100

ビ　可ヂン’

Nr．1
　　、

約150

20－15

Nr．2

＞200

ユ5－10

ス　ルノ

ルチ
フア
アソ’

メ　1

チル

＞200

12－10

　之を第17表に示す：文獄報告に比すれば，其値大略一致し，且報告匠々たるものにありては其中

闇位を占むる事を知り得らるべし．

　尚今野技師の報告に依れば本市販品中には相営粗悪品が存在せる由なるも，其致死量に著しき相

異を見ざりき．

　叉一時本邦に於ける製品は外國品に比し毒性強く，効力弱きものの如く云ぼれし事ありしも，1第

17表及後章にて明なる如く．其毒性は外三文獄の報回る所と寸分の相異なし．　　　　　’　」

第17表　丈献に依るマウス1こ封ずる致

　　　　死量ぐ止所彙報第59號所載）

鍛字の下の線は外國文献よリ引用ぜ

るものなることを示す

藥

品

名

口

耳

目

皮

下

投

與●

ス

♪レ

フ

ア

y

　200

＞100

　80
60－80

100

67．6

40

12．6

亥

㌻

ζ

y

〉璽
＞200、

　120

30

20

ア　ミ

セ　　ソ

ト

ス

ノレ

フ

ア

＞200

200

140．

ス　　｝！

7レ

フ

ア

、）

ヂ

墨
＞200

20

ス　　ノレ

ル　チ
フ　ア

ア　ゾ
メ　　1

チ　ル

10

　　第2・節　家兎髄重喋kgに就き29宛

　　　　　　皮下投與せる際の致死率

　後述する如き禮温下降作常研究の爲吾人は「ス」

剤を家兎腱重1kgに就き29宛皮下投干せる際，

次の結果を得たり．

　1．　スルフアミン注射家兎は3例共全部死す．

　2．　スルアメチルチアゾーノレ注射家兎は3例中

2例死す・

　31スルフアピリヂン注射家兎は3例中1例
死す．

　4．他は全部生存す．

　此際藥劃のpHは服忌なし．從ひてスルフア

ミンの毒力最も彊くスルアメチルチアゾール・ス

ルフアピリヂン之に次ぎ他は更に弱きものと思考

し得．

　　第3節　鳩髄重1kgに就き29宛連日・
　　　　　　経ロ投上せる際め生存日激　　隔

　後述する如くrス」剤を鳩三重1kgに就き29．

宛連日経口探即せし虚，響町存日藪は次表の如し1
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釦8表・協・ア・ド軸・毎・叢宛繊與礁の動騨鱒・．

藥品名

『ス

ノレ

フ

ア

y

實　験　期　日
　年　月　日

19．

　〃

　〃

17．

　〃

　〃

9．25

1．16

實鹸番號

Nr．　1

Nr．　2

Nr．　3
　　　，
Nr．21

Nr．22

Nr．23

鳩彊豊重：（9つ　乎生

345　6

355　6
430

365　δ

410　δ

350　♀

韓蠕

死

〃

〃

〃

〃

〃

生．存日敬

9日

6日

10日

4日
7日

8日

備 考

卒均生存日敬 7．3日

ヂ

ス　ア

ノレ　ミ

フ　　ソ

16。10。13

　〃

　〃

Nr．

Nr．

Nr．

5

6

7

360

370

370

生

〃

〃

｝・一汁卜し

準均生存日敷 60日以上

ア

セ　　フ

トτ
莞・二

17．　1．16

　〃

　〃

Nr．18
Nで．19

Nr．20

370

350　6

315　早

死

〃

〃

8日

7日

10日

ユF均生存日敷 8．3日

ス

ル　　ヒレ

フ　リ

．ア　ヂ

　ン

16　11．　4

　〃

　ノ’

17．　1．16

　〃

Nr．　9

Nr．10

Nr．11

Nr．24
N・・2§

355　♀

335　・♀

920　δ

380

375

死

〃

〃

〃

〃

13日

13日

9日

8日
‘7H’

亭均生存日数 10日　．

．スチ1

ルルル
フチ

アア
メソ

16．12．　3

　〃

　〃

Nr．12

Nr．13

Kr．14

355　孚

320　6

350　6

死

〃

〃

1㌃口

23日i

　李均生存日藪　　　　　　　　　　　　　　．．　　　15．7日

　從ひてスルフアミンの毒力最二二く，アセるスルフアミン・スルフアピリヂン・スルファメチルチ

アゾールの順に弱くなるものの如きもヂスルフアミンのみは鳩に作用せざるものの如く，60日闇投

與せしぶ・鳩の健劇伏鉢不攣なりき．

　　　　　　　　　　　　　　　第4節動物の感受性に就て

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　o
　以£の實鹸成績に依りて「ス」醐相互間の門守を比較せぱ次表の如し，
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第19表　各種「ス」剤の毒力．比較一覧表

動
物
名

マ

ウ

ス

家

兎

鳩

層投與

方法

経

口

皮

下

皮

下

纏

口

各種「ス」捌の毒力比較

　　　　　　ヂスルフアミン
・ルフア・y＞ζ診無謬ン

　　　　　　スルフアメチルチアゾール

ス努㌃贈〉ス冨孔〉ヂ・ルフア・・〉・ルフア・・〉・…ルフア・・

’・ルフア・・〉スル掾G獄〉…プア・・ヂ・〉幾畷激。

・ルフア・y＞・・…ナ…〉・・レフア・・ヂ・〉スル ﾞ蹴〉ヂ・・レフア・・

　從ぴて其虚血方法鍾に動物の種屡を異にせば其毒力を異にする事を知り得べし．「謡曲方法の相異

に依る毒力の相異に就きては，從來スルフアミンにベンツオール核・ビリヂン核・チアゾール核が

結合せば，共毒力を増せども，共溶解被吸牧性を減するが爲なりと説明さる．動物の種類の相異

に依る毒力の相異に就きては之満ち所謂動物の種屡的特異性に因るものならんと吾人は想像するも’

のなり，後述する副作用實験成績を見る．も亦之を如實に示す1

　從ひて斯る相異は本丁験成績に依りて臨鉢症状を想像するを困難ならしむるものなり。

　　　　　　　　　　　　　　　第2章副作用に就て

　第1報にて記載せし如く本剤の所謂副作用なる症状は多種多様にして，術且第1章に記載せし如

く實験動物は本剤に虚し画意的特異性を有するものの如きを以て，吾人の狭盗なる動物凝血範園を

以てしては到底其全般を實讃し得ざるも・或程度之を實誰し得たりと信じ鼓に之を記蘇す。　　＼

　　　　　　　　　　　　　　　　第1節髄温障害
　文献に示す「ス」剤の禮温障害作用は2種類にして，共1は寸歩下降及び解熱作用，其恥ま磯熱

作用なり．吾人は斯る作用を確認すべく次の實験を試みたり．

　　　　　　　　　　　　　　　　第1項　家　兎　實験

　　　　　　　　　　　　　　　　　第1　検膿に就て

　本研究に際してはスルフオンアミド化合物の毒作用を観察せんとするものなれば，使用藥品は化

學的三品なるを要す．依りて今野技師等の報告に基き純品と見倣し得べき各種製品を一つ三選ま用

ひたり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2・實　験　方法
　艦重2kg前後の健康なる家兎に豫め湿刺を行へる場合と然らざる揚合とに於て前記三品を各々

一門皮下注糺肛門醗温血察⑳蘭語際しては各轍或は郁・ソーダ

、
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溶液とす．其pHは次の如し．

　スルフアミン＝1・8・ヂスルフアミン＝9・6，アセトスルフアミン＝6・8・ス〃フア鳩リヂン＝12・

　スルフアメチルチアゾール＝12．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3　．董象　行欝　實　 瞼’

　以上の如く各溶液のpHは一般に頗る高きを以て，之が本實験を阻害する恐あり・依りて豫備實

験としセ吾人の實験範囲内の最高度pH〒1．8の塵酸液鼓にpH＝i2の苛性ソーダ液各々50cc宛（最

大投與：量）を皮下注射せしに，真平写字虞置家兎に弔しては最初艦温を稽下降後梢上昇せしめ．叉

温刺家兎に蜀しては僅かに一過性の下降を起さしむのみなる事を知り得たり．

　尚主構として温刺蛇に無虎置家兎の艦温も測定し置きたり．

　　　　　　　　　　　　　第1岡　「ス」剤の家兎に封ずる禮温下降曲線

　　　　　　1．無　腱　置　・家．兎1　・…　　　　｝’　　　　　2温　刺　家．1兎　・

　、。　　　、封　猜　　　　　　　　　　郭
　59　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．59

　36　　　　・　　　　　　　　　　．　　　　　　　　；　　　　　　　　　　　　　弼

　36　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　36

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　41　工⊇
li．．．．．・・．．・∈　 ．．il　÷十二・・幅繍…
36

11

；踏台響『ヨ三「『｛
　スル7≠ミン而…王氏

　　　　　　　　　　　　≡≡ヨ

一「牛

稲
1

1

i　　　　髭

澤
ll†ウ
；1

56

ーコ1

認

琵

ll

l1

56

．命

㌦

ll．

器

ll．

1；デス’レフγミ痛闘

碧0
36　…

　謬

　；1

　56
髄

温品

勢
門箋

さ

　ll

　簿

　；1

旨
1

苧
階ノーダ興腰）5（庫恥1

一ヨ11
1

1 　　　　　闘Xルフ・ミソ七三　　十
I　　　l

1

1N二⊥＿．　牛

1 1

r　闘　　！

［：耳月 1 死う

L］一＿ ヂ刃Dソ禧煽
29 1

H：十目 1

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　オ1

一一・趣射一一 @　　　燈II

孕…建≒至難l1
4．L±：＝b±±±±士ゴ＝〔±日一

謹避≒i荏〒ミ！
1窪246510222斗262亀3。5246’485。52．
射

圏　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〔　　　　　　　　　　　　　1

一「一｝．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　L 1

…　一lr一ト醤　　　［
　　↑一一門一r・…ルフ，ミ瀦鶴寸　・1　　」II

1気・理晒錯痴　　　　↓

目一仁日　　＝コ＝コ
一． P．一
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l　F肩，ヰ・
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　す　　　　　　　　る　　お　　り　　に　ヨ　　
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＋　i
　　　I
l、28，。、2、，48，。，2

＼
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　　　　　　　　　　　　　　　　第4・實験成績　、

　第1圖にて明なる如く，本剤は悉く家兎の骨豊温を下降せ・しむる作用あり・共中スルフアミンの作

用最も彊く，アセトスルフアミンの作用は最も弱し，　　　　　　　，

　　　　　　　　　　　　　　　　第2項鳩　　實’験

　　　　　　　　　　　　　　　　第1　實　験　方　法

　當所にて購i化飼育せる400－3009の健康なる鳩に毎日午前10時頃飼料投與前二二豊重挫に肛門

内翻を測定せ・後…剤のア・ビヤゴ・綱をルデにて｛箸雌・膿レ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ご
察しつつ，午後2時頃再び艦温のみを測定して其攣化を観察せり．

　術其際使用せる干割は家兎に於けると同様なり．

　　　　　　　　　　　　　第2圖　鳩に封ずる「ス」剤の禮温下降曲線
　●

40

56

42｝1

38

11

’霧

561

其中毒症歌を観
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1日の内最初が午前10時の四温最後登口後2時め禮温と考へられナこし
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　、　　　　　　　　　　　　　　　　第2　實　験　成　績

　　　第2圖の如く本剤は血膿温を次第に下降せしむ．而も其程度はスルフアピリヂンに於て稻彊烈な

　　る如きも大局的には大張店檬にして，鳩艦温は三十九度前後にまで下降せば，以後急激に下降す。

　　但しヂス1ルフアミンのみは斯る作用なし．

　、　以上の實験にて「ス」剤の禮温一ド降作用を確認し得たり．從ひて之を適當に使用ぜば勿論解熱作

　　用ありと云ぴ得ドくも，骨豊温が不必要にして有害なる程度にまで下降する危険あり・且叉後述する

　　如く他の種々なる嫌むべき副作用が之k随件する事を畳悟せざるべからす．術以上の實験にて本剤

　　「の磯熱作用出現を期待せしが之を確認し得ざりき．

　　　更に謡本功験に於てヂスルフアミンは家兎には作用すれども鳩には作用せざりし事を知れり．是

　　都ち鳩のヂスルフアミンに面する種面的特異性を推察する一因なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2節蓮動障害　　　　　　，　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　　　　第1項　マウスに劃する意性症歌

　　　前述せる致死量測定の際，共念性浬動障害錦蛇をも共に襯察し，次の事實を確認せり，

　　　1．　スルフアミンの作用

　　　本々をマウスに投與せば，最初後高が廓痺するものの如く・動物は第3圖1の如く後肢を引ブる

　　如き姿勢にて歩行す．績V・て前肢の麻痺が著明となり，．同圖2の如く四肢の協同情動不整となりて

　　歩行困難となる．然るに共融より動物は頗る不稔興奮状態となり，静止するに堪へ得ざるものの如

　　　く所謂目的なき歩行を沈む．勿論四肢は不完全麻痺状態なれば，恰も念性アルコール中毒症欣を見

　　る時の如く，動物は踊闘として荒れ廻る．斯る症状廃油の後突然四肢の強直性痙攣が闊敏的に蛮現

　　し，同3圖の如く，或はカンガルー様となり；或はストリキニーネ中毒様となり，歳は叉木馬檬と

　　なる．叉時に四肢を骨歌直角に横に伸ばして，腹を画面として，後弓反張となりて，稚ピクロ下キ

‘　　シン中毒様と：なる事あり・斯る作用は反射的にも磯現す・最後に同圖6・7の如く四肢：を後方に伸ば

　　　し骨豊も無下後方に屈して一種特有なる姿勢となりつつ致死す．

　　　以上の如き症恭は投越後藪十分にて磯現し籔時間にして絡了す．又其順序は如何なる揚合と難も

　　整然と保持さるものの如きも，　大量投與の際及び皮下台臨の際には不穏痙攣歌態が短縮し不明瞭に

　　なるものの如し．

　　　2．其他の藥剤め作用

　　　スル．フアミン以外の藥剖を投與せば，動物は次第に麻痺して，只輩に躍るのみ，四肢中何れが先

　　に麻痺するものなりやは不明にして，術スルフアミンに見る如き不穏朕態は全然獲現せす．只僅か

　　忙致死寸前に於てスルブアミンに部分的に類似せる痙攣が畿現するも必磯するものに非歩．且つ彊

　　直性i姿勢にて致死する事なし．

　　　要するにスルブアミンに見る如き整然たる症歌過程を畿見し得ざりしを以て之が詳細なる記載を

　　略す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2項鳩に封ずる慢性症歌

　　　前述の鳩實験の際共慢性蓮動障害症状をも観察し，次の諸事實を確認せり．

　　　i．　スルフアミンの作用

　　　本剤の蓮動障害は2型あり．
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1

第3圖　スルフアミyに依1るマウスの急性中毒症状

　　　　　　　　　4

2 5

7

脳

瓢

3 6

o

　第1型に於ては第4圖A2の如く，膿の重心を梢後方に落して尾の力を借りて支ふる如ぎ姿勢と

なり，9足は稽白血めく程度なるも飛翔力は尚充分にあり．次いで同圖3の如く足が釜々麻痺：し，正．

常位に静止得すして中腰にて認る．斯る歌態経過後突如として不穏状態となりて，所謂目坤なき蓮

動を凋む．從ひて急性アルコール中毒症状を見る時の如く，動物は購蹴として荒れ勘，物に衝突

して踵り，・叉歩き廻る．斯くして後同調4の如き所謂後弓反張が間歓的に護現す．其闇に於ては5．6

の姿勢にて翻る．其際刺戟を加ふれば反射的に同檬痙攣獲麟を繰返す．飛翔力は此頃に及びて漸く

衰へ羽ばたきつつ落つる程度となれども，4の姿勢の監尚翼にて前進せんとして腕く．斯る不穏痙攣

歌態は短時閻にして絡了するものにして，次いで完全麻痺に陥り，5或は6の姿勢の儘氣息奄々とし

て2－3日の後死す．死後の姿勢は7の如し．即ち動物は足を後方に揃へて伸ばして腹位にて死す．

　第2型は第1型と大艦同檬なれども，只同国3’に示す如く痙：攣獲作前首を後方に曲げ，胸を前方

に出し，足を後方に引く如き特異なる姿勢となるを異にするのみ．

　第1型と第2型の出現率は2野1なりき．　　　　　　．

　’尚以上の国歌は投與開始後275日にして登園し始め，、且つ投與後4－5時闇内に最も強烈と回

り，翌日殆ど完杢に清失するものにして，勿論叩を重ぬれば動物は釜々重篤となれども，荷且回復

の傾向を示し，完全麻痺に陪りても尚よく2．3日聞生存せり．
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　　　　　　　　　第4圖其1　「ス」i削に依：る鳩の蓮動障害一覧

A・ルフア・ン（投輿前）1・．　　　　　A・ルフアン4

（投輿後）2

遮

螺

羅

3

　　　　　　　3．1

劉四一
撃撃煙ｲ

5

6

’賦匡　　鼻

7

　　蟻療

爆

、

馬
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置．♂

　　　　　　　噛　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘

　　　　　　　　　　第4置其2　「ス」剤に依る鳩の蓮動障害一質

Bヂ・ル・ア・yr樋渤1．　　　　　cアセト・ルフア．・y』3

＼

σアセトスルフアミンr髄前諏

r噂蹴後、2

、

’4

、5．

Pス．ルフア國ヂy（興脚：1・

．．

q．

’：．

．　’．

ノ　　　　　．‘

L

9

b
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　　　　　　　　　　第4圖其3「ス」郵に依る鳩の蓮動障害一匹

：Dスルフア岡ヂン（投與後）z　、　　　　Eズルフアメリレチアソール（投9玉前）11

卜　．

◎

3

4

5

6

難

し，

’1

し

（『L建昂／後）2

．3

4

’
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　2．ヂスルフアミンの作用

　本剤を鳩3朋に60日間毎日経口投貸せしが，何等認むべき症朕磯現せざり、き〔第4圖：B塗照〕1．

從ぴてDomagk等の説を支持せざるを得ざる結果となりたれども本剤が臨躰上著明なる蓮動障害作

用を有する事實より考ふれば鳩はヂスノpフアミン『樹Pl三年的特異朧を有するものならんξ思考す，

るものなり．

　3．　アセトスルフアミンの作用　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　、’、脚

本剤偶吟5「6日にて足の聯興野となりて歩行困難なり・更に停立も騰と覧て第4・
－圖C2．3の姿勢となる．更に不穏興奮痙攣等の症状なくして4の姿勢に回りて死す．死後の足の姿

・勢は強直性：ならす．　　　，

　4．スルフアピリヂンの作用　　　　　　　1　　　　・　　　　　　　　　．．　　　！守

　本剤投與開始後7－8日にして第4圖D2に示す如き姿勢にて龍止す・此時期に於て艦を支み・．，、：

る事不安定となりて前後に浮動せしちのありたれども，一般には：斯る症歌磯現せす．鳩は歩行鈍重・ン1

となりで静止すのみ．其飛翔力は爾存するものの如ぎも次第に減退し，鳩は恰も模型飛行機の如く三

門し，物に衝突せば地購ち，同邸の亥。き下獄囎る．繍て之を反復飛下しむ轍葱ガ∫

・飛行不能となりて大地に落つ・而して3’4の姿勢にて躍り居れども少時にして5の如く停立するに　「「∫

至る．此醐に於ては駄飛行力回復して，再び矛腔三三ふ触は死酎敵室るまであ∫

出勤保てり・又死後醍の姿勢は強酪ならす・．　　．　・＿．∫・：・1
　5．　スルフアメチルチアゾールの作用　　　　　　　　　　　　　　”　　　．、・　　．葦

本轍與開始第一陣して町尽咽E2の如鰹搬馳て刺し「元戦ぐ飛鋤減退しでさ

嚥瞭だきつつ辛◎て閉し得る轍となる・更雌めば完全に勧を睾失する回る渉行・整・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　斯くして至均16日にし「’力も同様減退して鈍重となり，刺戟せぱ辛じて歩みやがてっまづき踵る．

て踵まれる姿勢の儘死せり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．．．

　以上成績に依りて「ス」剤の蓮動障害作用を考察するにスルフアミン以外の化合物は総て麻痺作用

を有しスルブアミマのみは麻痺作用と痙攣作用とを併有す・但しヂスルフアミンの作用のみぼ未だ1

之を明言し得す，叉斯る作用の因って飾る原因に就ては．目下更：に追究中なり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第3．節胃腸障害

　前述の鳩堺町の際其胃腸障害作用をも観察し，次の結果を得だり．　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　・　第1項嘔　　　　吐　　r　　　「　．　　1

　本作用はヂスルフアミン投與鳩には獲現せざれども他三三與鳩には第1∫日にUで三三三二

7略．1時間の後部現し，次第に猛烈となりて更に1時聞の後次第に沿失し，翌朝完全に沿失し居れ

り。更に第2日月以後に於ては投與後明に作用磯現し，略1時前にして次第に沿失すれども，翌朝

に及ぶ事ありたり・斯る作用は完全麻痺に近くに從ひて，次第に滑失せ砂．術スルフアメチルチア

ゾールの作用は稽弱きものの如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　第2項食慾不．振一・1藁r

凹凹雌用礎翫て食餅粥亦投門門眩し磯子レ鳩は四四鰍揖す・一．叫
’て完全廊痺：の歌唱に側ては同時に食慾は完全訣損の旧態なりき．　　　　　　・一・

　　　　　　　　　　　　　　　　第3項髄重’減少’　　『　』　一

9
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　　　　　　髄重も亦以上の諸点に薩癒して1日約109宛減少し・致死までに最初ρ骨豊重の約30多滅乱せ
り．「

i第20表謬照）

　　　　　　　　　　　　　第go表　「ス」剤に依る鳩の福豊霊1制縛一覧表

藥品名

ス

ノレ

フ

ア

y

實験番號

Nr，　1

Kr。　2

Nr．3
Nr．21

．Nr．2鴛

芯r．23

最初の膿重（9）

3　4　5

3　5　5

4　3．0

3　6　5

4　1　0

3　5　0

最後の髄（・’生欄 u日田1威螂9）

2　4　0

2　9　5

3　0　0

3　1　5’

3　0　5

2、5　5

9

6

10

4

7

8

11　　7

10　　0

13　　0

12　　5
1，5　　0

12　　0

鼓死までの
」曾　減　率（±）

～30　　4

－16　　9

－3．0　　2

＿13　　7

＿25　　6

＿27　　1

備 考

’血判
3　4　5

3　7　0

3　5　0

…／　・2・6

69以上　　．　0・25

　〃　　　　　　0

　〃　’　　　　0．　2

＿　2’4

ヂ
．スア

ルミ
フンノ

Nr．　5

Nr．6
Nr．　7

3　6　0

3　7　0

3　7　0

＿　4　．　2

　0
－　5、　4

弔均1 1 0．15 卜…　．1
ア

セフ
トア

スミ
，レ∋！

Nr．18

Rr．19

Nr．20

3　7　0

3　5　0

3　115

2　7　5

2　7　0

2　1　5

．8

　7

10

12　　0

11　　4

10　　0

＿25．　7

－22．　9

＿31．　7

靴．
P i 1・・31・L・ 一26・・｝

ス
ノレ

フ

ア

ピ
可

ヂ

ソ

Nr．　9

Nr．10

Nr．11

Rr．24

Nr．26

3　5　5

3　3　5

3　2　0

3　8　0

3　7’5

2　2　5

1　9　0

2　0　0

2　7　0

2　5　5

’・3 P
131
9｛

　8

　7

10　．0

11　　2
　

11　　3

14　　0

17　　0

一3．6．　6

＿43．　3

－37．　5．

＿28．　9

～32．　0

’

土壇 1 ・・ 堰E2・・ ～35．　7

スチル
ルル1
フチ
アア
メソ

N’r．．12　　355
Nr．　13　　　　　　3　　2　　0

Nr．． P4　　　3　5　0

2　2　5

2　2　5

2　4　0

」2

12
23

10　　8

　8　　0

　5　　0

～36．　6

＿29．　7

一3L4じ
　　1
弔馴 ・5・・ P 7．　9 一32。．6

矧 3　1　0 32・険・酬 ＋0．17． …　2．｝

　　　　　　　　　　　　　　　　　第4項其　　　ち他

其他鳩の下痢症歌を糊察する事は甚だ困難にして，客を明言し得ざるも，1般に本劃投與鳩は死．

期に近くξ共に健康便に比し稽異る泥歌便を排出する，ものの如し．

　尚スルフアピリヂン投壺鳩1例に於て實験の途中1回のみ大量の黒色拉に赤色便の排出を認め

しが，死後剖見にて姻虫3匹拉に肝臓寄生虫の存在を認めしのみにしセ，萬血顯らしき所を見す．

、
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以上の成績を見ても亦ヂスルフアミンが，鳩に無作用なる事を知り得べし．臨二上には本削の胃

腸障害作用を認めらるに拘らす，

事を詮明するものなり・

斯る結果を得たる事は，

　　　　　o

鳩が本剤に封ずる種屡的特異性を有する

第4節血液障害

　　　　　　　’　　　　　．第1項費　　　血
　前記下肥験の際，三口邊・足部及び採血♂）際の血液の色に依りて，
　　　　　　に貧」血状態に陥る事を知り得たるも；其詳細に就邊ては不明なり．

日数の経過ξ共に動物は衣第

第2項白血球百分率の乳化

　文献に依れば白血球百分率は「ス」剤に依りて著しく攣化せしめられ，所謂頼粒細胞滅少症或ぽ

鋏亡症が磯現するもの璽）如し・［然るに吾人の得たる鳩實験の結果は全然逆にして實験動物の旧例に

於て騨細胞の一たる灘エオヂン嗜三田胞力滅多勧・期因隔て麻詳なり・但しヂスル7・

アミン手懸鳩のみには斯る攣化なし．（第21表参照）

　　　　　　　　　‘　　　　第21表　「ス」剤に因る白血球百分率の饗化　　　　　　　　　　、

藥品名

ス　馳

ノレ

フ

ア

γ

ゴ

ケ

ζ

γ

ア

セ
ト

ス　　フ

ルて
　二

ス
ノレ

フ

ア

ビ
可

ヂ

ソ

白・血球の種類

盛　基　細’胞

エオジン細胞
假逸オジン細胞
淋　　　巴　　　球

軍，核　細　　胞

盛

曲

直

淋

　基　　細　　胞

ナ、ジン細胞、

エ　ナ　　ミツ　ン

　ニ巴　　　球

核’細　　胞

塵　　基　　細　　胞

、エオ．ジy細胞
假　性「エ」細　胞

淋　　　巴　　　球

軍　　核　細　　胞

盤　基層細　　胞

工・オジ・γ細胞

假　性「エ」細　胞

淋　　　巴　　．球

翠　核　細　　胞

白血球百分率の攣化

投與前1致耐鵬
2．5

1．0

’42．5

49．0

5。0

1。0

0

44．0

55．0
’0

0

0

46．5

50．0，

3．5

　0　．

　0

11

‘87．5

　1。5

0．5

0

88．0

11．0

0．5

」　　2。0

　　0。5

　38。5

　52．5

　　6．5

0

0

80．0

17．5

2．0’

O

o

81．0

15

4．0

備 考

本例はNr　2鳩にして6日目致死寸前に二二

せり．

本例はNr。7鳩にして60日目の駿態なり・

而も畑物は元氣盛なりき先づ二化なしと考へ

得らるべし’

轟轟はNr・18鳩にして7日自・（死の1日

前）の三態なり・

、二三は聾r．11鳩にして7日目　（死の1良

前）の朕態なり・

轟
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　　孟’

　　’多；

’　ごソ
、．　孟1
　　　　ノレ

封

躍　基　細　．一

山オジγ細1胞「
假．性「エ」細　胞

淋　　　巴　　　球

軍　　核　細　　胞

盤　　基　　細　　胞

工室ジ．γ細胞
假性「エ」細胞
淋　　　巴　　　球

軍　　核　　細　　胞

2．0
0・

31．5

64．5

2．0

0．幽5

0

30．5

68．0

1．0

1ボ5

0

74．0

19．0

5．5

0。5

2．0

19。5

77．0

1．0

卜本例はN…4鳩iこして22、日曜⊂死の1日

　前）の秋態なり・

本心は11月25日と12月20日に於ける
健康鳩の白血球百分率なり・

第5節　呼吸並に血堅に及ぼす影響

　　第1報所載の文献に依れば，．本剤の呼吸拉に血厘に及ぼす影響に就て吾人は之を副作用として重

　’覗するに足らざるものの如き’，それは雨請本剤を主として内服せし爲，淫心性作用の畿現を顧慮す

　　る必要なかりしを示すのみにして，現今の如く各種注射藥が登費され，臨休三家が競ひて之を静脈

　内に投溶せんとする傾向を示すに至りては，之が急性作用は重覗さるべき性質を有す．現に：Finland
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　タ
　Lowell，　Spring，　Taylor等（Parenteral　Stllfapyridine：The　Intravenous　Use　of　Sodium　Sulfapyridine

　and　a　Report　of　Clinical　and　Labora託ory　Observations　on　the　Use　of　Glucose・Sulfapyrid量ne　Solution．

　　　　　　　　　　　　　　な　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ヒ

　Ann．1nt．　Med．13，1105，1940）がスルフアピリヂンナ下りウム100　mgを静脈内注射するに10－20

　分，更た大量注射にば30分一2時間30分を要する程度の逞速度にて用心深く施行し居るものの如

　『・きは，此間の事情を如貿に示すものと思考し，或は不転の虚血を取るが如き最悪の揚合をも疑ひ居
’

　れる所，不幸にして吾人の豫感は適中し，：先日某臨鉢馨家より某市販注射藥静脈内注射に依り患者

　が直に呼吸停止して面面致死せし面面を聞知し，之が作用研究の必要を痛感し，追求せし虞，次の

　結果を得たり．但し水溶液として使用する關係上技術的の問題によりてスルフアミγの作用を追求

　　し得ざりし事は淺念なりき．

　、，　　　　，　　　　　　　　第1項．實験が法
　　2・5kg前後の健全なる家兎にウレタン雨虎（癒着1kgに就き・19皮下注射）を施し，型の如く

　三管カニューレを挿入して呼吸曲線を描かしめ，同時に頸動脈に力点ユーレを挿入して，之を水銀

”　マノメーターに連結して血歴を描かレめ，検艦の適當量を耳静脈より注入せ凱

、’

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第2項豫備賓験
　　　本實験に於いては使用せし槍艦を必要上全部アルカリ溶液とせし爲，其pHが實験を阻害する恐

　　ありしを以て，豫めpH＝12の苛性ソーダ液5cc（最大量にして最高pH）を家兎耳静脈内に注射
「、　　．

　　せし所，第22表虹に第5囲の如く殆ど無作用なる事を認めたり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　第3項實験成績
　　・1．ヂスルフアミンの作用

　∴第23，27，28・29表鍾に第6囲にて明かなる如く，本剤は　10m9にては家兎の呼吸を僅かに

ノ，抑制レ血歴を下降せしむる傾向を示すのみ：なれども，100mgにては副作用は明瞭となり，呼吸振

　　幅は瞬時増大する事あるも，・後減少し，或は呼吸の瞬時停止する事さへあり．血歴は毎時著明に下
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第5瞬アルカリ液（pH旨12）を・5eG家兎に静脈内注身｝也し際の』血璽蚊に呼吸曲線

呼　吸

血厘

時　間
零　線

ヤ　　置

の

’　－

、　、、

＼

第22表　Alka五（pH昌12）液の作用一括表 し㌫

實

験

番・

號

家

兎

盤
重
（kα）

注．

射

量

性i（cc）

呼 吸

振

幅

呼　吸　酬影・
強目時

用デ

血 塵

mm　Hg

1分間櫓（％）作蚤間
　　　1　　減
注射前i注射後陣（十）（分⊃’

注
射
前

注
射
後

前帳ニデ
　　瞳達ノ
減
　　作ス時
率　用マ問

（士）　（分）

備 考

（　⊃内ノ数宇ハ時間

（分）ヲ示ス

・12ぎ9・5｝不剴・・1・・ ・1－180i80 姐■目塗
・12網・1〃 27127［・1－1』521561㍍・1翻…野里

・12♂55「12828 ・i－168521一…薩糊（・・〃
・1『劉・・i〃i・・4・ ρ1一・・‘【981…湖中（・P〃

降す．更に500mgに至りては該作用釜々増強して，．呼吸は殆ど常に数分聞稀には約10分に互．ひ

て停止して回復遅く，勤口の下降も丁々甚しく，之を重篤患者に注射せば，直て死の轄齢を取る事

を想際ずるに難からす．但し呼吸停止期空中痙攣的にして深大なる呼吸が獲現せし揚合ありたり

き．

第．23表　ヂスルフアミンの呼吸勉に血舩作用一括表

■

實

験

番．

號

家1注
兎

艦　　射

・轟・i鵡

呼 吸

振

幅蹄幽幽祉）（分）

呼　吸　藪1最ニデ

上分・・幣禰禽

血 備 考

mm　Hg

澁
射
前

　　　減
注1　　謄率

幽幽

最：二到　（　⊃内ノ数字2・時間

繋壽1、・分）・示・

用マ間I

l（分）　　　　　　　’二

・「2劃・・1画・・291・1－1・・1・・ト・吊・・1・5一躍・

・ド摯6・〃i・〃1’・・2・1・ir．6666｝・1－i．不、憂 ’　●

・1響〃1・酬．34・1・・いii15・1・・1一…1刷・3・回復・・
　　2．794
　　呈
〃1不剣381381・一i・・1・・ ・刊不憂

・偽㌧困小i383§1・1％1．・・【・・卜・凹凹…回復・
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6

■

7

8

2．58

♀

100 稽大
後小

2．6【　　稽大
草i．”　後小

201 20

・・1 ・・ P

〃 〃
率い61 24

16

0 洪射
直後
66 40 ＿39．4 1 （10）　大回回復ス

・割・・i44L…国・…

＋50
　0
注射中

　4
82｛ 94
60

雑俳同説‘ス

÷14，6

＿26．8
注射中 r9）回復ス

爾側迷走剃！経切断例

・1285一・3訓・ド・引轟117・138圃矧…
　　　　　　　　　　　　　　　　　・i・｝・・136ト・・’1．・【・…　〃

回復ス

・・ド♂〃1・・1・6136

’　11

i2

13

’14

15

16

17

2．2’

♀』

〃

2，79

♀

2．58

♀

2・6

♀

2．2

♀

2．7

♂

〃』

〃

0　　43

0

大

1・・、

〃伽・・

・500

〃

稽大
高0

21

o｝

大113
0r

0 一100

oL100
1001＋100

38

Q

　0
数　回
痙劉㌻

　0

0

一100

「100

一100

注射直
後約10
秒間

宝

　　　む

”1大

〃

0

大
0

45

40

0

14

　o
痙攣翁
数回

　0

注射中
瞬　時

　2
注射
直：後

注射中

約1分
間

　1％

約6秒
間

二論難

一100

一100

注射中

　1
　1％

76

94

90

54

84

76

58

38

46

＿50

＿51．6

32　－64．4

36 一33．3

50 ＿405

（10，大豊回復ス

110）　　〃

’（1恥　大豊回復ス

　　　約10分間呼吸停止途
1％　　中1時間力二呼吸ス
　　　（、15）三二回復ス

注1

射

中

26

62

30

＿65．8　　1

＋6・9

＿48・3

注射中

　10

（20〕　大豊回復ス

山側迷うヒ剃i純切断例

　　　呼吸　16（12）
　　　血歴　90

（1b　呼吸稽回復
田田次第二型降

，・8
P2ず5〃・26Gl一・G・艘禺1・・1・41－5・4；注鯛（15・回復・

　　・g12♂9〃1小1副2・卜…陣・i…i321－681・％i・…大騰・’

　　2．アセトスルフアミンの作用
｝，』’・．

謔Q4，27，28，29表拉に第6圖にて明かなる如く，本剤は10mgにて呼吸拉に血忌に殆ど作用

　せす．但し血歴に蜀しては寧ろ之を僅かに上昇ぜしむる如き傾向を示せり100mgにては斯る病身

，上昇彿醐瞭となり比例触しに恰もエブエドリンの作用卿く蝿縞購に上卜しめ
1∴呼応も亦振幅数回に増大する傾向明瞭となる・更に50ρmgに至のては該作用寸々増強して呼吸増

へ大血歴上昇す．

　　含1スルフアピリヂンの作用

　　第’25，27，28，29，糊聯咽kて明力・なる如く本腰…19にて呼吸蝉雌酢用舷

　100mg’に及びて漸く呼吸を働・に抑指　し鰹を騨下降せしむるに至る便に500　mgに至れば

　該作用増噂し蛤，呼吸を停止ぜしめ，」血歴を強度に下降せしむ．但し呼吸停止期聞は比較的短く，

　且つ其回復も亦ヂスルフアミンに比し速かなりと難も重篤患者に準射せば，1死の危瞼を肖れ難きも、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　覧
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のと思考す．

第24表　アセト．スル7アミンの呼吸血屡作用一括表
r．

實

験

番

號

家

兎

重
（kg）．

性．

注

射

量

（mg）

呼 吸

振 呼　　吸　　数

1　分　間」會減二

半上州一同（±）
（％）

最：ニデ

彊淫ノ
作ス時
用マ間
（分）

血 厘套・

血mHg

注射前 泣面後

櫓減率

（％）

（士）、

備 考

最ニデ⊂⊃内ノ数字ハ時間
撃墜．（分砺・

用マ問
（分）

・i2到・・1日目剰．・■・・1・■・・1・81・i一・1．不愛

・12剥〃レ122｝22いi■64｝・4いト1〃 、

・12訓〃1列・・｝・41’・1、一1・・｝・・ト．・・1刻（・・回復・

。’E12剥〃1〃【36．136i・1■・4・41・1．■不攣
・12容9［〃．i〃i・・1←・1’・i．こ・・／・61・ト1〃

ポ12あ7 1．〃．i〃1331331・1■88！卜88いト1〃
、

・12651・・1〃1タ・1・・1・1－192192一・1一レ〃
8 2851〃1〃154「54「・1－1・貫「・・1…1％1・2）回復・

・】2ぎ81…協1｝21i・・／・…／注響「581．・21・…い」・9）〃

・・1、61〃ト刈・・1・・t・州薩劉・qi．92［・S・・階劃⑱・〃

・・i〃1〃．1二目・51・5い｝．一レ4／…761ナ・・階劉醐凝・権購，

・312容「’〃1〃143i4昌昌一ll・1．・・21・手・・嚴1・・う回復・

・312劇列〃i．・・1・・1・｝一1・4レ・睡1・1…〃
．・・ P〃i〃1大i・8［341・…1翻・◎176i・剛翻…）．〃
痴1’2劉〃1不剣361・・1・1－1・8【・・2【・…1〃1・・）〃

・61〃1〃1大1・・1・・1…1注封中ip・1・・61・…1矧（・》〃、

・7・ P2ゴ9レ・1不剰．3gl・・1・．1■矧82．1…1別…〃
・8 p2きgi〃レ．1661661・［一1・・1681・…レ．i（・）〃・
・9． p2♂1〃．L〃1・司・・i・・トi66レ21・艦劉・・）〃

・・／2到…1．奈｝｝・・ロ9－2含61譲i’761i・・1・…1注剃鴇醍鍮鰍

・・12劇…阪奈1｝・・／lll．，81曙1581・261・11・・1謝・・5）論大翻復・

22

23

2．6
♀

2．5
δ

”t奈

〃
大
小

｝・3｛

｝35｛

18
13

38．
．35

＋38．5

　0

十8．1

　0

注射中

　4

注射中

　2

80

84

94

106

十17．5

＋26．2

〃

注射中

（10）回復ス
雨側迷走憩経切断例

「、

（9，　回復ス
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24 〃 ・〃

黍｝・4／ 3壬

44
3壬 噛響 86 o　　　　　　ll・騰塑（9）．”

　　2，6625　　　　　　〃　　　撃
・魏尖1｝42’42 ・・注荊64き§rb磐酬q2i〔・5）

　　　一．・1　　　　　　） 塵り．－’π；　　劃　　1

：大憂豊回復ス

26ド∴〃1奈｝｝・酬5・ ・蹴い6／・261・・6ρ｛畿・・…〃

・・t2ξ9i引咽・・i371・1％i・・9・；・・嚇馴・1・・） ．〃

・・ド容9巨、 列561・・1・…1別・・8・1・33・隔…）

2gド67〃 〃 1・釧・・1

回復ス

第25表

　　・膣劃・到・・’i

スルフアビリヂンの呼吸」血川敷胴一括表

・25濫劉（10） 〃

早

川

番

號

1

2

3

家

兎

重
（kg）

注

射

量

性1（m）9

2・68110
♀

2．79

♀　．
〃

3．4，

6　　　”

矧2乙91〃

呼 吸

振

幅

呼　　吸　　数

・分問1繊率
　　　　　k％）
注射前注射撰（＋）
　　I　　　　i

血 ’ 備 考

ド　　　　　り　

雛5i
作ス蒔

mm　Hg

圃蹴1鵬
（分）1　／

1
K％）

1（±）

1二巴訓
丁幾1

用マ脚
（分酬

（　）内ノ数字ハ時間

C分）ヲ示ス

不剰・・i・・｝・1一」到・41・1一｝不離
〃1・・i・・1・1一

．列・4・147い1一

〃陣14110

88 P・8i・1一

・｝ 2．7

　6
－2．58一

　早

1081108io卜．

・・1・・い1一

〃

・1

〃

／

〃囲・・｝26｝・、卜1・61・61・卜i

…1副221221・
7 2」91〃1小1241・4 0

〃

［刻441・・1一・…　1・・）酸ス幽

％1841・21一…i・1…耀回勧

・i㍗烈列・・．陣 ・瞬中i…1・6／一…i・1・…徽・
　　2．9．gI、　〃 ｝・小138い6i一・・1刻・・
・・ P2訓〃1小t・・123一…1・
・・． P2乙9 1＄・・ 殆ド

　0
33122i・…i翻中

80

42． P一…1別（・）〃

12

13

14

15

1β

2．58

♀
〃

〃

2勤

350

500

0

0

22

25

3．．4

さ

2．9
6

0　　20

〃 0　　43

〃
殆ド
　0
30

0

0

0

0

28

一100．ﾟ1
1注射直

一100

481一・・1％1く・）〃

68t32陣・

42　　30

注射置．

後停彫
分間

　　駐射中
一100」約墨分
　　1聞．

　　牲射中
一100．約1分

　　間
一6．7

沖．射

直後

54

68

100

62

34

34

58

3δ

80

一28．6

一37．0

＿50

一42

＿38。7

＋29．0

注射
直後

1

1

1

〔11．j　〃

（14）　〃

（10）　西側迷走憩経切

断例

（10）血目回復ス
呼吸ハ回復二向フ

（16）大白回復ス

1

5％
（8）　大回回復ス

凸
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・7．2ﾀ・糾・1一・6・1蕎争雰．1・．13・調・（・・）回復・

　4。スルフアメチルチァジ晶ルの作用　　　　　　．　　　　　　　　　・　　‘　　　　．

　第26，27r　28・19表鼓に第・6圖にて明か々る如く，本剤も亦10　mgにマは作用せす・100mgに

及びて漸く呼吸を僅かに抑制し，．血昼を毎常下降せしむるに至る．更に500mgに至れば該作用

は一斗増即して，血厘は彊度に下降し，其回復も亦他剤に比し逞し．但し呼吸抑制の程度は細民に

比し寸々微弱なり．

c

第2β表　スルフアメチルチアソールの呼吸血」塗作用一括表 、

■

實

四

番

．號

家

兎

燈

重
（kg）

性

注

射

量

（mg）

呼 吸

　　　i
　　　i
楓達み．

血

振
＼

呼 吸　殿隔ニデ mm　Hg

　　　1　分　　間　　増減率作ス時i

　　　　　、　　（％）＝用マ聞1
幅　・注射前．注射後，（±）　（分）｝

沖．

璽
圖1」

沖

撰1

団坐ニデ
1　騒淫ノ
1『％年年

（士・　（分）
1

備 考

（　）内ノ数字ハ時間

（分）ヲ示ス

・2奄W「i・・．1穆1・・4・
o　　i　－　　　　82　　1　82 ・1一　不攣

ゴ112葦6レ 〃1・・2α・1．・ト1761．76 ・トー ル

33ｫ「〃 〃3・1・・ ・ト1・…　1一・5縷・・） 回復ス

・12ち9〃1〃12引・・1・卜・61・6 ・卜　不攣
・12合71〃 〃 ・・1・■・1－1冊．・8 ・　一．1 〃

・12881…糊r271・・1・1－1剣・・1一…1・1（・）；職・

・12♂〃「酬’・・2・ ・1％i・・矧一45・・…・（・5…

・1〃 〃 小1…51・1・1・・1・・．一…i・隔徽奎羅嚇例
・13乙4〃 ・3・［・ト・・d講！・。1・・一…i・・（・・， 回復ス

・・2?V．「赫271．・引・ ・i・・421一・q・．・（・） 〃

1・i2き7〃｝州333・ ・1・1・・42一・…「・1（…大燈回復・
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第27表　スルフオソアミド剤の呼吸血歴作用統計

　1．家兎に10－20mgを静脈内注射ぜし場合1

藥 晶 名

買、験

例月

ヂスルフアミソ
アセトスルフアミソ
箆』ルフア・・ヂ・1
．スルフアメチルチアヅ・一ル1

5

茸

・1

呼　吸　墾　化

振幅攣化

一剣小
3

8

5

5

2

0

0

0

呼吸敷

不墜
5

8．

5

5

血　贋　．攣　化

不才

2

．6

5

4

上　昇

0

2

0

0

下　降

3

0

0

1

写

．託　　、

第28表　スルフナソアミド剤の呼吸血塵作用統計

　2・家：兎静蕨内に100「200uI9を注射ぜ．し揚食

藥　　品　　名

ヂスルフアミン’

アセトスルフアミy

スルフアビリゲソ
スル7アメチルチ
ア．ゾ員ル

験

例．

呼 吸 化

振　幅　攣化

戴

不ハ
攣不
又明

小ハ

8

12

5

6

叉零

小

後
大

0

7

0

1

3

0

5

5

1

0

0

0

大
後
小

4

2

0

0

大

0

3

0

0

呼吸攣攣化
不

轡．

4

7

3

5

減・・

うく零

減
後

2｝1110
　　
2　　　0

1　　0

1

4

．0

0

血　塵　　攣　　化

不

0

0

0

0

上

昇

0

12

0

0

上後

　下

昇降

1

0

0

0

下

降

7

0

5

6

第29表　スルフオyアミ’ド測の呼吸血塵作用統計

　　3・家兎静脈に500gmを注射ぜし揚合

薬　　品　　名

ヂ1スルフアミy
アセ．．トスルフアミy

スルフアヒ・リヂソ
スルフアメチノセチア
ソ㌔一ル

實

験

例

数

呼 吸 攣． 化

撮　　幅　　攣　　化

不 小ハ

うく零

小1小後

難小
大
後
小
大

呼吸数攣化

不 減ノ・

又零

減
後

馬 攣 化

0

．0

0

0

2．

0

6

4

oi2
1i1

1．　0

2

4

0

0

Q

3

0

、0．

不

0

4

・0

3

6

2

61
・2

0

0

0

0

o1

31

0

0

上

昇

li

l．

0

7

0

0

上
昇
後
下
降

1

0

0

0

下
昇
後
上
昇

0

2

1

0

下

降

5．

0

5

5

　以上を要約せばヂスルフアミン，　スルフアピリヂン鼓にスルフアメチルチアゾールは呼吸を抑塵

し・血歴を下降せしむる作用を有ナ．其強度は呼吸に白し℃はヂスルフ．アミシが最彊にしてスルフ

アメチルチアゾールが最も微弱なるものの如く，』血歴にi即しては三者略同様なれども，ヂスルフ

アミンは：．10mgにて作用し始め，スルフアメチルチアゾデルの作用は他に比し梢延引するもめの如
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第6圖　其2　「ス」剤の呼吸血歴作用曲線1覧表

　　100mg注射の麟＝〉
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　　　　500mg．注射の場合 ∴

　，．、1

・　．、・丈

　　躯

●

1｛㍉

　　　　　，！i
　　ノレ
　　チ　1重曹

　　；．講
　　　P

　　冷製



　．禽－．「・　．11’・l！：一『　1卜・

ノ　　　　　　　　　　　　　’≒

壕　・”1　㌧、・

　コヘ　　コ

1・

94 寺田・苗村・多田・遊佐・齋藤

　　　し．アセ｝スルフアミンのみは他と全く趣を異にL，呼吸を増大せしめ，血歴を高原檬に上昇せし

　　　む．・

　　　　各剤の作用窯に就ては目下俗研究中かり．

　　　　撫以上の如き實験成績を以て，前述のFi・1・nd等の報告鼓に某瞥の告白を想到せば，本割を静腋

「　内隠射する事は姻に恐るべ醜のなるや叡知し得らるべく・將來止踵の碑二二・鍛せざ

　　　らん事を所って止まざるものなり・若し必要訣くべからざるものなりせばFlnlalld等の如く超邊速

　　　度を以て乖分注意して投與すべきものならん．甚だ借越ながら此黙臨抹留家の注意を喚起して止ま

　　　ざるものなり，但し吾人の實瞼成績に品品ばアセトスルフアミンのみは呼吸を増大せしめ，血歴を

　　　上昇せしめ，術且衆知り如き絶大なる数力を有するを以て・甚だ優秀藥剤なる如く考ふれども・某

、，
@臨民家は本剤が三三上他のス剤と同檬の呼吸停止作用を有すと云ふ♪家兎は本剤に回し，種厨的弓

　　　異性を有するものならんか・伺アセトスルフアミン以外の注射藥は二部共水素イオン濃度高き故皮

　　　下注射には適せざる事を附言す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　第6節　其　　　　他

　　　　其他本剤の腎臓結石構成，アチドージ冬精虫形成障害等種々重要L：る副作用に即し，更に追究す

　　　・る必要あれども，．都合に依り次の機愈に於て之が研究報告を行はんとす。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　括

　　←以上に依りて吾人は諸家の報告せる「ス」剤の毒性を動物学瞼的に研究し，共一部を確認せり．

　　　　鄙ち1．マウスに樹する致死量は頗る大にして測定不可能なる場合多し・

　　　　2．本剤は臨林馨家の云ふ如く胃腸障害（食慾不振，姓に塵吐），膿温下降，蓮動麻痺（回しスル・

　　　プアミンのみは痙攣作用をも併有す）等の諸作用を有す．

　　　　從蓼致死量大なれば灘少しと錦礎來の轍は通附す・止麟楚來の毒物概念と大嘘異る

　　　所なり．

，　　　更に又膨面は未だ報告されざる種々なる作用をも知るを得たり．

　　　　脚ち1．鳩に於ける白島田攣化際は臨林馨家の所謂穎粒細胞減油症ならすして，逆に晶晶症を示
　　　　　　　　　　●
　’　す・　　　　　，　　　　　　　　唱　　　　　　　　　　　　　　　’

　　　　2，ヂ不ルフアミン，スルフアピリヂン・ス・・フ万チルチアゾー・レは呼難工醐・血贋三三作用，’．

　　　　アセトスルフアミンは逆に呼吸興奮血歴上昇作用を有す．

　　　　3．鳩はヂスカフアミンに回し鈍感なり・

　　　　4，動物は共種類鼓に投與：方漂を異にせば著しく「ス」剛に封ずる感受性を畢にし，稀には全然逆

　　　の作用獲現す．吾人は之を動物の種素的特異匪拉に藥品の二三的性質を以て説明せんとするものな

鴇　　り．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　結　’　　論

　　　　吾人は動物實験に依bて文献に報告されたるスルフオンアミド剤の毒性を確認し，同時に一部例
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外あり，種屡的特異性あり且叉相互聞に作用の強弱あれども，

像するものなり．．

　　　　　　　　　　　　　　　　　ノ

斯る毒性は本剤の通有性ならんと想
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異二二スルホン誘導髄の構究其2・　，●

Diamimphenylpyridylsロlfonの水溶ll生誘導膿に就て

（實験的野墨療法研究　第8報）

技師秋葉朝一郎　囑託長林江澤
5

　　　敷纏面面幽幽顯環・ルホ濡導骨豊中．4Ami阜・ph・ny匪・m・・泌py・id・1・ulfq・のみ

　　肺炎双球菌並溶血性蓮油状球菌感染に野して顯著なる敷果を有することを報告せり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く　　
　　　翌1941年に至り米のRoblin，　Williams　a岬・Andersonな・その合成ぜる16種のSulfone禮脂溶

　　連菌及肺炎菌感染に歯して優秀なる作用を示せるものは2－Sulfamyl－4，4’・・diaminodiphenyl－sulfon¢と

　　4・Aminophenyl－5’一amino・q7－pyridylsulfoneなりと報告し，後者に關しては余等の前報告に一致せる

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ρ　　所見を得たり．’「　　　一

　　　其後森澤氏は：4・Aminophenyl－5’一amino－2’一pyridyl－sulfon　を母骨豊とする塑種の水溶性誘導艦を合成

　　し，就申溶解度並安定性に於て良好なる誘導骨豊として次の3種を余等に途附せり．之に就き毒性，数

　　果等を試験せる結果を蝕に報告せんとす．

　　　原化合膿Py（三二〉・・…4－Aminopheny1－5’一aminq－2’一pyridylsulfon

　　　　No．1　　Py・dimethansulfonsaures　N昂triun1　　　’　　　　　　　　　　　　　　，・

　　　　No．2　Py－dibenzylsulfonsaures　Ratriunl

　　　　No．3　Pγ一monobenzylsulfonsaures　Natriu．m　　　　　　’　．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1毒　　　　　性

　　　検艦水溶液を15～189の雄マウスに皮下又：は静派内に1回注射し或は経口的に1回投與せる場合

　　の致死量及耐量は：第1表の如し．尚，比較検艦としてSulfapyrid頃を箇aOH溶液に溶解（pH　10～

　　11）せるものの毒性を併記せり．　　　　　　　　　　　　　　　　．
　　　Py・dim6thansulfonsau‘e－Naは毒性著しく弱く，：Py－dibenzy1sulfons翫ure・1粕は之に比すれば少しく

　　強く，Py－nlonobenzアlsulfons乱ure－Naは更に強きも：両Sulfapyridinに比すれば其の1／2～1／3程度

　　の毒性なり．

　　　而して，原化合禮を乳剤と．して経口投興せる揚合とPy・benzylsulfons蕊ure掴aを水溶液として経

　　口投與せる揚合とに於ける毒性を比較するに，原化合膿の方毒性張し．

’・「@かくの如くゴR掴H2をR・：NH・CH・C6H5・SO惑aとすることによりて，水溶性となり且毒性減弱

　，ししかも後に高ぶる如く原化合骨豊の藍島の低下二度なる二二に關しては今日迄報告あるを知らす．興

　　、味ある知見なるべし．

　　 尚，Sulfapyridin姻a溶液は強アルカリ性（pHIG～11）なる爲皮下注射局所に壊死を來たすも・

　　Methansulfons乱ure掴a：及Bellzy　lsulfons乱ure－Na水溶液（中性となすことを得）は皮下注射局所に何
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等の病攣を示さす．

第1表マウスに封ずる毒性
、　「

　　　　P夕（原化合醗）

：Py－dinごeth3nsul飴n串蕊ure－Na

Pアーdibenzア1sulfbns三lure魑Na

Pアーmon・benzア1S皿£・nまもu・e一】∫a

Sulfhpyridin

皮　下　注　射

敷死剥耐量

8

4

2

1

5

2

1●

0．5

静　脈　注　射

致死量掴量

升

1・与

1。5

0．5

3

1

1

0。3

維　ロ’投

敷死略章

2．5

6

3．5

與　　　　で’

　　　　．、・≒

　量　　：津

1．5　　．き；

　　　　～ン，1

5

2．5　　　　．1㌧

　　　・．、、　，

●

　　　　　　　　　　　　亜　肺炎双球菌1型感染に封ずる効果

　：PneumoGoccus　I型の馬」血清ブイヨン20時間培養の1qO萬倍稀繹0，2　cc（10致死量）をマウス

（15～189）の腹腔内に接種し，検艦を接種後1時間，24時聞，第3日，第4日，第』5日の5・回投

與し，感染死の有無を10日聞観察ぜり．＼　　　　　　　r　　　　　　　　　　　　・　　　　　’

　溶液皮下注射に於ては，昏昏5回軽四に於ける最大耐量巳Pち：Py－dimethansulfons蕊ure鋏aは30mg㌔、

pro　Maus，　Pγ一d1benzソlsulfons蝕re一箪aは15　mg，　Py－monobenzγlsulfons盗ure一：Naは10　mgl　Sul魚pyridin　’・1

（アルカ隅隅）ゆmg騰回マウスの融区皮下に注射せり．　　　　　　　　　ゼ：
　経口投與に於ては，、：Benzyl誘導骨豊は水溶液を，原町合冊及Sulfapyridin，　Sulfathiazol，．Sulfameレ

hyM、i。、。1等は15％アラビアゴム液を以て孚圏として野葬せり．

　成績の判定に當り，堅果の比較を明瞭ならしむる目的を以て余等の試案に成る治数率なるものを

算押せり．

　試案の詳細に就きては罪報に報告すべきを以て蝕には其要黙を記すに止む・

　検禮の治療数回は試嶽の生存率，艶死獣の生命延長日数等を以て表示するを通例とす・余等は此爾

要素を軍一化して一ρ指標を求めんとし，試案の一として槍艦投與試獣（生獣及死獣）の生命延長縫

日数を算出し，此籔値と全試獣が生存せる揚合（邑Pち敷果1QO％）の生命延長絡日数との百分比を取り

　　　　　　　、　　　　己

　　　　　　　　　P
　　　，，／’　肌　　　　　　　’　、＼＼

う「h！　　　　　層一璽『噛，P二」ηセー’一一二騨

　　α，一一一一一糠体投興署羊の生存獣敏

　　b一一一一一一同　感染十死獣敏

　　卜一一一…観察日難　　　　　　＼

　　πレー一…艶死獣の平均生存日数

　　搬ノー一一一一拳熈襲駄駄の平均生存日籔

　　　　　堅十蝋1ま全部弊死すδものとず，

　　P一鰐一一生存駄の生命延長日敏，

　　恥一曜一。琴研監の生命延長日藪

治敷率一a（P－m’）＋b（m－m’ia＋b）・×（P－m’））・1・・

　　　＝・×100＋’b×100×m－m’
　　　　　　　　　　a＋b　　　　　　　　　　　　　　　　　P一皿毛　　　　a十b

　　　　　　　　　　　　　　ヲ　　　＝生存率＋白白率×m－m，」
　　　　　　　　　　　　P－m

、



　　　㌦’1．　「’　．ごぺ

♂1．．．．：登・，

　　　τ．　『

、

㌧

、ノ

1ご．i．㌣ン・でノ ．．，．．．．’』 E陣’．．』．，．㍉？．管憎㌣：弔～ゴ・．・．』

　　9　　　　　　　　　　　　　　　　　」

＼

’．∴

・ら二．

．早．

98 秋　　葉　・　長　　林

　　之を治．数率と假平せり．

　　　成績次の如し．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　A．皮下注射の場合　　　　　　　　　‘　　，
1‘’
　　　各検膿最大耐：量投與の場合の治療敷果は第2表に示す如く，Py－monobenzylsulfons蕊ure－NaとSu・

・…　1fapyridinとは園山等しく，之に次ぎてPy・dibgnzylsulfons蕊ure一：Na有数なるも，Py・di！nethansulfon・

：ぎ：　曲ure同Naは殆ど無敷なり・但し溶液皮下注射（1日1回）によりてはSulfapyridin及Py「monobe

　　pzylsulfops伽re・：Naと難も僅に50％飴の治数率を學げたるに過ぎす・潤れ皮下注射咋於ては毒性の

　　畿現強くして大量を投回し得ざるごと，他面檎躍の排泄速かなるが爲ならんと考べらるるを以て更

　．・・に経口投興によりて其数果を十三せり．

仁　　　　第。表溶灘磁射。よ。治鰍果　　　　B雁暇與の場舎

検

　　Py－d　lmeth…msulfbDS蕊ure－Na

　　Py－dibenzア1su】fQn鏡乱ure輔Na

　　Py－monobenzylsulfbn8葛皿e・1罫a

亘　　　　　　　　　Sulf』pyridin

　　　　封　　．照

注射．量

×回数

30mg×5

15mg×5

10mg×5

5mg×5

生存数

試獣数

発死マウ
スの平均
生存日数

1姪5

影1翫

0／2・ P

1．5

4．1

＄・0

3。9

1。7

治高率
　％・

18．1

43．1

53．6

52．2

　0

　Py隔d孝methansulfons・

激re・：Naは前實験に於’

て無数なりし爲除外し

伺比較二二としてSU一、
　　　　　　ゆlfath1az61及Sulfame－

thアlthiazo1を追力口せり　．

　第3表掲示の如く経

ロ法に依れば1・回量：10

．函9の投與kよりSulfapyridin及Py－monobenzylsulfons蝕re・Na共に90％以上の回数率を墨ぐる

ことを得たり．家に二三率60％以上を示す最少四一量を最小治数量と見倣し，各槍艦に就て之を摘

録するに，原化合艦は5m9にして：Py－monobenzylsuifons銭ure－Na，　Sulfapyridin，　Sulfathiazol及Su－

lfamethylthi麗olの4種：は10．mg，：Py－dibenzylsulfonsaure・Naは20　mgなり・

第3表経口投輿に依る恰療敷果

窪へ

検

輕口投與量
　　　×画藪

　　　　P7（原化合騰）

　Pシーdibenzylsulfbns乞ure－Na

丸Py－m・n・benzアlsulf。㎎蕊ure－N・

　　　　Su1飴pyridrn

　　　　呂ul血thiazol

　　　　Sul露methylthiaZO1

　し
20mg×5 10mg×5

A B C ・i・ C

7’10

9／10

7110

7／10

8／10

5．3

6．5

3．0

3。0

4。0

83．2

95．8

75．0

75．0

85．7

19／20

1！10

η10

9110

4／10

4／10

4．0

3．3

7．7

4．0

4．3

4．4

96．4－

282

91．8

92．9

59．3

60．0

5mg×5

州・1・

封 照 ・12・ m・・

5／10

0！10

1／10

．0’10

1μ0

、6．1

2．5

3．6

3．5

．2．9

76．8

10．7

31．4

2皇．6

．23．9

・……O三マ

　　　　　’

0

B……艶死マヴスの準均生存日籔：，　C……治数率（％）

’
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異項環スルホソ誘導禮の硯究（i建2） ・　99

。　　　　皿蓮三三感染1嗣する効果　　　　　’｝
　Streptococcus　haemolyticusφ馬血清ブイヨン20，時間培養の1000～100・000倍二二・02c『、・（1000　！

劇10致死量）をマウス腹腔内に接種し，其後1時間，24時間，第3日，第4日，第5日の5回楡．

薩10mgを皮下に注射し感染死の有無を10日・間観察せり・槍艦として：Py・monobenzylsulfons乞ure「

Na及P－A：ninobenzolsulfonacetamidの申性水溶液を用ぴ，爾種の鼓弓を比較せり・　　　　　　・

　第4表に示す如く：Py－monobeロzylsulfons乞urr恥は溶連菌感染に野して10加95回の皮下注射

により二二に奏敷し，肺炎菌に樹するよりも其敷著し．

第4表　蓮鎖歌球菌感染に封ずる数果

検　　　　　　　　　禮

投興津　×回数
　　　り

Py－m・nobenzylsu1あn蜘re一側a

　　　10mg×5

P－Aゆ・b・ぬ・・1・u1触cet・mid

　　　10mg×5

封 ・照

接　種

致死量

1000

100

1000

100

1000

100

生存数
試響胴

1’5

4／5

．015

3／5

0／5

0／5

麗死マウ
スの準均
生存日数

2．0

9．0

3．0

3．0

1。0

1．0

治敷率

・（％）

皿試験管内に於
　　ける菌塘殖阻

　　止作用

　　　　難溶なるPy及Sulfapゴridlnは’．・：

28・9　　0・02％・易溶なるPy－d｛me恥ansul・．

9乞8f…乞・・飾，　Ppdib甲・yl・・lfq・・告「∴

222　・ureくNa及Py・皿onobenzア1－sulfons－

68．9　蕊ure－Naは1％水溶液とな↓’，之．「

　　　を100．20分加熱に．よりて誠菌．
　0
　0　　し・；其各種稀繹液：2CCを虚血溝ブ

　　　　イヨン（通常の2倍濃度組成の．も’

の）2ccに無菌的に加へ，之に：Pne㎜ococcus　I馬血清ブイヨン20時間培養の100倍志雄1滴を

加へ37℃に於て1週間培養せり・　　　　　　　　　　　　　　　　．1　　、　　・

　第5表掲示の如く，完全に菌の増殖を阻止する最低濃度を以て阻止力を比較す為に，：Pア（聯合『

禮）最強く（5萬倍），SμlfapyridinとPyrmonobenzylsulfons乞ureNaとは同等（2萬倍）にして此

れに次ぎ，更にPy・dib6nzylsulfon誠ur←N窃（1萬倍）の順位となり，何れも其作用相當著しきものあ

る竜，：Pγ一dimethansulfon誠ure－Haのみは阻止力僅に500倍に過ぎす・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　6

第5表：PlleumQCoocus　lに封ずる菌増殖阻止作用

　　　　　　　　
　瞼　禮　　　＼
　　Py　（原イヒ合膏豊）

：Py・dimethausu1鉤nδ蕊ure－Na

Py・dibenzykulf・ns蝕e－Nh

Pアーm。nobe・zy18ul£。戚Uゴe。Na

　　Sulf吾pyridiロ

百〃．〃千’〃〃萬〃〃〃〃

一　　　一　　　一　　　十　　　十　　　什　　　一

十

十

十

十　　　十

什

十

十
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照 i 帯
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100 秋　　葉　・　長　　林

　　　かくの如く上記検骨豊の肺炎双球菌に封ずるin　viもroの作用が前項の圭n　vivOに於ける感染治癒作

・　用乏完全に併行．る事を認む．

　　　而して：Benzy正誘糊豊自：身が彊き菌増殖阻止作用を有する事實よ夢生艘丙に於ても跣n穿1基を
』’ 齊O脱することなぐして抗菌作用を現すものなる．べきを豫想することを得

h

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　総　　　　　括

　　4Aminophenyl－5’一amino・2，一pyridylsulfon（略號IPy）の水溶性誘導艦たるPy－dimethansulfons漁re・

　Na，　Py－dibenzylsulfons湘re－Na及Py・mQnobenzylsulfons乞ure・Naの3種に就き・て，其毒性，肺炎双球

　薗及蓮鎮厭球菌感染に封ずる数果並に試験智内菌増殖阻止作用等を槍しノ併せてSulfapyridin其他

　と比較槍討せり．蝕に得たる結果を総括すれば次の如し．

　Lpy－dimethansulfons乞ure・Na．は溶解度大にして毒性著しく低きも，生禮感染に野して殆ど無敷且

　　菌増殖随止作用亦微弱なり・　　　　　　　　　　’

　2．Py・dibenzylsulfons蕊ure－Naは毒性比較的低く，生骨豊感染に回し相當有敏にして且菌増殖阻止作用

　　も亦彊し．　　　　　　　　”
’　3・Py・monobnzykulfons乞ure適aは前記2．桧禮よりも毒性若干強きも，・しかもなぼSulfapyridinの

　　1／2～1／3に過ぎす，而して其肺炎菌感染に塁fする致果及菌増殖阻止作用はSulfapyridinと略々同

　　等にして，Dibenzyl艘に優る．尚，蓮鎖歌球菌感染に賦しては肺炎菌感染に与するよりも一歴良好

　　なる数果を示せり．　　　　　　　　　　．

　4．検艦の肺炎菌感染に封ずる敏果と菌増殖作用とは併行閣係を示せり・　　　　’

　5．Py・dibenzylsulfons銭ure一：Naの溶解度は15’｝18。に於ては約40％，：PyrnonbellzylsulfoDs長ure一：Na

　　約丑0％なり．而して其水溶液は：皮下注射局所に何等の病攣を起こすことなし・

　　．　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　　　　　厭

　　1．秋彙，風間＝異項環スルホレ誘導｛幾の研究（其1）　衛生試験日黎報56・12，昭16

　　2．R．0．『Roblin，　J．　H．　William3　and　G．　W．　Andersou：Studies　ill　Che皿otherapy．　III．　Sulfα1es　J．　Amer．

　　　Chem．　Soc。63，7，1930，1941　July．

1
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實瞼的化學療法に於ける藥剤の治療敷果

、 表示法の一試案に就て

（實雛的化學療法研究　第9報） ・」

`

技師秋葉朝一郎囑託長林江澤

〆

　　　　　　　　　　　　　　　　1・緒　　　　　論　　　　　　　　　　　　　　、ミ

細離疾患の實験的化工療法研究に於て，藥謝の治融果を孚記する蟷り・’1）實験動物の～醗・1

死を基準となす丁合，2）感染動物胃内に於ける病原禮の消長如何を基準となす場合，3）生罷臓器にと、1

纏攣雛麟灘譲鵜癖原騨動細し獅卿
　家兎，モルモツ下等を以てする二丁の實験的牝學療法に於ては，臓器に於け多病攣の程度乃至有無註

を楡索し，鳥類「マラリア」を以てする抗マラリア劃の研究に於ては，’流血中に於ける原野の出現の　1

有無乃至逞速を以てし，連鎖状球菌，葡萄状球菌，肺炎双球菌をマウスに感染せしむるが如き場合に
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　，‘、1
於ては，感染死を判定の基準となすが如し．

余丁は蝕に感染死を短呼に確實に惹起せしめ得硝原野以てする賜的化州法研究に於げ巽
る，藥剤の治療数果の表示法ヒ就てQ試案を磯表せんとするものなり．　　　　　　　　　　㍉　ド

　当て連鎖昧球菌，葡萄欣球菌，肺炎双球菌性疾患粒びに腸炎菌，鼠チフス菌等を以てするチフス性．‘・・

疾患め花野療法の如き，感染動物の念性死を以て治療妓果判定の基準とせし揚合，從來如何なる敷果

表示法を使用せしやに就て，総括的に之を分類すれば次の如し．

　1）治療珊瑚艶一丁の平均生存日欺を下々考慮に入れす，專らある一定観察期間を耐過生存せし動こ

撒と杢試蝋と砒，鵬必罰のみに依れ紡法（第・法）　　　　　㍗
　2）前記の方法のみにては不充分なりとし，治療群中の生存獣敬と全四獣敷との比，拉びに艶四獣・

の李均工学日数を併記して判定標準とする方法（第2法）

　3）生存三三二死獣の生存日数を通算して牟均値を取り，（観察期間P日を最大値となし）之と封1＝

照獣の二丁生存日藪を蜀比する方法．（第3法）

　似上列基ぜる諸法に就て考察するに，第1法ば治療群中の艶死獣の平均生存日歎の長短を全々考1

慮に入れざるため表示法として不充分なり．何故なれば治療群中の艶死獣の孕均生存日激が，、封照群

のそれよりも相嘗期間死恥れ抽とせぼ投與鄭がある綴の離郁肚能力ある力旧姓骨豊．

に好影響を及ぼす作用ありと認むべく1若し逆に短縮されたりとせば菌磯育増殖助長作用あるか又・

は生艦に悪影響を及ぼす作用ありと思通すべきものなればなり．

　第2法は前法Z）鉄黙を補足せんがため考案されたる方法にして前法よりも正確なる表示法なる

も，其の判定標準が二元的なるため不便且判定に苦しむ事例あり．

　第3法は観察期問P日を有数最大値とせるものなるため，Pは必ずしも判定比較に便なる三値に

回す．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’
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評　く

　以上論述せる各法とも各々敏鮎と不便あり．

　鼓に余等のi提示せんとする試案は，治療群及封照群の全面獣数，生存獣数と艶死獣の雫均生存日数

競びに観察期間等の實二値二二定値を基礎とし，封照常に0男に封し治療群の試獣が全部生存せし　・

時其の治数率100％となる如く，又封二二の至均生存日詰まりも治療群の李二二存日欺（全二死）

が短縮されたる場合は負の二値（％）となる如く考案せるものにして，從來の諸表示法よりも敷果

の比較有数無数の判定に便にして且つ一目瞭然たらしむる様試みたり．

　但し本法三門率の算定基礎たる上記各三門値は：，實験誤差範園内における信じ得べき三値たる事

を前提とし，設定干たる試轍数学観察期間が安堂溢る事を要す．斯る條件を具備ナる揚合に於ける治

敷率は可成り正確に治数度を表示するものと思考す．　　　　’　　　　　　　　，

∬．治敷率の算定法

　實験的野學療法に描ける藥剤の治療数回は，治療群の生存獣敬と全試計数との比及び十死獣の平

均生存日激とを以て表示するを通例とす．・故に余等はこの爾要素を輩一化して一の指標を求めんと

し，試案の一として藥割投與試算の生命延長総日歎を算出し，此の下値と試獣が全部生存せし調合脚

ち数果100％なる揚合の生命延長総日籔との百分比を取り之を治数率と假構せり．

　而して急性死を治療数果判定の基準となす場合通常覇照獣を全部発死せしめるが如き確實致死

、菌量を感染す．然れども甥照獣を全部艶死せしめては治敷測定に不都合なる時は，最小致死菌量或は

其れ以下の耐量を感染せしめ，治療群と劃照群の生存獣帯の多寡及び艶死獣の平均生存日籔の長短

1を以て治療数果判定の基準となす揚合夢り．故に鼓には野半群が全部艶死せし丁合と，全部艶死せす

一部生存獣ありたる揚合とに分ちて治数率の算定法を記さんとす．

　　　　a……治療群の生存野洲

　　　　b……治療群の全試獣数
4　・、

齪　a’……i封照群の生存習癖

　　bノ……封照群の早船駿歎

　　P…・・灌見営繕聞（距離）

　　m……治療群蜷死獣の卒均生存日欺

　　n……i野照群艶死獣の雫均生存日歎

　P－n…生存獣り生命延長日激

　m－n…治療群干死獣の生命延長白配

転

盟

　／一一戸
コ＿〃レー．、

　　　一一　　　　襯
　　　　　・＼　　　察
　　　　　　＼　　終
、＼　　　　　　　　　　＼、了

㌦．～z！”・ぐ一一加一π一一一’　　　　　　　　　　　，’

　　　　　　　、㌔嶋一ρ一η一一一

蔑　　Aン樹照獣全蜷死せし場合の治数率（治門下第1式）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　鼓に云ふ畳数率とは，治療群の生存獣及二死獣の生命延長総日数と試獣全部生存せりと假定せし

　　生命延長総日干との百分比を意味す㌔而してa（p－n）は生存獣の生命延長総日数，（b－a）（m－n）は：

　　二死獣の生命延長総日数，b（P－n）は試獣全部生存せし揚詰の生命延長総日藪を表すを以て，乱数率

　’（第1式）をxとすれば次式の如し．

　　　　　　　　　　　　　　馳（P－n）十（b－a）（m－n）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　×100　　　　　　　　　　　　X：＝　　　　　　　　　　　　　　　　　　b（P－n）・
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　　　　　　　　　　一÷・・…（br孚100・署≡差

　　　　　　　∴x一÷・・…（・C・一÷・…）・碧≡書・一・（倉敷談義・病）．　：㌻

上記治応命1式に臨÷・・b・六諭…一÷・…面諭℃＠一÷…6）’

　　ロ　　×P一。醗死牽を半生韓とで噛すべきもの蹴平せしものにして・m＞nなるときは正の

数値となり，m＝n、なるとぎは零，　m〈nなるときは負の藪値となるを以て，此の欺値と生存率とを．

加減せるものが，求むる投與藥割の血染動物に及ぼす作用ぐ敷果）にレて，鼓に治妓率と嘱せるも．g

を表示す．

　：B）蜀四獣全艶死せざる揚合の治数率（治数率第2式）　　　　　　　　層　　　　　　．　’

　治数傘は投與叉は注射せし藥剤の感染動物に及ぼす敷写を表示する比牽なるを以て，若し封照た

る藥劃を投與叉は注射せざる動物群に於て，若干生存獣あ砂たる時は，この揚合の藥剤の治数度を表監

示すべき逆数率は，前記第1式の心素より二巴群の該當値を控除せるものなり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　Q．

旗蠣の灘値鵬治黙の（！・・一÷・1・・）・習騨すべ灘臨一三

1るを以て常に0となる故．．台数率第2式は治致率第1式より劃照群の1 ｶ存攣（自然治癒傘）

ぎ
τ「×100を控除せしものなり．　　　　』　・

　部ち内数譜第2式をx’とすれば次式の如し．

　　　　ガー÷・1…（…一÷・…）・雪≡素点畜・1・α…・噌韓・式）

盈．観察期間に就ての考察

　ある一定甑察期間を耐過生存せし動物は：，治癒せるものと認むる條件なるを以て，其ρ観察期間が’．

最竜直心なる期間たる婁を鼓す・何故なれば短期にすぎる時は，該観察期間絡了後に於ても，爾感染

死の動物はありうるし・飴りに長期に互るときは感染死に非ざる他の原因に依る蜷犀獣も遷りうる

を以て，この観察期間は接種菌種，菌量蛇びに藥剤投與回藪等の條件に關聯し，最も安當なる旧聞た’

る事極めて必要なり・此の期闇を幾伺ほどにすべきかを槍帯する焦思例を示すに次の如し．　　　ク　，

　實験動物としてマウスを使用し，各誌10’匹となし，s．　typhi　murium（MJ＾1：L1／100．ooo　n〕9）の、．

10M工D・を腹膣内に接種感染せしめて，4群となし，1群を封照とし，3群に夫々藥剤の適量を感

染1時間後に第1回経口投写をなしゴ爾後5日聞5回¢）蓮績控與を行ぴ，（藥剤は後日更に魑回

して一括報告するを以て蝕に簡略にA．B．　C．とす）藥剤投與及無投與各群の発死獣は何日以内に

発死し・生存する動物は何日迄耐過生存すれば，完全治癒（菌沿失）或は保菌治癒（保菌欲態にて永
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：ξ：H　違摯
　　　　　　。　蒸薄

　　　　。塞　．郵
　　　　…　1　誓燕
　　　　。q　。つ　　・」黎
　　　　　　　　　　　　ユコ

。．暑…　藤
　回　o　o　回　　嗣経
£．：：ヨ　臨
　　　　　　　　　騨’｛無
　o　o　o　o　　累羅

　　　　　　　　　菌　凶

1・・。重

く生存し得る）するやを實瞼せしに次の如し・

　以上の實験より見るに，樹適量の牢均生存日歎（全艶死）

5．0日に噛し治療群の蜷死する動物は，通常12日以内に幽・

発死しそれ以後は蜷死せす，45日に至る迄耐過生存せる動

物若干あり．

　上記實験成績より観察期聞は最短15日間を要し，即ち

謝照獣群の平均生存日敬の約3倍以上を要す・

　今野平群切死獣の雫門生存日藪をnとし，観二期聞を

Pとすればnk＝P∴k＝⊥（kを假に観察係藪と稔す）
　　　　　　　　　　　n
なる場合，k≧3戻る事を要す・而して從來の急性死を惹起

せしめる化學療法の幾多の垂垂に鑑みk＝3～10なれば，

必要にして且つ十分ならんかと思考す．而してk値を幾

何ほどにすべき’かは，個々の場合並びに野照獣準均生存日

敬の長短に依り，適宜に考慮して襯察期闇を設定すべきな

り・観察期間は大艦において，實験動物の壽命を考慮し野

照獣卒均生存日歎1～2日の短時日なるときは観察係数を

や上大にし，8～10日の如きときは小にし，要は観察終了

後の生存獣が治癒せる事を條件として考慮すべきなり．

　　　　　　　　　　　　1
皿．本法と從來の諸表示法との比較考察

　第2表は肺炎双球菌1型i・000M工・D・腹腔i内悪染マウ

・スに封ずるSulfanlethylthizol及Sulfapアridinの治数成績

なり・秋葉・風聞論文より引用せるものにして，判定標準と

して主として第3法に依る表示法をなしたるものに，比較

考察に使なる如く，第i，2法血合数率を併記ぜるものな

り．（第2表参照）

　本表を見るにSulfanletl〕yl七hiazolの201ng及10　m9投・

與の治敏成績にては，第1法の生存傘にては夫委70％

0％にして治数率にて表せば夫々72．5％28．6％なり．藥1

　　　　　　ひ剤の感染動物に及ぼす二丁は，減量：するに從ぴ楷段的に漸

減するを通常とす．從って艶四獣の牢素生存日歎を考慮に

1入れて生存率と加減する方法即ち本法により治数率の表示

する比傘が，生存率のみによる表示法よりも，臨め藥剤の

治数度た近似せるものならんと思考す・
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實験的化學療法に於ける簗剤の治療蕊果表示1法の一試案に就て

第2表　肺炎双球萬工型感染に封ずる敷果表示法比較

＼表　示　　，

　　　　法　　別

・検髄＼

Sul血methyl聴z・1

Sul£apアridh

投與量

　X
画　　敢

20mg×5’

10．mgX5

、6颯9×5

20・mg×5

10mg×5

5mg×護

第1法’

生存．率

70

0．

0

90

20

0

第3法
’準均生存

日　　数
（Max．10）

7．7

，4．（ガ．』

2．4

9．7

6．4

2．0

田 川 ・示

第　　　2　　法』

生緻俄丁数腱坤高
7／10

0！5

0／5

9’10

1／5

0／5

2。3

4．0

2．4

7．0

5．5

2。0

　　　　　’・．ま

　　　　　　　．ゴ
　　　　　　』．「．．、

　　．．105

　二法　　　　．『、・

　　　　　　　．』．：r

治数率
　％　　　　　　遠

　　　　　　　．’ノ

72る

28．6

9．5

96ざ4

57。！

4．5

照
lI

・1！・・1・／・σ 1；6 1・
註　1・000M・：L・D・腹腔内感染，襯察期間10日とす．

　第3表は葡萄菌5M．：L．D．1／500m9静豚内接種感染マウスに野する各恥骨豊の頭数成績なり．本法は

秋葉風聞．長林の論文より引用せるものにして，第2法即ち生存金敷と全試底数との比及び難死獣の
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　
卒均生存日藪とを併記して判定の標準とせるものに治敏率第ユ式により，治数摩を算出して併記せ、

り．斯る二元的な判定標準を平着牽に一元化するに，60％以上を有数なりとすれば，Sulf脚eth夕1thia乞ol　！『唱

の10mg投與群のみ有敷（75．9％）なる事も一目瞭然たり・：葡菌に封ずるSulfamet1沸hiazolが

Sulfanilamidより有数なる：事は本表にても明らかなるも，生存獣数のみに依る時は，一見Sulfanil－

amid・がSulfamethylthiazolより優れる如く見えるも（20　mg投與群）治敏率により此の貼若干修正

されたり．（表参照）

　SulfanilylsulfanildimebylamidとE七ainoxy1は共に生存獣なきも前者は生存日敷延長せるに反し後

者は却て短縮せり．前者の30．2％は殆んど無妓，後者の一5．3％は無実なるのみならす，却て：E亡alnoxyl，

20mg　5回投與は有害なることも，数字にて明瞭に表示し得るの便あり．

　　　　　　第；3表　葡菌感染後20日生存マウス数と蜷死マ』ウスの李均生存日数と治敷率　一

1回の脛ロ投輿量×回数

検

P－Aminobenzo13ulfonamid

P－Am：n・benzolsul君onacetamid

Sulfanilylsul£anildimethylamid

Su1£apyridin

Sul魚methylthiazol

P，PノーDiaGety】am三nod三pheロylsul£on

P11亘tropyridylphenylsulfon

D1aminopyr三dアユphellylsulfon

20mg×5

生存数／
／二二鍛

　3！15

　、3114

　0／1与

　4／15

　2／15

　1！15

●0／15

発四獣
準群生存
日　　鍛

6．1

5．2

82
8．6

8．6．

5。0

3．6

治数率
　％

34．2

30．8

30．2

504
41．5

1r．1

：3．0．

10mg×5

生干／
‘／二二

4115

1！15

2μ5

5／15

9μ5

1115

0110．

0115

蜷死．獣
卒均生存
日　　数

7．3

4。1

6．2

昌・7

9・8．

5．6

2．3

3．1

丁数率
　％

44．8

12．2

29．2

554
75．9

20．5

－4．7

0
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金r �@錫EtainoxyI
S曲is（disul負｝nilamid）

封　　　照　⊂藥剤無投與）

0／10

1’15

0150

2．2

3．5

3．1

一5．3

8．8

0 0／50

‘　　　　一

　3．1・ 0

工’

　第2法の生存旧臣と全試獣激との比及び蜷四獣至適生存日激併記の方法は，前述せる如く判定標

準が二元的なるため不便なり。’

　第3法の生存獣及強堅獣の生存日焼を通算して，其平均値に依る表示法は，樹照獣群の該當値は

0に非ざるため，治数始め如き常に蜀照獣群を0％とせるものに比較すれば，表示法として不適當な

りと云はざる可かちす．爾叉観察二三（日数）を有数最大値とせるため，必ずしも比較判定に便なら

す．第2表につき爾法を比較考察すれば明らかなり・

　蝕に二等の提唱せんとする表示法は，第3表の如く，生存二二，三三獣数及び艶死獣の卒均生存

日数，並びに是等の二値を基礎として求められたる治敷率を併記する方法にして，治数率が信じ得べ

き数値たりや否やは，生存黙籔，全試回数，発四獣の三三生存．日数及観察期間に關係ナ從って是等

の藪値が委當なる限りに於て，治数率はかなり正確なる治数度を表示するものなりと信ず・統計二上

の理論より試二二の多き程誤差は小なるを以て，回数率の有意無意は前述の各数値を吟味すべきな

動斯る意味に於て第3表の如く記載す．但し制定比較にぼ主と「して，實空値丞設定値が信じ得べ

き條件を前提として門門率を以てするが便なり．

　本治数率に於ては60％以上を有効とし，比率高き程有数度大にして，60％以下に於ては其の程度

に慮じ，’稚有数，殆んど無数，無敏とし，’ 奄ﾌ数値となるときは，むしろ有害なるものと判定す・

v・結 論

　　二藍急性死を判定標準とする二二二化學療法研究に湿て，實験に供せし二三の有数無敷蚊びに比

較判定に當り，種々の表示法あるも何れも若干の二丁及不便の鮎ありて比較判定に苦しむ事例に往

　々遭遇す．斯る不便を除かんが爲鼓に百分率にて表示し得る二二率を案出し，治療敷果判定に．當り，

　一目瞭然たらしめんと試みたり．

　　本治数牽は，治療群の生存二二をa，全二二数をb，二死獣の手工生存日数をm，蜀照群の生存獣

　藪をa’，全試二二をb’，一死獣の二三生存日数をn，拉びに観察期間をPとサる営門験値及び設定

　値により，次式に擦りて算出するものなり．

一　樹下群丁丁死の場合の治下率（第1式）

　　　　　　　　÷・・…（・9・一苦・…）曙≡差　　　　　　　　ト

　　軍書群全州死せざる離合の治敷率（第2式）

　　　　　　　　÷・16・・（1・・一÷・・b・）・芦書一景k1・・

　　　　　　　　　　　　　　　　女　　、　献

1）秋葉。風間；徳生試験所彙報，第56號，22頁，昭16，

2）秋葉・風間・長林；衛生試験所彙報，第59號，70頁，昭17，
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1肺炎双球菌感染に劃する各種藥剤の敷果の比較
、－引

　　　　　　　　　　　　　（實験的弓亀療法研究第10報）

　　　　　　　　　　　技師秋葉朝」郎　囑託長林江澤㌧

　　　　　　　　　　　　　　　　　　1緒　　　「論　　　　　　　　　　　　　　，
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．！：

　　　肺炎菌感染に封ずる化學療法剤として既往に於て深く研究せられたるはChinin誘導艦にして・’先

　　づMorgenroth　u’Leマy（191i）によりてAethylbydroeuprein（Optochin，　Remijin三共）が治療上に
　　利用せら鵬姪り；如岡零（・93・），G近。d，1（1933）A，j。。。（1934）玉i。b・・…hG935）歌よつ　、・

、A晦1叩・ch・i・が燃眼てA・thylhyd・6・・p・ei・に働且つ灘は一暦撃こ・轍編本邦
　　に於てはChineron（武田）として治療界に呈供ぜられた夢’．その後Whitby（1938）の酸見に基づ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　べ　　くSulfapyridin出でてよりSulfonamid誘導骨豊並びζSulfon誘導骨豊に屡する』多くの藥剤が磯表さ　　、

　　れ各々の研究者により有数なりと報告され居れ夢．　　　　　　　　　乱　　　　　　－．　　　　　　”

　　　余等は鼓に有赦なりと認めらるる誘導薩自PちSulfapyridln　Sul蝕n〕etyltbiazol，　Sulfathi我zo1，，　Sulfaゼ

　　’InethyloxアPアrimidin，　Diaminophenylpyridylsulfon及びAethyl即oebinin！の6種を選びて相互の敷果　　ヒ』

　　を比較瞼討せり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’～陛・

　　　　』　　　　　　　　1検　　　　盤

No．1　4－Aminophenyl－5’一amino－2ノ・pアridylsulfon（Diaminophenyl－pyridylsulfon）

　　　　　　　　　　　　噴鼠評，．．・，．

箇。．2　2一（p・Aminobenzolsulfonamid）rpアridln（Sulf乱pアridin）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ふ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ　　　　　　ロ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　／＼

　　　　　　　　　　●映マ〉蜘Ψ

：No．3　2・（p－Aminobe皿zokulfonamid）ワ4一即ethylthi乱zo1（Sulf昂metLylthiazol）

　　　　　　　　　　　　＿⊂癖∵

No．4　2一（p・Alninobenzolsulfonamid）・thi戎zol（Sulfathi翫zo1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N～
艮Nノ～＼．＿」 1

　　　　　　　　　　　　　’　　＼＿／　　 耐　　　＼S／

No．5　2一（p－AminobenzolsulfQnamid）・4・methyF6－oxypyrimidin（母ulfametbyloxypアrimidin）

．｝
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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N－C－CH3．　　　　　　　　　　　　　　　　　’
　　　　　　　　　　　　　H・凡〈＝〉臼・・NH剰E　r　．、

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N－CrOH
　No。6　Aethylapo．fh｛ni」1　　　．　　　　　　　　』　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　　H2C－CH－C－CH－CH3、，
　　　　　　　　　　　　　　　　l　　　　　　　　　　　　　　　　CHり
　　　　　　　　　　　　　　　　1　回
　　　　　　　　　　　　　　　　CH2
　　　　　　　　　　　　　　　　コ　　　　　　　　　　　　　　HC－N－CH。
　　　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　・
　　　　　　　　　　　　　　HC－OH：
　　　　　　　　　　　　　　　ほ
　　　　　　　　　脚《／㍉
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ココ

　　　　　　　　　　　　＼／＼N／　　　　　　　　㌦

　勲等の使用せし上記6種の槍禮は，Di跳minophenylpyridylsulfonは森澤博士試製のもの，　Sulfa一
‘pyridin，’ rulfanlethyltlliazolは夫々市販品，　Snlfathiazol，　Sulfalnethyloxypyri琴nidinは武田研究部試製

品，Aethylapochillinは市販品を實験に供ぜり．

皿毒性試験
、

　　　　A）　質：験方法：

を．、　　1）實瞼動物は凡て三重159生後約2ケ月の成熟マウスを選んで使用し，各群のマウスを6－

　　　12匹となし軍艦の念i生毒性を経口1回投與の方法により試験せり・

ヶ．．　　2）経口投與は15％アラビアゴム液に槍三豊を混じ，乳鉢にて充分研磨して乳剤となし胃ゾンデを

　　　以で1回輝輝せり．

　　　　3）而して各槍艦の稀繹度はDiami面phenylpyridylsulfonは10％，　Sulfapyridin，　Sulfalnethylthi－

　　　azol，　Su晦thiazol及びSulfanユethyloxypyri1Pidinは20％，　Aethylapochininは5％となし，投與す’

　　　べき最：木：容：量を1・Occ最：小容1：量を0，2c¢　となして，其の所要：量を経口投與せり・

“　　4）投罪してより10日問其と）症朕及び止死を灘擦して最小致死：量及び最大耐量を制定せり，帥ち

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　か
、，

@　四獣の2／3以上蜷死の最小量を致重量，2／3以上生存の最大量を耐量となせり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　L　　　B）、巴鴨成績：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　．

　　　毒性試験の成績第1表の如し．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　‘　、
、．’

　　　　　　　　　　　　　　　第1表輕口1回投與の毒性比較
．．＼黷ｭ聖・・回撫

検　　　　＼
Diaminophenア1pyridγisuユ長）n

Sulfhpyridin

Sul£ametllylthiazo】

SUI魚flよiazol

Sul魚methyloxypアrimidill

Aeしhア1apoebi㎡n・

　　塑

最　小　　鼓　死　量

mg1P…59M…1 9／pro　kg

　50
＞200

＞200
　．160

＞200

　20

　3．3

＞13・3

＞13・3

　10．6

＞13．3

　1．3

最　　大　　耐　　量

　　　　　　　m91P・・159晦u・1 9／pro　kg

30．

140

15

2．0

9．3

LO

、
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　第1表を見るにマウスはS・lf・py・idi・・S・lf・m・セhylthi…1及びS・lf・血・thyl・xypy・imidiぬ燭，

し経口1回血温にては200mg以上に耐え帥ち139Pro　kg以上投射するも何等の中毒症櫃を呈
　　　　　　　　　　　　お　
せす・：Barlow　a・Homburger等は259Pro　kgにて中毒症歌なしと回す．　Sulfathiazolは160　mg

（19・69P・g　kg）が致死量と細140　mg（9・39P・・kg）が耐量にしてS・lf・m・thylthiaz・1よりも毒

性彊し．恥rlow　a　Ho【hburger等の259　Pro　kgにて何等の申毒高歌なしと云ふ成績に比すれば余等

の成績にては：やム毒性賦しと云ふべし・直面等はSulぞapyridin，　Sulfamethyltbiazol及がSulf抗tbi翠oI

等のNa壷について経口投與にて比較せるに，　Sulfaむh擁01がSulfame亡hアlthlazo1より毒性旧き成績　　　ミ．

を宇塁トたり．　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’．

　DiaminqPhenylpyridylsu！ヂonの致死量5σ加9（3・39　Pro　kg），耐量即脚9（2．σ9かro　kg）の三三は
　　　　　の
秋葉・風間の成績に一致す。『
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　5）　ド
　Aeむhylapochininの致死量20　mg（1・・39Pro　kg）耐量15n｝9（1．09Prokg）の成績は三浦の成績に

一致す．但し15mgにて中毒症厭を呈す．

　以上を毒性の彊度より見るときはマウスに面し経口1回投與にては，　　　　　　　　　　　　騨

S・lf・py・idi・≒S噸・・thyl七吻1≒S・恥・tbyl・・アpy・imidi・＜S・lf・th幽くDi曲・ph・・yやyガ

dyl串ulfo　n〈Aethylapochininの順に画し．　∫　　　　　．　　　1

　　　　　　　　　　　　　1　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ウ
　　　　、一・　、　，　』皿治’療實験

　A）實験方法：
　ユ）重富動物として鎧重ユ59～20gの生後約2ソ2ケ月成熱論マウスを使用ぜり・　　　　　　　卿

　2）濃染菌は本研究室保存肺＝炎双球菌1型を馬血清加ブイヨンに18時間培養せるものを普通ブ・

イ耳ンを以て稀繹し，其ヒ1001萬倍稀繹0・2ce（10M．：L．D・）をマウスの腹腔内に接種感染せしめ，検

艦を接種後1時聞，24時聞，第3日，第4日，第5日の与回蓮績経口投與し，・感染死の有無を

ユ0日間観察せり．之を早期心癖と毒中せ’り．　　　　　　　1｝

　3）本症10M．1の・感染マウスは通常24－48時直後に艶死するを以て，感染後ユ1時間及び2i

時間を経過してより第1回経口投與をなし，爾後24時間を隔てム連績5日「 ﾔ、5回三三をなした

るものを晩期治療と假稻せり・前者と同様10M・：L・D・腹腔内接種，・観察期闇10．日とせり．　　　　　圃’

5）嘉承投與法は凡そ経・晶晶を施行ぜの・15％アラビヤゴム液を以て毒性試験と同様の調製法

にて乳劃を作成し・昏々の投與三三『0・2ccに含まれる如く調製ぜり・之を胃ゾンデに℃深く胃内に

柱入せの・

　　　　　　　　　　　　　　　　ラ　5）』治療数果判定は主として前報の回数率により60％以上を有数なりと認めたり．

　B）　心血成績：　　　　　　　　・’　　　　　　　　　　　　　・　　　　　　　　　　　，

　治療實験の成績は之を第2，3表に一括表示せり，　　　　　　　　　　　．　．　　　’．．．．

　1）肺炎菌感染1時間後に藥劃を経口投治する方法・所謂早朝治療に於てはDiaminophe耳ytpyr一．。

idア正sulfonl　Sulfal｝yridin・Sulfam6thylthiazol及びSulfathia名ol等はいつれも面諭，　Sulfamebhyloxy

pyrimidinは若干有数なるもAetbylapocheninは殆んど無慮に出れり．．（第・2表参照）
　　　　　　　　ノ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　へ　　

　而して有義藥剤の最小治癒量はDiaminophe好lpyridylsulfonは5mg（治数率7乳1％），　Sulf即y－

ridinは．10　mg（治数率92・9％）・Sqlfamethylthiazolは10　mg．（台数i率753％），　Sulfathiazolは10

《
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第2表

・痙i口叩声量×回数 20mg×5
　10mg×5弓←r8・ngx1創

　　　　　　判定標準

O三
・1 ・ld A　　　B

早期治療（感染1時問後藥捌投與⊃の敷果比較

　　　　　　　　　　　　　　　　　5mg．×5

C A． C A

2．5mg×5

・1・C

●

Dhmぬophenア1　Pアridylsulfbn　　－

Su1｛帥yr三di口　　　　　　8／10

Sul血methylthia翅01　　　　8110

　Sul飢thiazo1　　　　　　　　　7，10

．．
ru，f為met11アlox）・pyrimidh1　　　　　5110

　Ae†hyl包pochinin　　　　　　　　　　　　　　一

　　　　　　　　　　　　　　　〔

．3。0

4．0

3．0

2．0

　　19120
83．5　　9／10

85．9　　4110

75．3　　4’10

52．9　　3110

襲0！10

生096．51

4．0　　92．9．

6．5　75．3

4．3　59．8

：3。0　・40．6

．0。5　　－5．3，

　　　　i

闘

5／10

1／10

1μO

o／lo

6．1

3．6

2。9

3。5

2．4

1．8

77．1

32．2

24．8

23．5

19．5

22．8

、1、。141

2／10

3航5．

1榊9

．．e

　　．．封－．．照　　　・’　q・・恥・旨・　．　　、

詠麟蓋鍛B一二死獣一生鱗・轍率・％・・一「　　’ド
。　　Pneulnococcus　I型100　i萬倍0．2　c。c．（10　M．1」．D．）腹妊空華感染：　　　　　、　　　　　　　　　　．

　　観察期間10臼；　　　　　　　　　　　　　　　．　　　　　　　　　　　　　．　　　、
　箭Ae重hylapoch呈ninのみ．8mg投與，但し本群マウスは中毒症歌甚しく全部中毒死と認めて可ならん・艶死

　　マウスにつき心血及腹腔液より肺炎菌を鏡検ぜるにいづれも陰性なりき・。

　　　　　　　　第3表　晩期治療⊆感染11時間及21時間後号麹投與）の敷果比較　　　　．．

．9　　．
二二巴投與開始時間 感染11時間二

二 ．三

星δ亀

DiaminophenylpyridアIsul£on

15ulf蔦pyridin

Su1血methアlthiazoI

Sulf…瓦thiazol

Su1魚met｝1yloxypyr三midfn

Aethアlapochinin

四 丁

獺量・鰍・■・｛・

110mgx5

20皿g×5

　　〃．冥

と　　〃

　　〃

　5mg　5

3／10

8110．

5！10

5’10

2110

0！10

、4．1

6．5

4．5

4．0

3。9

2．0

52．0

91．9

68．0

65．1

43．3

7．0

1・1・・IM・1・

感染21時間後
・‘ P・1・
0／10

1／10

0／10

0／10

0／10

0110

1．8．

1．σ、

2．7

『1．7

1．6

1．娃’

4．7

15．2！

15。1

3．5

2，31

・　0

．註：略號A，B，　C，感染菌量，観察期間箭表二同ジ・

，．’mg（治韓598笏S・lf・m・thyl・xypy・imldi・ば20叩にして治跡5Z9％穂

　　　　　之をいつれが有数なりやを最小治癒量：仁治数率を基準として比較するに，

　　　　　Diam｛noP≒en加idylsulfon＞Sulfapyゆ＞Sulfam麟’azol＞S・lf・thlazol＞Sdlf・m・th・1？・・py

　　　　茸knidin＞Aethylapochininの順なり．

　．鴨．　2）次に肺発癌感染11時間後に藥剤を投上せる成績にては，．Sulfapyridin・Su1塩methy1面azo1，

　」　Sulfa七晦zol（20　mg投写）はいつれも感染後相子時間経過せるもなほ有数にして，　Dialbinophenyl一’

　　　py・idylS・lf・n・（10　mg投継）及びS・lf・m・thyl・xypy・imidi・・（20　mg投與）ぼやや劣って若干轍な

　　　　るも．，A・thyl・p・c恥i・1詮然鰍な’り．

　　　　圏之を有数度の順に記せばi次の如し．　1

¢．

ノ
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　Sulfapyridin＞Sulfamethylthiazol÷Sulfathiazol＞DiamillophenylpyridylsulfoD＞Sulfamethyloxypy－

rimidin＞Aeもhylapochinin

　3）更に感染21時巨富に藥剤を服忌せる成績にては，いつれも無数に絡れ窮帥ち感染11時間
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　’後に投與せる場合に有数なりし論証も無数なり．，

　之蓋し菌感染21時聞後に至ればマウスは全く衰弱し，從って生膿の諸機能衰へたる％め，もはや

菌を絶滅し得ざるためならん．

V総括並考察
　　　　　るの　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ロ

　秋葉及風闇は肺炎菌感染に封ずる誤判に就て，DiamimphenylpyridylsulfonはSulfapyridlnに優

り，SulfapyridinはSulfamethyhhiazolに若干優ることを既に報告理るが，今回の歩脚に撃ても同

一結果を得たり．

　而してSulfamethyltlliazolとSulfathiazolとの数果を比較するに，爾者聞に大差を認めざるもSu－

lfamethylthiazolがSulfathiazolに若干優れたる結果を示せり・

S。lf。py，三di。とS。lf。m，・h，1・hi。、。1との漏話記しC。。per；G，。・・謡．・…ll潮・鈴君津

　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3）　　　　11）

谷1等は余恵と同じくSulfapyridinが優れりとなし，：Barlow　a・Homburger；Fischer等は等債なりと
　　　エ　う
し，大關はSulfamethylthiazolが優れりと報告せり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　　　　　コリ
　SulfamethylthiazolとSulfathiazolとの比較に託ては，　Barlow　a．　Homburger；Hscher等も前者
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　のが優秀なりとなし，余等の成績と一致するも，津谷はSulfathiazolが優れわとなせり’
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の　Sulfa諏∫idinとSulf翫thiazolとの比較試験に就いては，　Raiziss，　Se▽erac　a．　Moetgch；：Long　a．：Bト
　　　　10）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　15）　ユの
1ss；津谷等はSulpfayridinがSulfathiazolに優るとなし・唯Mckee・Rak『・Greep　a・Dアke・のみは

藥剤飼料混和投與實験によりて二者同等なりとなせり．

　上記の報告を綜合するに，3種共肺炎菌感染に乱して良く二丁し，其の数果には大差なきも，Su一、

lfapyrldinが2毬Thiazol誘導艘に優り・Sul君ametbyltblazolがSulfathiazolに若干優るが如しと

見ることを得べし・
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し　の　Sulfapyri即idin誘導艦の化學療法的数果に平しては，：Roblin，　Williams，　Winnek　a．：Englishの研

究を以て嗜矢となし，氏等は2－Sulfanila血idpyrimidin及2－Sulfanilamiα一4－n】ethyl－pyrimidinは蓮鎖

駅球菌，肺炎双球菌並びに葡萄状球菌感染に劉してSulfanilalhid，　Sulf一助ridin，　Sulfathiazo1等よ

りも一暦即き敏果を有すと報告せり・而してSulf即yrldinとSulfapyrim｛dinとめ混滑を避くる爲

Sulfapyrimi庫inをSulfadiazineと呼稻すべきことを提唱せり・蓋しPyrimidinはDiazine環々る

に由來す．

　余等は未だ2－Sulfanilamidpyrimidin叉は2－Sulfanilamid・4－metbylpyri即idinを入手實回する機會

を得ざることを遺憾とするとじうなるが，忌め近似化合骨豊たる2－SulfaniIamid－4－methyl－6－oxypyri－

midinの肺炎双球菌感染に塁fする数果は，　Dlaminophenylpyridylsulfon，　Sulfapyridin，　Sulfamethyl－

thiazol，　Sulfathiazol等に劣ること前記の如し．　　　　　　　　・
　次にAethylapbchininの肺炎菌感染に劉する数，果に關しては，三浦族余等と殆んど同様なる實瞼

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　4方法によりて，之をSulfapyridinと比較し，　Aethyl叩ochininはSulfapyridinに寧ろ優る敷果あり
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託

と報告せり．然るに余等の實瞼に於いてはAethylapoehilli11の数果は極めて微弱にして殆んど無数

なりき．かくの如く著しき成績の相違は誠に奇異なる事實と云ふべく，之三等の偶々使用せし検艦の

不良なるに因るや否や更に他槍艦を得て追究すべし。

v［結 論

　余等は肺炎菌感染に封して有奴なりと認めらるN化合髄6』種に就き肺炎双球菌1型感染に封ずる

磁心を比較ぜり．

　：先づ各鎚骨豊をマウスに就き経口投與による毒性を卑したる後，其耐：量以下を遜i減的に感染マウス

に経口的に投画し，．各投輿量に於ける治数率を算出し以て楡骨豊の最小治癒量を測定し，最小治癒量の’

大小並びに治数率の高低によりて数果の彊弱を測定せり．

　早期治療實験（感染1時闇後第1回検膿投與）に於ては其の順位次の如し．

　Di乳minophenylpyrid）・lslllfo11＞Sulfapyridiu＞Sulfamethylthiazgl＞Sulfatiazol＞SulfameLhylQxypジ

rimidin＞Aethylapocl・rnin．

　但し晩期治療實験（感染後．ユ1時聞第1回槍骨豊投與）に於ては，Dhminophenylpアridylsulfo11は

Sulfathiazol．め次位に低下せり．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　女　　　　　猷
　　　　馬　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　、、

1）岡本：十奈一難誌36，338，昭6

2）Whitby：L3ncet　I，1210，1938

3）　」Barlow　a。1｛omburger；］Proe・Soo。　Exp．」BioL　Med．43，317，　1940

4）　秋葉。風間＝衛生試1験所彙報，56，12，昭16

5）　三浦：Imp．　Jour．　M¢d．　Scielloeg　IV　Pharm，12，209，1940

6）　　秋葉●長林：　衛∠f三試験所彙報，　60，　101，　II召18

7）秋葉・風間：同　　 報，56，22，昭16
8）　Cooper，　Gドoss　a・〕［・ewi9：Proe，　Soo．　Exp．　Biol．ハ亙ed．42，421，193…，

9）　流丁田・鈴フド：　藥學雑誌　59，204，　1沼　4

10）　津谷：　4ヒ越州學會誌　57，732，1昭　17

11）Fischer：S∵hwe｛z，　Mβd．　Wsoh．666，1940

12）大副：細菌學離誌539，昭16
13）　Raizis3，　Severaρa．　Moetsch－Pro（L　Soe．　Exp，8iol．　Med．46，361，1941

14）　Long　a．　Blis弓：Proc．　Soc．　ExP。　Biol。｝∫ed，43，324，1940

15）　Mckee，　Rake，　Greep　a。　Dアke：ProG．　Soe．　Exp．　BめI　M：ed．42，417，1939

16）Roblih，　Williams，’ �viimek　a．　English：」．　Amer．　C　eln．　Soe．62，2002，1940
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腸炎菌感染に封ずるS麗lfa面lamid誘導髄の敷果に就て

　　　　　　　（實験事由學療法研究　第11報）

技師秋葉朝一郎囑託長林江澤

　　　　　　　　　　　　　　　　1緒　　　　　言

　チフス画面感染に封ずる化幽幽法的研究は現在の所出んど未開拓の領域なり．面訴はこの方面の研

究を意恕しつ玉あるも，Sulfaniiamid誘導骨豊中重種のものに就ぎ臨玉上及び耐油的に若干有数なりと

云ふ極めて少歎の文献あるを以て，余等の將來の研究方針の一助たらしめんが爲一慈之を槍討せり・

　チフス菌はマウスに諭する病原性小なる縮め，本志に於てはマウスにチフス性疾患を惹起せしめ　　●

且つ抗原構i造がチフス菌に近似せるSalmonella　eliteriむidisを使用せり．
　　　　　　　　　　　　わ
　Muir，　ShamleHbr、a・JonesはSaL　e11亡eritidis感染マウスにi些しSulfamethylthiazolがその生存期
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
闇を相心延長せしめ得たりと云ぴ，Libby　a．　JoynerはSulfanilamid，　Sulfapyridin，及Sulfathiazol
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　わ
の3種につき實験せる結果Sulfathiazolが他の2種に比し良き効果ありと報じ，：Fiskも亦E．　typhi
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　の
感染マウスに塁1してSulfanilamid齊1が治／寮効果：ありと面したるに反し，　K：almer　a．　RuleはSulfan

ilamidを菌感染前より皮下注射したる揚合には生存急斜を延長せしめ得たるも治療効果は殆んど無
　　　　　　　　　の　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　レ
しと報告し，皿arshall等はSulfi・gu翫11idinを腸チフス患者に使用せ9し實験例においては無効なりと
　　　　　　　　　　　6）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　O
云ひ，恥rnstein　a．　SL・aussは同じくSulfaguallidinを用ひてSalmo】〕ella屡各種菌感染マウスのin

vivoの實験に於て，ある種には有効なるも他の菌種には無効なりと朝し，而してS．　enteritidis感染
マウスには鰍勧と靴，本邦に於ては土屋踊愈Th，，。p。L　Di，ep・、1は腸炎菌感染無効舳

　　　　　　　ヨの
と云ひ，達見及平山はSulfallilaDid，　Dlsul伽】ildimethyl鋤｝id，　SulfapyridiD，　SulfathiazQl及びSulfa－

guanidinの腸：炎菌感染にi封ずる効果につきて研究し，ぬつれも無効に終れりと報告せり・　　　、

　以上之を通覧するにチフス性疾患に害しSulfanilamid誘導骨豊が濯1干有効なりと云ふ者もあるも，

無効なりと樗する者多し．

　余等はSulf批nil璽nid，　Sulfanilacetamid，　Disulfanildimethylamid　Sulfapyridin，　Sulfamethylthiazol，

Sulfathiaz｝1，　Sulfaguallid云n，　Sulfamethyloxアpyrin〕idin，　Sulf鐘tricl】1（，ranilid，　Sulfa（量ibroロ】al〕ilid，＼及　，

Sulfathiocyan伽ilidの11種につきS．　ellteritldis感染マウスに封ずる治療効果を槍討せる’を以て鼓

に報告せんとす．　　　　　　　・

　　　　　　　　　　　　　’　∬　検

No，1　P－Aminobenzolsulf｛，namid（Sulfanilamid）

　　　　　　　　　　　　H・N一〈＝〉…NH・



．．

Dゆ．

1ご

i14 萩　　葉　・蔓 林

●

’

o

No2

：No．3

：N（♪．4

No．5

No．6

No．7

NP．8

：No，9

Ro．10

No．11

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　し1）一Ami60もenzolsulfonacefamid（Sulfanilacetamid）

　　　　　　　　　　　　　H・N一⊂＞S・・NH…。耳・

p・AminobenzolsulfQnamidbenzolsulfondimethylamid（Disulfanildimethylamid）

　　　　　　　　　　　　　H・N＜⊃唱・・NH〈＝〉・・調・・H・）・

2〈P－Ami・・be・z・1・・lf…mid）一py・idi・（S・lf・pγ・idi・）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ゑ

　　　　　　　　　　　　　畷二〉・…Ψ

2・（p一一Arl西no｝、e！】zolsulfonamid＞4－methylthiazol（Sulfamethylthiazol）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N　　－C正【3

　　　　　　　　　　　　　H・N一くこ〉・一L／　　一

．2！p－Aminobenzolsulfα1a【nid＞thiazol（Sulfatbiazo1）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N

　　　　　　　　　　　　　H・N〈⊃一S・・勇H一＞

p・A而nobellzols疋11Fonguallidin（Sulfaguanidin）

　　　　　　　　　　　　ρ
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NH
　　　　　　　　　，H・Nくこ〉一S・畑一C〈

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　NH2

2イP－Alnin〔，bellzoLulfonamid）一4－111eしhyl－6－oxly－pyrimidin（Sulfameむhyloxypyrilnidin）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N＝C－CH3
　　　　　　　　　　　　　・・呼〈＝＞S・・NH一乎’．　IH

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　N－C－OH

4－A［hi．ubpnzoLulドon－3，一5，・dibromanilid．（Sulfadibromanilid）．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　警・

’　　　H・蘇〈＝〉…NH＜⊃
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　抵。

　4rAmiIlobenzolsulfon」3，隔4’一5，・trichloranilid（Sulfatricllloranilid）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　臼1

　　　　　　　　　　　　　邸〈＝＞S・・NH一⊂＞Cl，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　61

　4－Aminobenzolsulfon－4，一thiocyananilid（Sulfathiocyanallilid）

“　　　H・N一⊂＞S・・NH＜＝＞CN・

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　髄　　　　L

モ

♪

　以上11種の槍膿の中Slllfanilamid・Sulfadibromanil担の2種は當所板井技師試製品・Sulfanila3一

もalnid，　Disulfauildimethylamld，　Sulfapアridin及Sulfamgthyh　hiazolの4種は夫々市販品，　Sulfatbiazo1
．
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及Sul嬢methylox伽yrimidinの2種は武長研究部試製品，　SulfatriGhloranilid及Sulfatl】iocy即anilid

の2種は理化學研究所小山氏め試製せるものなり．

　　　　　　　　　　　　　　　　．皿毒性試験

　A）實験　方法：
　1）實験動物は凡て十重15g生後約2ケ月の成熟雄マウスを使用せり．

　2）　検量豊は15％アラビヤゴム液に所要量：の槍艦を混じ，充分乳鉢内にて研磨して乳剤となし其

0，2cc中に所要投與：量を含む如く作成し，之を胃ゾンデにてマウス胃内に深く注入せり．

　3）経口1回投與にて念性中毒症朕の有無及び生死を10日間観察し2／3以上耐過生存せし最大

量を耐：量とし，2／3以上発死せる最小量を致死量と判定せり・

B）實鹸成績・
　毒性試瞼成績は之を一括して第1表に表示せり．・
　　　　　　　　　　　ゐ

　　　　　　　　　　　　　　　　・第1表　マウス経口投與の毒性

検 髄

Su悔ロilamid

Sul血ni1翫cetamid
げ

Dlsul伍nildimethylami（1

Sulf≧」Pアrid血

Su1ムmetLアlth正azoi

Su1£athiazol　・

　　　　　　●
Sul臨guan三din

Sulfamet｝1ylox）・pyrimidin

Sulfadibromanili忙l

Sulfatrichlora1ユilifl

S111血thiooyananilid

致 死

m贈量5glgP…g

　60
＞200

＞200

＞200

＞200

　160

＞200

＞200

　40
　200

　30

　4．0

＞13・3

＞13・3

＞13．3

＞13．3

　10．6

＞13．3

＞13．3

、　2・7

　13。3

　2。0

耐 量

mgﾚ5glgP…g
40

140

30

180

20

2．7

9。3

　2．3

　12．0

・　1．3

　Sulfanil批cetamid，　Disulfanildimeth）4amid，　SuFapyridin，　SulFamethylthiazol，　Sulfaguanidin，　Sulfa－

methyloxypアrimidin，　Sulf乱trichloranilid，　Sulfathi昂zol等は経口投與にて毒性断て砂1・く毎日1回20　mg

三明5日の経口投與を行ふもマウスに何等の異常を認めざるも，SulFanilamidは20mg蓮績投與に

ては時に中毒症状を呈することあるを以てSulf批dibromanilidと同様雪叩投與安全量は10　mgにし

て，SulfathiOGyanailidは51ngを以て安全投與量となす．．

　治療試験に就V・ては槍骨豊の上記安全量以下を投ガせり．

皿治　療　實　験

A）開門方法：噛’

1）實験動物は凡て十重15～20gの生後約2～2彦ケ月の成熟雄健康マウスを選んで使用せり
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　　　2）感染菌は當研究室保存のS．entθritidis石地株を使用し，之を37。18時聞普通二天斜面に培

　　養せしものを普通ブイ』ン：にて晶晶し10M・Ln帥ち1／100，000　m9を一マウス腹腔内に接種感染せ

　　　しめたり．

．　　3）検瞠乳剤は毒性試験の際と同一労法によりて作成し，之を接種1時闇後に第1回爾後24

　　時間，第3日，第4日，第5日の5日間蓮績5回経口投與をなしたり．

　　　4）観察期間は25日となし艶死獣につきては斉臓器自口心血・肝・脾の切片をBrilliantgr逓n培地

　　に培養して感染死なりや否を確め，耐過生存せしマウスにつきても同培地に培養を行ひて菌沿失せ

　　しや否を楡せり．
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ラ
　　　5）制定法は主とレて歩歩の第”報の治効率に依れり・

　　　B）實瞼成績：
＼

　　　治療實験成績第2表の如し．

第2表治療貸験成績

検　二
番　　號

No．1

No．2

No．3

No．4

No．5

No．6

No」7

No．8

No．9

No．10

Xo．’11

検 禮

Su1血ロiilもmid

Suhhni1｛Lcetamid

Dislllfallildimethylamid

SulfaPyridin

Sulf為methylt1茸azol

Sulfathiazol

Sulf』guanidin

Su肱methy工oxypyrimidin

Sul鰯ibromanilid

Sulf篭』t1・ichloraΩilid

Sul丑Lt1五〇cyananilid

投輿量×回数

10mg×5

20m9×5
　〃　’

　〃

　〃

　〃

　〃

　〃
10mg×5
20mgX5

5mg×5

A

0／10

0／5

0／10

0110

0／10

0110

0110

0113

0／10

0’10

0／10

B

6．3

7．6

7．5

8．6

7ユ

9．6

7．1

7．4

5，2

6．6

8，7

C

6．5

13．0

12．5

18．0

10．5

23．0

10．5

12．0

1．0

8．0

18．5

投與量×回数

5mg×5

10mg×5

　〃

　〃

　〃

　〃
　〃　　●

　〃
5mg×5

10mg×5
2．5mg×5

0／5

0／5，

115

015

0〆5

0’5

015

0／10

0110

0／5

015

52
58
8．8

8．0

8．4

8，6

5．2

8．8

6．9

7．4

6．0

　1．0

　4．0

35．2？

15．0

17・0

18．0

　1．0

19。0

9。5

12．0

5。0

1混 一
・／・・1・・1・1

　　註・A一轟綴・醜死…鞠生存・敷’・轍収・・）’

　余等の實験條件に於ては本丁に示す如く僅かに生存日鋼延長ぜるも，有効なりと朝すべきもの無

し．

　尚驚死獣の経過日数は第3表の如し，印ち各群とも通常15日以内に艶死す・最も多く蜷死する

は藥西台輿終了後第6，7，8rlに多きを以て，投與中菌畿育抑制せし如き感を懐きしを以て，　Sulfan・

ilamid，　Sulfapyridin；SulFa且11ethyltlliazo1，　Sulfathiazol及Sulfaguanidinの5種につき10回投與を

試みたれども，5回忌與の威績と大渠なく殆んど無効に乱れり．脚5回二二二二にて菌を滅二叉は

抑止出來得ざる三二は，10回投與を行ふとも大差なきが如し．
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